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　Ⅰ．はじめに

　保育の現場では，朝は「おはようのうた」から始ま
り，お昼は「おべんとうのうた」帰りは「さようなら
のうた」などの生活の歌をはじめ，季節の童謡，行事
の歌などが保育者のピアノに合わせて子どもたちと共
に歌われている。
ここでは，保育者の弾き歌いの能力が問われるところ
である。
　今日の保育者養成では，歌唱伴奏のためのピアノ演
奏技術の習得が最重要課題である1）と言われている。
就職試験の中でも，殆どの園で童謡の弾き歌いが課せ
られている。
　本学の器楽の授業では， 1年次を器楽Ⅰとし，幼稚
園 2種免許の必修科目としている。器楽Ⅱにおいては，
選択科目となっているが，殆どの学生が履修している。
授業形態としては，初級コースと上級コースに分かれ
て，ピアノ実技と童謡伴奏を 1週交代のローテーショ
ンで行っている。ピアノ実技は，バイエル，ブルグミ
ュラー，ソナチネ，ソナタなどの個人レッスンとし，
童謡伴奏は，グループレッスンで，グループ毎に一人
ずつ皆の前で弾く形態をとっている。

　このように器楽の授業の中でもこれまで童謡の弾き
歌いを課しており，保育の現場を想定してグループレ
ッスンを行ってきた。しかしながらピアノ経験が浅い
学生にとっては，歌いながら弾くという事は困難を期
す作業であり，一曲を仕上げるのに莫大な時間を要す
るのが現状である。
　そこで本論では，学生にアンケートを実施し，童謡
の弾き歌いに対する学生の意識調査を行うことによ
り，学生の現状に基づいてより良い指導法を見出す事
を目的とした。

　Ⅱ．方法

1．アンケート調査
　①調査時期　平成26年 7 月
　② 調査対象　 本学幼児保育学科 1年生137名， 2 年

生127名，　計264名
　③ 調査方法　 前期ピアノの試験終了後，各担当教員

よりアンケート用紙を配布し，記入後
その場で回収した。回収率100％

　④ 調査内容　 「童謡の弾き歌いは得意か」「ピアノ経
験年数」「弾き歌いの手順」等につい
て質問した。

　保育の現場では，生活の歌をはじめ季節の童謡，行事の歌などを保育者のピアノに合わせて子どもたちが歌っ
ている。ここでは，「童謡の弾き歌い」の能力が問われるところである。就職試験の中でも，殆どの園で童謡の弾
き歌いが課せられている。本論では，学生にアンケートを実施し，「童謡の弾き歌い」に対する学生の意識調査を
行い，学生の現状に基づいてより良い指導法を見出す事を目的とした。その結果，多くの学生において，「童謡の
弾き歌い」に対して苦手意識を持っており，その要因の一つとして，ピアノ経験とピアノ技術の浅さに由来する
ことが考えられる。そこで，今後も練習方法の改善と歌唱技術の向上および学生のレベルに合わせた教材の検討
が必要であることが示唆された。

原著論文

童謡の弾き歌いについての考察
－短大生の意識調査より－

Consideration about Singing While Performing of a Children's Song
－From a Junior College Student's Opinion Poll－

宮　本　智　子

キーワード：弾き歌い，ピアノ経験，メロディー，練習手順，歌唱技術
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2．  「器楽Ⅰ」「器楽Ⅱ」「保育内容音楽表現」の授業
実践に基づいた考察

　Ⅲ．結果

　アンケート調査結果
先ず，「童謡の弾き歌いは得意か」という質問では，
「得意」と答えた学生が， 1年生で2.2％， 2年生で0.8
％と極僅かであり，「普通である」と答えた学生が，
1年生で30.7％， 2年生で24.4％，「苦手である」と答
えた学生は， 1年生で67.2％， 2 年生で74.0％と 6 か
ら 7割の学生が苦手意識を持っていることが分かっ
た。（図 1 - 1， 1 - 2）

　次に，図 1 - 1， 1 - 2に示したように，童謡の弾き
歌いが「苦手である」と答えた学生の理由については，
1年生では，「歌を入れると伴奏が分からなくなる」
が最も多く，92人中70人の学生が答えている。
　次いで，「歌うことが苦手である」が32名，「歌をし
っかり覚えていない」が16名であった。

　「その他」の理由としては，「ピアノが苦手」，中に
は「歌を入れたことが無い」と答えた学生もいた。（図
2 - 1複数回答）
　 2年生についても， 1年生とほぼ同様の結果であっ
た。（図 2 - 2）

　次に，「童謡の弾き歌いの手順は，どのように行っ
ているか」については，1年生で最も多かったのが「ピ
アノ伴奏のみ練習する。→歌を入れる。」で71.5%，
次いで「メロディーをピアノで弾いてみる。→メロデ
ィーのみ歌いながら弾いてみる。」→歌いながら弾い
てみる。」が16.8%，
「歌をうたってみる。→ピアノ伴奏を入れる。」は，僅
か6.6%であった。（表 1 - 1）
「その他」としては，「歌を入れたことが無い」と答え
た学生が5.1%いた。
2 年生についてもほぼ同様の結果であった。（表
1 - 2）

図 1 - 1　童謡の弾き歌いの意識調査（ 1年生）

図 2 - 1　童謡の弾き歌いが苦手な理由（ 1年生）

図 2 - 2　童謡の弾き歌いが苦手な理由（ 2年生）

図 1 - 2　童謡の弾き歌いの意識調査（ 2年生）
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　次に，童謡の合格数で 1年生を 4群， 2年生を 6群
に分け，それぞれピアノを始めた年齢と年数及びピア
ノの進度について比較，分析した。 1年生においては，
前期までの合格数， 2年生においては， 1年生から 2
年の前期までの合格数とした。
　その結果， 1年生の 1 ～ 5 曲群（n=15）と 2 年生
の10曲未満群（n=11）においては， 1年生で数名 3
歳～15歳までに習っていた学生がいるが，殆どの学生
が16歳（高校）か短大に入学してからピアノを始めて
いる。（図 3 - 1， 4 - 1）
　また，ピアノの進度については， 1年生は，86.7％
がバイエル， 2年生においても36.4%の学生がまだバ
イエルを弾いていることが分かった。（図 3 - 2，
4 - 2）

　次に 1年生で最も多い 6～10曲群（n=97）におい
ては，ピアノ開始年齢はばらつきが見られるが，16歳
～18歳に習っていた学生が最も多く49人， 6歳～11歳
まで習っていた学生が34人， 3歳～ 5歳に始めている
学生も19人いた。（図 5 - 1）

図 3 - 1　童謡合格数（ 1～ 5曲群） 1年生

図 3 - 2　童謡合格数（ 1～ 5曲群） 1年生

表 1 - 1　童謡の弾き歌いの手順（ 1年生）

表 1 - 2　童謡の弾き歌いの手順（ 2年生）
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　ピアノの進度については，58.8%はバイエルを弾い
ているが，32.0%の学生がブルグミュラーを弾いてお
り，9.3%が，ソナチネ・ソナタ以上を弾いている学
生もいる。（図 5 - 2）

　11～15曲群（n=21）になると，6歳～11歳（学童期）
にピアノを 6年間習っていた学生が17名いることが分
かった。（図 6 - 1）
　ピアノの進度は，ソナチネ・ソナタ以上が47.6%，
ブルグミュラーが33.3%，ここでは19.0%と僅かでは
あるが，バイエルの学生も見受けられる。（図 6 - 2）

　16曲以上群は， 4人いたが，内 3人の学生が 3歳～
5歳の幼児期からピアノを始めており，18歳まで継続
している。 1名は，現在も継続していることが分かっ
た。（図 7 - 1）
　ピアノの進度は，何れもソナチネ・ソナタ以上であ
る。（図 7 - 2）

図 6 - 1　童謡合格数（11～15曲群） 1年生

図 5 - 2　童謡合格曲数（ 6～10曲群） 1年生

図 6 - 2　童謡合格数（11～15曲群） 1年生
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　最も多かった 2年生の10～20曲群（n=69）は，ピ
アノを始めた年齢はばらつきが見られるが，16歳（高
校）から始めた学生が大半を占め，現在継続していな
い学生も見受けられる。（図 8 - 1）
　ピアノの進度は，約 9割がブルグミュラーである。
（図 8 - 2）

　21～30曲群（n=31）においては， 3歳～ 5 歳（幼
児期）から始めた学生が 8人おり，約半数の学生が 6
歳～11歳（学童期）にピアノを習っており，その内 6
年間継続した者が 8 名いることが分かった。（図
9 - 1）
　ピアノの進度は，ソナチネ・ソナタ以上が約 7割を
占め，残りの 3割は，ブルグミュラーであり，バイエ
ルの学生はいない。（図 9 - 2）

　31～40曲群（n= 5 ）においては，3人が 3～ 5歳（幼
児期）にピアノを始めており， 4人の学生が 6歳～11
歳（学童期）にピアノを習っており，現在も続けてい
る学生は 1名のみである。（図10- 1）
　ピアノの進度は，全員がソナチネ・ソナタ以上であ
る。（図10- 2）

図 8 - 1　童謡合格数（10～20曲群） 2年生

図 9 - 1　童謡合格数（21～30曲群） 2年生

図 8 - 2　童謡合格数（10～20曲群） 2年生

図 9 - 2　童謡合格数（21～30曲群） 2年生
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　41～50曲以上は 2人であり，内 1名は 3歳～ 5歳（幼
児期）から現在まで継続してピアノを習っているが，
もう 1名は，16歳～18歳の 3年間しか習っていない。
（図11- 1）
　しかし，ピアノの進度は， 2人ともソナチネ・ソナ
タ以上である。（図11- 2）

　51曲以上群も 2人であり， 1人は 3歳から現在まで
継続している学生で，もう一人は， 3歳～ 5歳（幼児
期）からピアノを始め，6歳～11歳（学童期）つまり，
小学校 6年まで継続していたことが分かる。（図12-
1）
　ピアノの進度は， 2人ともソナチネ・ソナタ以上で
ある。（図12- 2）

図12- 1　童謡合格数（51曲以上群） 2年生

図12- 2　童謡合格数（51曲以上群） 2年生
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図11- 1　童謡合格数（41～50曲群） 2年生

図10- 2　童謡合格数（31～40曲群） 2年生
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　最後に，「童謡の弾き歌いは，保育現場で重要だと
思うか」については，
　 1年生については，98.5%の学生が「思う」と答え
たが，1.2%の学生が「思わない」と答えている。（図
13- 1）
　 2年生については，100%の学生が，「思う」と答え
ている。（図13- 2）

　Ⅳ．考察

　アンケートの結果から，先ず，多くの学生において
「童謡の弾き歌い」に対する苦手意識があることが分
かった。しかも意外なことに，弾き歌いの経験を積ん
でいる筈の 1年生より 2年生の方が苦手意識を持って
いる。しかしながら， 2年生においては，全員が「童
謡の弾き歌いは，保育現場で重要である」と答えてい

る。この事は， 1年生はまだ幼稚園の観察実習しか経
験していないのに対し， 2年生は，この時点で保育実
習も経験しているため，実際の保育現場で実践する難
しさと必要性を感じているからと思われる。
　「苦手である」理由として， 1， 2 年生共に「歌を
入れると伴奏が分からなくなる」と答えた学生が最も
多かったが，この事は，歌と伴奏を切り離して考えて
いる学生が殆どであることが示唆される。童謡の伴奏
は，先ずメロディーを知ることから始まる。従って，
主体となるメロディーを弾いて歌える必要がある。
　これは，練習の手順に反映される。最初にメロディ
ーラインを右手で歌いながら弾けることが重要であ
る。伴奏形態によっては，右手と左手に全くメロディ
ーが出てこないものもある。（「アイアイ」「森のくま
さん」「ふしぎなポケット」など）こういった曲を歌
を歌わないで弾くことは，保育の現場で子どもたちの
元気な歌声を引き出すことはできないと考える。子ど
もたちは，保育者の歌声に引き込まれて歌い出す。従
って，保育者の歌唱技術が物を言うのである。三方は，
「童謡の弾き歌い」について，楽器の演奏上のテクニ
ックに加え，発声法や歌唱法の習得が必要である2）

ことを示している。これに関しては，筆者の先行研究
でもすでに述べている。3） 4）よく弾き歌いになると
伴奏に専念するためか，途端に声が小さくなる学生を
見かけるが，これは，スムースな伴奏を弾く上で逆効
果である。腹式呼吸を使った充実した声で歌うことに
より，精神的にも安定が得られ，より落ち着いた伴奏
が出来る筈なのである。
　 1年生後期の「保育内容音楽表現」の授業では，コ
ードネームを使った伴奏付での弾き歌いを行ってい
る。その中で，童謡の弾き歌いの手順として「先ず右
手のメロディーを歌いながら弾く。次に左手のコード
を弾きながら，メロディーを歌う。両手で合わせる。」
といった指導をしている。それにも関わらず，今回の
調査では，多くの 1年生とすでにこの授業を受けてい
る 2年生までもが「伴奏のみ練習する。→歌を入れる。」
の手順を取っているのが現状である。これは，「歌を
入れると伴奏が分からなくなる」という思い込みが
多々あると思われる。先ずは，この思い込みを払拭す
ることから始めなければならない。
　次に，童謡の合格数における学生のピアノ開始年齢
と年数，及びピアノの進度についての相関関係を見て
みると，童謡合格数が多くなるほど，ピアノ開始年齢
は早まり幼児期から開始した学生が多いことが分か
る。また，ピアノの経験年数も多くなるほどピアノの

図13- 1　「童謡の弾き歌い」は、保育現場で
重要だと思うか（ 1年生）

図13- 2　「童謡の弾き歌い」は、保育現場で
重要だと思うか（ 2年生）
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進度も上がっている。しかし中には， 2年生の41～50
曲以上群の一人の学生は，ピアノ経験が16歳～18歳の
3年間のみである。これについては，個人の能力もあ
るとは思うが，本人の努力によるところが大きいと推
察する。
　 1年生においては，童謡合格数11～15曲群までは，
バイエルを弾いている学生も見受けられるが，16曲以
上群においては全員がソナチネ・ソナタを弾いている。
　 2年生においては，童謡合格数21～30曲群までは，
ブルグミュラーの学生も見受けられるが，31曲以上群
においては，全員がソナチネ・ソナタを弾いている。
つまり，ピアノの基礎となる練習曲をある程度のレベ
ルまで達していることは童謡の弾き歌いをする上で必
要不可欠である事が分かる。附田らは，「伴奏の「技術」
がそのまま「伴奏」の「表情」に影響している」5）

と述べている。
　しかしながら，中には，練習曲がバイエル程度の学
生でも常にしっかりと歌唱しながら伴奏付をする学生
も見受けられる。「歌いながら伴奏を弾く」という事は，
一つは「慣れ」である。最初は上手く行かないかも知
れないが，そこで諦めず，練習を積み重ねることによ
って出来るようになると思われる。小澤は弾き歌いに
ついて，人前でやる経験を多くもつために模擬授業の
重要性を示している6）が，筆者の授業においてもこ
れからも積極的に取り入れていきたいと思っている。
　最後に，伴奏をスムースに行うための重要なポイン
トとして，適切な指使いが挙げられる。バイエルやブ
ルグミュラー等の教則本には，指使いが記してあるの
に対し，童謡の楽譜には，記されていないのが通常で
ある。ピアノ経験が浅い学生においては，自分で適切
な指使いが分からない場合が多々ある。これを記して
あげることによって音のミスが激減すると考える。

　Ⅴ．まとめ

　今回の調査で，改めて学生のピアノ経験が「童謡の
弾き歌い」に影響を及ぼしているか検証することがで
きた。問題は，ピアノ経験の浅い学生でも，保育現場
で困らない程度の弾き歌いが出来るように指導しなけ
ればならないという点である。
　そこで，学生の現状を鑑み，童謡の弾き歌いをする
上での望ましい練習手順と留意点を下記にまとめる。
1．望ましい弾き歌いの練習手順
　 1）先ず，メロディーラインをピアノで弾く。
　 2）メロディーラインをピアノで弾きながら歌う。

　 3）  ピアノの伴奏部分を弾いてみる。（左手のみ又
は両手）

　 4）  歌いながら，伴奏（左手，両手）とゆっくり合
わせてみる。

　 5）  望ましいテンポで弾き歌いをする。
2．望ましい弾き歌いの留意点
　 1）  先ずメロディーラインを音程正しく正確に覚え

る。
　 2）歌詞を完璧に覚える。
　 3）  腹式呼吸で，しっかりとした声で歌う。
　　　  この事によって，呼吸が浅くなる（上がった状

態）のを防ぎ，相乗効果でピアノも落ち着いて
弾くことが出来る。

　 4）  適切な指使いで弾く。
　　　  曲のフレーズのスムースな進行と音のミスタッ

チを防ぐため。
　 5）  歌い出しのタイミングを合わせるために前奏を

入れる。
　 6）曲の流れを止めない。
　 7）  メロディー部分が聞こえるように右手と左手の

バランスを考えながら弾く。
　 8）ピアノペタルを効果的に用いる。
　 9）  個人の能力に応じた伴奏形態で，余裕を持った

伴奏を心がける。（コードネームを用いた簡易
伴奏）

　10）歌う側の息遣いを感じ取りながら弾く。
　実際の保育現場では，大勢の子どもたちの前で子ど
もの様子を見ながら，弾き歌いを行わなければならな
い。そして，先ずは保育者が正しく範唱してあげるべ
きである。
　子どもたちは，日々の保育の中で多くの童謡に出会
い，それが思い出となって大人になっても口ずさんで
いく。それを伝えていく保育者の役割は大きい。
　今後も，関連科目の授業内容の充実を図り，学生の
レベルに合わせた教材の検討と適切な指導を心掛けて
いきたいと考える。
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　Ⅰ．はじめに

1．キャリア教育の動向　
　今日，各学校段階におけるキャリア教育の重要性が
指摘されている。文部科学省（2011）は，キャリア教
育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な
基盤となる能力や態度を育てることを通して，キャリ
ア発達を促す教育」（p.17）と定義し，キャリア教育
の重要性を指摘している1）。また，高等教育機関にお
けるキャリア教育については，「今後の学校における
キャリア教育・職業教育の在り方について」（文部科
学省．2011）の中で，「各機関の教育機能及び各学校
の教育方針や，学生・生徒一人一人の状況にも留意し
ながら，キャリア教育の推進に関する方針を明確化し，
教職員の理解の共有を図った上で，全学的な取り組み
を推進することが必要である」（p.31）と指摘し，入
学から卒業までを見通したキャリア教育や，キャリア
教育を教育課程内に位置付けることを推奨してい
る2）。日本学生支援機構（2011）の調査では，キャリ
アに関する必修科目を設置している短期大学は39.0％
であり，短期大学においてもキャリア教育のニーズが
高まっていることが伺える4）。

2．  国際学院埼玉短期大学における
キャリア教育の取り組み

（ 1）教養科目「キャリア教育」の新設
　国際学院埼玉短期大学（以下本学とする）において
も，キャリア教育の動向を鑑み，2011年度より 1年生
の教養選択科目に「キャリア教育」を設置し，短期大
学におけるキャリア教育の充実を図ってきた。
　2010年度に立ち上げたGP学生支援推進小委員会で
は，これまでの就職指導の現状と課題を見直し，充実
した教育プログラムの導入に取り組んだ註1）。その結
果「キャリア教育に関する教科として仮称『キャリア
デザイン』の設置をカリキュラム検討委員会に提言し
た。（中略）平成23（2011）年度から教養科目に『キ
ャリア教育』という名称で 1年生後期開講科目として
位置づけられた」5）という経緯がある。
　本学の教養科目は健康栄養学科・幼児保育学科とも
に同じ授業内容で行われるのが通例だが，「キャリア
教育」では，学科ごとに授業担当者を配置し，各学科
が目指す専門分野の特性を踏まえた授業計画を作成し
た6）。

（ 2）従前の「キャリア教育」の課題
　過去 3年間（2011～2013年度）の授業概要および受
講者数・単位修得状況を表 1に示した。
　これまで本学では，選択科目として位置づけ， 1年
生後期に「キャリア教育」を開講している（全 8回）。
単位修得状況をみると，選択科目にも関わらず，2011
年度は全学生が受講し，単位を修得している。その後

　本研究の目的は，保育者養成系の短期大学におけるキャリア教育のカリキュラム開発と実施，評価基準の作成
を行うことである。教養科目として必修化されたキャリア教育の実施にあたり，第一にカリキュラム開発の手続
きと内容が示された。第二に，開発されたカリキュラムを下に実施された授業内容について，記述がなされた。
第三にキャリア教育の評価のための評価基準が示された。これらの結果に基づき，カリキュラム開発・実施・評
価基準の作成について考察がなされ，今後の課題が示された。

原著論文

保育者養成系短期大学におけるキャリア教育の
カリキュラム開発・実践・評価に関する研究

A Study of Curriculum Development, implementation and evaluation of Carrier 
Education in the Training Course of Kindergarten Teachers, Child Care Workers

森　下　　　剛・古　木　竜　太

キーワード：キャリア教育，カリキュラム開発，ルーブリック
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も95.6%（2012年度），99.4%（2013年度）と単位修得
状況は高いパーセンテージを示している。
　授業内容について，2011～2012年度は就職環境の現
状や働くことの意義など，勤労観・職業観に主眼を置
いた講義が中心であった。そして，科目の新設から 3
年目となる2013年度は授業計画を見直し，キャリアデ
ザインや自己分析，ビジネスマナー，履歴書の書き方，
面接の受け方，内定後の過ごし方など，進路選択から
内定までを網羅する講義内容に変更した。なお，この
「キャリア教育」では，同時期に「キャリアノートブ
ック」註2）を開発し，主教材として取り扱っている。
　本学では，授業最終回に受講者全員を対象とした授
業アンケートを実施している。「キャリア教育」の授
業アンケート結果をみると，科目が新設された2011年
度は80.1ポイント，2012年度は82.3ポイント，2013年
度は87.8ポイントであり、2013年度に授業計画を見直

した結果，受講生の評価が高くなった。しかし，授業
アンケートの担当者所見をみると，「複数の教員で授
業を担当しているため学習目標と評価について共通認
識が必要」，「開講時期（ 1年生後期）が適切であるか」，
「授業形態は講義形式が適切であるか」を課題として
挙げ7），授業計画の改善を示唆している。
　 1年生後期に開講することが適切であるかという問
題について，幼児保育学科では 2年生の後期から本格
的に就職活動が始まることから，実際に学生が就職活
動を行う時期とかけ離れている現状にある。また，入
学から卒業まで，学生のキャリア形成に関して支援・
指導するならば，キャリア教育は入学時から実施する
べきであり， 1年生後期に限定する必要はない。例え
ば，本学では入学時にオリエンテーションを行ってい
るが，これを「キャリア教育」の授業として導入する
ことで，入学時より自らのキャリアデザインについて

表 1　2011～2013年度の教養科目「キャリア教育」

2011年度 2012年度 2013年度

必修・選択の別：選択
開講時期：１年生後期
従業形式：講義
受講者数：155名
単位修得状況：100%
授業アンケート結果：80.1ポイント

必修・選択の別：選択
開講時期：１年生後期
従業形式：講義
受講者数：158名
単位修得状況：95.6%
授業アンケート結果：82.3ポイント

必修・選択の別：選択
開講時期：１年生後期
従業形式：講義
受講者数：155名
単位修得状況：99.4%
授業アンケート結果：87.8ポイント

授業計画 授業計画 授業計画

1次 わが国における　　　
　　　就職環境の現状 1次 わが国における　　　

　　　就職環境の現状 1次 キャリアデザイン

2次 仕事をすることの意義 2次 仕事をすることの意義 2次 人間関係における　　　
　　自己分析と自己改革

3次 プロフェッショナルとは 3次 プロフェッショナルとは 3次 当該職業の使命と課題

4次 自分の選んだ専門職の意義 4次 自分の選んだ専門職の意義 4次 社会が求める人材

5次 社会が求める人材 5次 社会が求める人材 5次 ビジネスマナー

6次 人間関係における　　　
　　自己分析と自己改革 6次 人間関係における　　　

　　自己分析と自己改革 6次 就職活動の実際

7次 当該職業分野の　　　
　　　課題と将来展望 7次 当該職業分野の　　　

　　　課題と将来展望 7次 採用の実際

8次 就職情報の実際 8次 就職情報の実際 8次 当該職業分野の　　
　　　課題と将来展望

※  授業アンケートは、授業の最終回に受講学生を対象にして実施している。質問項目は授業内容や授業の進め方、
授業に取り組む姿勢・態度、理解度など13項目ある。学生は「非常に良かった」「良かった」「普通」「悪かった」
「非常に悪かった」の 5段階で評価する。2013年度より質問項目が精査され15項目になった。
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学生は学ぶ機会を得る。実際にオリエンテーションで
は，キャリア委員会委員長より「 2年間のキャリア形
成」という講話があり，レポートを課している。
　このような現状を踏まえ，本研究では，2014年度か
ら実施される「キャリア教育Ⅰ」に着目し，本学幼児
保育学科における，「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラ
ム開発と実施，評価票の作成を試みた。幼児保育学科
に限定した理由は，高等教育機関でのキャリア教育は，
各学科等の専門性を考慮したうえでカリキュラム開発
を行うことが必要と判断するからである。

　Ⅱ．目的

　本研究の目的は，保育者養成系の短期大学における
キャリア教育のカリキュラム開発と実施，評価基準の
作成を行うことである。

　Ⅲ．方法

　本学教養科目の「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラム
開発，実施，評価基準の作成については，以下の手続
きで行われた。

1．「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラム開発
　「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラム開発は，本学「キ
ャリア委員会」において行われた。キャリア委員会は，
本学の専任講師で構成される委員会組織である。2014
年度の委員は，幼児保育学科 4名，健康栄養学科 4名，
および本学のキャリア支援を行う「学務課学生支援担
当」の事務職員の 9名から構成され，委員長は第一著
者が務めた。委員会は月に 1回の頻度で開催され，必
要に応じて「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラム開発が
議題にあげられ，検討を行った。

2．「キャリア教育Ⅰ」の実施
　「キャリア教育Ⅰ」の実施は，2014年度 4 月から行
われた。授業の実施は，本学専任教員により行われた。
カリキュラム内容について専門性を有する教員が授業
を担当するとともに，第二著者である 1学年の学科長
補佐を中心とする担任教員もカリキュラムの実施に参
画した。

3．「キャリア教育Ⅰ」の評価基準の作成
　「キャリア教育Ⅰ」の評価基準の作成は，カリキュ
ラム開発同様，キャリア委員会において行われた。

　Ⅳ．結果と考察

1．「キャリア教育Ⅰ」のカリキュラム開発
（ 1）授業概要－Syllabus－の作成
　2014年度から教養科目の卒業必修科目として， 1学
年に「キャリア教育Ⅰ」， 2学年に「キャリア教育Ⅱ」
を設置し，入学から卒業を見通したキャリア教育を充
実させるカリキュラム開発を試みた。
　2014年度の「キャリア教育Ⅰ」の授業概要を表 2に
示した。従前の「キャリア教育」から改善を試みたこ
とは，入学から卒業まで学生のキャリア形成を支援・
指導するため，本学独自に取り組んできた行事をキャ
リア教育の授業の一部として扱うことである。すなわ
ち，年度始めのⅰ）オリエンテーション（宿泊研修含
む），ⅱ）学年交流プログラム（幼児保育学科），ⅲ）
大学祭（以下，五峯祭）を「キャリア教育Ⅰ」の授業
として評価することにした。
　 4月のオリエンテーションでは，「キャリアデザイ
ンシート」「自分史ワークシート」「短大 2年間の自己
目標」のレポート（資料 1）を課し，「キャリア教育Ⅰ」
の評価項目に加えた。この課題レポートは，数年来継
続的に実践されてきたが，学生へのフィードバックは
担任の裁量に任され，有効に活用されていない実情が
あった。そこで，オリエンテーションの学習成果とし
て評価することにした。また，この課題レポートは，
2年生の「キャリア教育Ⅱ」で行う自己分析の資料と
して活用することを検討している。
　 9月に幼児保育学科が実施する「学年交流プログラ
ム」では，千葉県野田市の清水公園で実施した野外活
動（カレーライス作りとフィールドアスレチック）の
学習態度や活動記録の評価を試みた。
　11月は五峯祭を開催している。本学の大学祭は正課
授業の取り組みを発表する場として位置づけ，平成16
年度特色GP「短期大学における自立創造力育成プロ
グラム」に選定されている。五峯祭は 2日間開催され，
その事前準備として 2日間設けている（それ以前の準
備については各クラス・委員会で随時取り組む）。学
生は五峯祭準備期間と当日（計 4日間）を通して，様々
な活動に携わるが，「キャリア教育Ⅰ」では“専門分野
におけるスキルアップ研修”として各活動の評価を試
みた。

（ 2）  中央教育審議会答申案と
「キャリア教育Ⅰ」の授業内容

　中央教育審議会は，社会的・職業的自立，学校から
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社会・職業への円滑な移行に必要な力の要素として，
「キャリアプランニング能力」，「課題対応能力」，「自
己理解・自己管理能力」，「人間関係形成・社会形成能
力」，「論理的思考能力」，「創造力」，「意欲・態度」，「勤
労観・職業観等の価値観」があると考えている3）（図
1）。キャリア委員会では，中央教育審議会の考えに
基づき，各構成要素を授業計画にどのように反映させ
るか検討した。例えば，キャリアプランニング能力に
関する授業内容は，第 1次の「キャリアデザインとは・
2年間のキャリア形成」および，「将来構想のための
自己分析」（表 2右端），論理的思考力は第 3次の「専
門職に求められる人材」の授業内容に対応させている。
図 1で示した各要素は，授業内容により重複すること
もある。このように2014年度の授業内容は，各構成要
素に対応するように授業計画を作成した。

2．「キャリア教育Ⅰ」の実践報告
　本項では，新たに「キャリア教育Ⅰ」の一部として
導入したオリエンテーション，学年交流プログラム，
五峯祭に着目して2014年度に実施した活動内容を報告
する。
（ 1）オリエンテーション（第 1次）
　本学では，年度始めに学生生活全般に関するオリエ
ンテーションを行い，学生が本学学生として円滑に学
生生活を過ごせるよう支援している。短大生の一般目
標，行動目標と 1年生の行動目標は以下の通りである。
①短大生の一般目標
　人間性豊かな保育者，栄養士，調理師となるために，
有意義な学生生活が送れるよう，これからの学校生活
や学修課程を理解することができる。
②短大生の行動目標
　ⅰ）「建学の精神」を具体的に理解することができる。
　ⅱ）  「教育方針」を自ら実践し，その意義を理解す

ることができる。
　ⅲ）  仲間と協調し，豊かな人間関係を構築し「学び

の共同体」を形成することができる。
③短大 1年生の行動目標
　ⅰ）  目的意識を共有した仲間との人間関係を築くこ

とができる。
　ⅱ）  専門職業人に必要な基本的資質を理解し，身に

つけることができる。
　ⅲ） 2年間の自己目標を設定することができる。
　上記の一般目標と行動目標を達成するため，本学お
よび軽井沢プリンスホテルにてオリエンテーションを
行った。主な内容は，「学生生活ガイダンス」「勉学の

取り組みについて」「 2年間のキャリア形成」「構成的
グループエンカウンター」「クラス内交流」などである。
　学生は，オリエンテーションの研修総括として，「短
大 2年間の自己目標」，「キャリアデザインシート」，「自
分史ワークシート」のレポート課題に取り組んだ。
　本学ではクラス担任制による，きめ細かい学生指導
を行っているが，最近ではクラスに馴染めず，人間関
係が原因となって学習意欲を失う学生もいる。そこで，
入学時からクラス内の交流を深め，仲間意識を高める
教育プログラムに取り組んでいる（構成的グループエ
ンカウンターやクラス別交流）。また，入学して間も
ない時期ではあるが，クラスでオリエンテーション委
員を選出し，学生委員会が組織的にオリエンテーショ
ンのプログラムを運営している。
　入学の段階で学生相互に人間関係を深め，本学入学
の目的を明確にして，「学びの共同体」を形成する。
年度始めのオリエンテーションは，中途退学を防ぐた
め，学生が思い描く卒業後の進路実現のために果たす
役割が大きい。したがって，今後も学生の実情を見据
えながら実施内容を検討していきたい。
　
（ 2）学年交流プログラム（第 5次）
　本プログラムの目的はⅰ）野外活動を通して，クラ
スの枠を越えた学年間の交流を深め，キャリア形成に
必要な対人関係能力を養う。ⅱ）グループで野外活動
を体験することで互いに学び合い，協調性を養うこと
である。
　2014年度の幼児保育学科 1学年は 1クラス34名，計
4クラス136名の学生が在籍している。学年交流プロ
グラムは学生相互に人間関係を深めることを目的とし
ていることから，クラスの枠を越えて班を編成した。
事前学習は自己紹介から始まり，初対面同士でも協力
して野外活動に取り組む姿勢・態度を評価した。実施
日や活動内容は以下の通りである。
実施日：平成26年 7 月28日（事前学習／本学）
　　　　　　　　 9月24日（野外活動／清水公園）
　　　　　　　　10月20日（事後学習／本学）
参加者：幼児保育学科 1年生134名
活動内容：
　事前学習ではクラスの枠を越えて班を編成し（ 1班
8 名，計17班），自己紹介，班別交流，しおりに基づ
いて野外活動の概要を説明した。 9月24日の野外活動
では，午前は野外調理（カレーライスづくり）を行い，
午後はフィールドアスレチックを行った（写真 1）。
なお，野外調理・フィールドアスレチックともに課題
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表 2　2014年度の教養科目「キャリア教育Ⅰ」

必修・選択の別：卒業必修／開講時期：１年生通年／従業形式：講義・演習

授業計画                                                                    

回 項　目 授業内容 具体的実施内容・課題  要素

1次
（ 4月） キャリアデザインとは／

2年間のキャリア形成

「キャリア」とは何か、「キャリアデ
ザイン」とは何かについて理解する。

入学時のオリエンテーション
にて「キャリアプランニング
シート」など作成

①
②

2次
（ 5 /19） 社会に求められる礼節

目上の人との接し方、挨拶、電話の
応対、入室・退室のマナー、身だし
なみ、言葉遣いを身につける。

教育実習（観察実習）の事前
指導、電話によるアポイント
メントの取り方

④
⑦

3次
（ 7 / 7 ） 専門職に求められる人材

各専門職の求める人材像について理
解を深める。

「目指す保育者像について理解
を深める」というテーマでレ
ポート作成

⑤
⑧

4次 将来構想のための
自己分析

自己分析から職業人になるに当たっ
て必要な自己課題を明確にする。

心理テストの結果をもとに自
己分析の課題を検討

①
③

5次
（ 9月） フィールド学習

各学科の特性を踏まえた体験学習を
通し、専門職業人にふさわしい職業
観を身につける。

清水公園（野田市）にて野外
調理とフィールドアルレチッ
クを実施

②
④

6次
（11月）

専門分野における
スキルアップ研修

日頃の学習成果の発表を通して、専
門職業人としてのスキルを高める。

大学祭（五峯祭）で創作的活動、
幼児絵画展の企画・運営

⑥
⑧

7次
（ 1 /19） 社会が求める人材

社会が求める人物像について学び、
人間力・社会人基礎力について理解
を深める。

建学の精神・教育方針を踏ま
え、理想とする保育者像の理
解促進

④
⑧

8次
（ 1 /26） 当該職業分野の

使命と課題

社会で活躍する先輩の体験を聞き、
各専門職の使命と課題について理解
を深める。

在職中の保育者や保育職に内
定した学生（ 2年生）による
体験談を聴講

⑦
⑧

※  表右端の「要素」とは、中央教育審議会の答申案「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な
力の要素」（本稿図 1）で示した要素（丸数字）を意味する。

図 1　「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な力」の要素
※ 中央教育審議会の答申案「今後の学校教育におけるキャリア教育・職業教育の在り方について．
　 第 1章 キャリア教育・職業教育の課題と基本的方向性．27頁」より、第二著者が一部加筆して作図
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シートを作成し，野外活動について振り返ることにし
た。野外調理は「計画的に調理を進めることができた」，
「人任せにせず，自分から動けた」，「調理を行ってい
るときに印象的だったエピソード」などの設問に対し
て，学生に自己評価させた。フィールドアスレチック
では，「実際に経験したアスレチックの中から，安全
に楽しく運動を行うための配慮事項や気づいたこと」
を自由記述させた（資料 2）。事後学習は，この課題
シートを参考に各班でグループ討議・発表を行った。
　清水公園での野外活動は 9月24日に実施し，それに
先立ち，事前学習を 7月28日に行った。また，事後学
習は10月20日であった。このように，事前学習が野外
活動日の 1ヶ月前，事後学習が 1ヶ月後にした理由は，
耐震補強工事のために本学全館が使用禁止となってい
たからである（2014年 8 ～ 9 月）。学年交流プログラ
ムの学習成果を考えると，事前・事後学習は野外活動
の直前・直後に行うことが望ましい。また，2014年度
は予定通りにプログラムを実施することができたが，
天候不良の場合の代替プログラムを検討することが今
後の課題である。

（ 3）五峯祭（第 6次）
　五峯祭は「人づくりを科学する：HAND IN HAND

～つながる手 広がる輪～」をテーマとして2014年11
月 1 日， 2日に開催された。
目的：
　短期大学本科生，専攻科生が，自立創造力，教育実
践力および人間力を身につけるために，建学の精神に
基づき，協調性，積極性，行動性，責任感，指導性，
連帯感を養い，学んだ専門知識や技術など学修成果の
発表を通して，地域社会に貢献する。
活動内容：
　幼児保育学科では「創作的活動」と「幼児絵画展」
を実施した（写真 2）。1年生は初めての五峯祭であり，
企画の立案，準備，運営のための会議は，大学祭実行

委員（五峯祭委員）が主導し，組織的に行っている。
本学の五峯祭は，幼児絵画展の開催により，多くの子
どもや保護者が来場する。そこで，創作的活動はクラ
ス単位（ 1学年 4クラス， 2学年 4クラスの計 8クラ
ス）で子どもが楽しめるようなアトラクションを企画・
運営した。
　2014年度幼児保育学科 1学年のクラステーマは以下
の通りである。
　創作的活動のテーマ：
　　A組「Wonder Labyrinth」
　　B組「それゆけ！ハッピータウン！」
　　C組「すてきな絵本の世界」
　　D組「妖怪　探検隊」
　また，幼児絵画展は埼玉県内に在園する幼稚園・保
育園児が描いた絵を五峯祭期間中に展示し，表彰式を
実施した。絵画の展示と表彰式は，幼児絵画展委員が
中心となって準備を進めた。2014年度の幼児絵画展は
726点（77園）の応募があり，幼児絵画展委員は審査
会の支援，展示案内係，表彰式の支援，折り紙製作（メ
ダル作り），展示会場設営に従事した。

3．「キャリア教育Ⅰ」の評価基準の作成
　「キャリア教育Ⅰ」の評価基準は，ルーブリックを
参考に作成された。ルーブリックとは，「パフォーマ
ンス（作品や実演）の質を評価するために用いられる
評価基準のことであり，一つ以上の基準（次元）とそ
れについての数値的尺度，および，尺度の中身を説明
する記述語からなる」（松下，2012，p.82）とされて
いる8）。
　キャリア教育の目標が社会人に必要となる基礎的な
技能と態度の習得であることから，「キャリア教育Ⅰ」
の評価においても，パフォーマンス評価が最も適して
おり，パフォーマンス評価の一方法であるルーブリッ
クの活用が有用と考えたからである。なお，キャリア
教育におけるルーブリックの活用は，和田（2013）に

写真 1　学年交流プログラム
右：フィールドアスレチック／左：野外調理

（於：野田市清水公園）

写真 2　大学祭（五峯祭）
左：創作的活動／右：幼児絵画展
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表 3　「キャリア教育Ⅰ」の評価基準
セク
ショ
ン

授業
数 項目

評価
評価
対象 素点 点数

配分
評価
点Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4 3.5 3 2.5 2 ～ 0

1 4
キャリアデザ
インとは
2年間のキャ
リア形成

オリエンテー
ション期間、
リーダーシッ
プを発揮し、
積極的に参加
した

積極的に参加
し、キャリア
形成を身につ
けようとする
態度であった

やや消極的な
面が見られ、
主体的な行動
は少なかった

消極的な態度
が目立ち、 2
年間のキャリ
ア形成も不十
分であった

欠席が多く、
2 年間のキャ
リア形成はほ
とんどできな
かった

態度 × 4 /16

2 年間の心構
えがしっかり
記述できてお
り、今後の学
校生活に期待
が持てる内容
であった

2 年間の心構
えが記述され、
内容も十分で
あった

内容がやや不
十分であり、
記述量も少な
かった

提出期限が守
られず、レポ
ート内容も不
十分であった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 2 / 8

2 1 社会に求めら
れる礼節

礼節について
授業を踏まえ、
自身の課題に
ついても言及
されていた

授業内容を踏
まえ、礼節に
ついて正しい
内容を記述で
きていた

授業の理解が
不十分な点が
ある内容のレ
ポートであっ
た

内容が浅く、
授業の内容を
踏まえられて
いなかった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 1 / 4

3 1 専門職に求め
られる人材

専門職につい
て授業を踏ま
え、自身の課
題についても
言及されてい
た

授業内容を踏
まえ、専門職
について相応
しい内容を記
述できていた

授業の理解が
不十分な点が
ある内容のレ
ポートであっ
た

内容が浅く、
授業の内容を
踏まえられて
いなかった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 1 / 4

4 1 将来構想のた
めの自己分析

授業内容を踏
まえた自己分
析ができてお
り、今後の課
題についても
言及されてい
た

授業内容を踏
まえた自己分
析ができてい
た

自己分析が不
十分な部分が
あり、授業内
容の理解も不
十分であった

自己分析が非
常に稚拙で、
授業内容も理
解できていな
かった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 1 / 4

5 3 フィールド学
習

自らリーダー
シップを発揮
し、グループ
活動に積極的
に貢献してい
た

自らグループ
活動に積極的
に参加し、積
極的に貢献し
ていた

グループ活動
には参加して
いたものの、
積極的な態度
は見られなか
った

グループ活動
に非協力的で
あり、貢献す
る様子がほと
んど見られな
かった

欠席をした

態度 × 3 /12

6 3
専門分野にお
けるスキルア
ップ研修

自ら役割を取
得し、五峯祭
の各活動に大
きく貢献をし
た

自分に与えら
れた活動内容
をしっかりと
行い、五峯祭
の活動に貢献
した

受身的な活動
参加であり、
積極的な行動
は見られなか
った

グループ活動
に非協力的で
あり、貢献す
る様子がほと
んど見られな
かった

欠席や遅刻を
するなど、非
常に非協力的
な態度であっ
た

態度 × 3 /12

7 1 社会が求める
人材

社会が求める
人材について
授業を踏まえ、
自身の課題に
ついても言及
されていた

授業内容を踏
まえ、社会が
求める人材に
ついて相応し
い内容を記述
できていた

授業の理解が
不十分な点が
ある内容のレ
ポートであっ
た

内容が浅く、
授業の内容を
踏まえられて
いなかった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 1 / 4

8 1 当該職業分野
の使命と課題

外部講師の講
話を真摯に受
け止め、自身
の課題につい
ても言及され
ていた

外部講師の講
話を踏まえ、
相応しい内容
を記述できて
いた

講話の理解が
不十分な点が
ある内容のレ
ポートであっ
た

内容が浅く、
講話の内容を
踏まえられて
いなかった

レポートが提
出されなかっ
た レポ

ート × 1 / 4

全体 －
学校生活全体
の態度
キャリア形成

キャリア形成
のために 1 年
間真面目に学
校生活を送り、
自分だけでな
く周囲にも心
配りができ、
他の学生の模
範となる態度
であった

キャリア形成
のために 1 年
間真面目に学
校生活を送り、
自身を高めて
いた

時に消極的な
態度や行動が
見られ、キャ
リア形成に不
十分な点があ
った

学校生活につ
いて個別的な
指導を受ける
ことが多く、
キャリア形成
に多くの課題
が残った

学校生活につ
いて個別的な
指導を受ける
ことが多くキ
ャリア形成は
不十分であっ
た

態度 × 4 /16

全体 － 礼儀
身だしなみ

社会人に求め
られる礼儀・
身だしなみを
日々実践し、
他の学生の模
範となる態度
であった

社会人に求め
られる礼儀・
身だしなみを
日々実践して
いた

礼儀・身だし
なみに不十分
な点が見られ
たが、指導を
することによ
って改善が見
られた

礼儀・身だし
なみに不十分
な点が見られ、
指導によって
も改善がなか
なか見られな
かった

礼儀・身だし
なみに不十分
な点が多く見
られ、指導に
よっても改善
がなかった

態度 × 4 /16

合計 /100
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よっても報告されている9）。
　これらの観点から「キャリア教育Ⅰ」の評価基準と
して作成されたものが，表 3に示したものである。
　授業項目ごとに評価基準を作成した。評価対象は，
項目の評価にふさわしいと考えられる態度とレポート
とした。また，「キャリア教育Ⅰ」で学習した内容を
日常の学校生活に応用できているかどうかを評価する
ため，全体の項目として「学校生活全体の態度」と「礼
儀・身だしなみ」の評価項目を設定し，評価の対象と
した。
　それぞれの評価項目について，Sを 4点，Aを3.5点，
Bを 3点，Cを2.5点，Dを 0 - 2 点として得点化した。
これらの項目について，その内容の重要性に応じて，
重み付けを行い，最終的な評価得点を算出できるよう
に評価表を作成した。

Ⅴ．まとめ

　本研究の目的は，保育者養成系の短期大学における
キャリア教育のカリキュラム開発と実施，評価基準の
作成を行うことである。教養科目として必修化された
キャリア教育の実施にあたり，カリキュラム開発の手
続きと内容を示した。入学から卒業まで学生のキャリ
ア形成を支援・指導するため，本学独自に取り組んで
きた行事をキャリア教育の授業の一部として導入し
た。具体的には，オリエンテーション（宿泊研修含む），
学年交流プログラム（幼児保育学科），五峯祭を「キ
ャリア教育Ⅰ」の授業として評価を試みることである。
そして，キャリア教育の評価のための評価基準を示し
た。今後は本研究で作成した評価基準に基づき学修成
果を検証する必要がある。また，2015年度に開講され
る「キャリア教育Ⅱ」についても，同様に評価基準を
作成し，評価の妥当性について検討しなければならな
い。
　本学では開学以来，高い水準で就職率を維持してき
た。平成25年度卒業生の進路状況をみると，幼稚園や
保育所など幼稚園教諭二種免許，保育士資格を活かし
た専門職への就職率は98.6%（146/148名）であった。
一方で，近年は早期離職者が増加傾向にあり，キャリ
ア委員会など関係部署で状況の把握に努めている。こ
のような現状を踏まえ，早期離職しないために，内定
から卒業，卒業後のキャリアについて支援・指導を充
実させていく必要がある。本研究で試みた「キャリア
教育Ⅰ」のカリキュラム・評価の開発は，進路支援の
組織的な取り組みとして，一翼を担っている。今後は

実践結果とそれに伴う評価の妥当性を検証し，「キャ
リア教育Ⅰ」の学修成果について考察する。そして，
2学年開講予定の「キャリア教育Ⅱ」の授業内容を精
査し，学生一人一人の望ましい進路選択を実現させた
い。

Ⅵ．註釈

註 1）  本学におけるキャリア教育に関する取り組みに
ついて，概要を以下に示す。

・ 平成20（2008）年度に学生支援推進プログラム申請
検討委員会を組織し，平成21年度大学教育・学生支
援事業，テーマB学生支援プログラム（就職支援の
強化など総合的な学生支援）の申請内容を検討した。
・ 平成21（2009）年度，同委員会は学生支援推進GP

小委員会として検討事項を引き継ぎ，学生支援プロ
グラムを文部科学省に申請して採択された。
・ 平成22（2010）年度，GP学生支援推進小委員会に
おいて，キャリア教育の教科目化を検討し，カリキ
ュラム検討委員会へ提言する（原案承認）。

・ 平成23（2011）年度，キャリア教育推進委員会が組
織され，教養科目「キャリア教育」の推進を図る。
・ 平成24（2012）年度，就職支援のための組織として
就職委員会を設置してきたが，組織の一体化を図る
ことを目的としてキャリア委員会を新たに設置した
（キャリア教育推進委員会と就職委員会の一体化）。

註 2）キャリアノーブック
　平成21（2009）年度の学生支援推進GP小委員会は，
「自己理解を促進するための 2年間の学修活動を総括
する記入型『キャリアノートブック』」を開発した。
これは，本学の就職指導において活用してきた「就職
の手引き」を一新したもので，キャリアデザインの考
え方や就職活動について具体的な事例が示されてい
る。

Ⅶ．引用・参考文献

1 ）  文部科学省：今後の学校におけるキャリア教育・
職業教育の在り方について．ぎょうせい．2011年

2 ）同上
3）同上
4）  日本学生支援機構：大学，短期大学，高等専門学
校における学生支援の取組状況に関する調査．
2011年．
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　　  （http://www.jasso.go.jp/gakusei_plan/documents/

torikumi_chousa.pdf）
5）  大橋伸次，中平浩介，塩原明世，藤井茂，古俣智
江：就職指導からキャリア教育への移行について．
国際学院埼玉短期大学研究紀要　第33号：1－ 8．
2012年．

6）同上．
7）  平成25年度国際学院埼玉短期大学後期授業アンケ
ート

8）  松下佳代：パフォーマンス評価による学習の質の

評価：学習評価の構図の分析にもとづいて．京都
大学高等教育研究　第18号：75－114．2012年．

9）  和田佳子：キャリア教育科目における学修評価の
課題－パフォーマンス評価とルーブリックの活用
可能性を求めて－．札幌大谷大学社会学部論　第
1号：19－45．2013年．

10）  国際学院埼玉短期大学平成23～25年度自己点検・
評価報告書

11）  国際学院埼玉短期大学平成23～25年度授業アンケ
ート

資料 1　オリエンテーション期間中の課題
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資料 2　学年交流プログラムの課題シート
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　Ⅰ．はじめに

（ 1）背景
　筆者は本学幼児保育学科のピアノ授業を2004年より
11年間担当し，その間，正課授業「器楽」を支援する
eラーニングの研究を行ってきた。その目的は，ピア
ノ初心者に対して，質と量が共に豊富な自学自習環境
を提供するためである。背景には，初心者への個別指
導には時間を要するが，指導の時間が限られている事
情がある。このことは他の多くの養成校の教員も指摘
してきた。
　初心者のピアノ実技を支援するeラーニングの研究
として，小倉（2006）は三つのメディア，すなわち
MLに装備されたフロッピーディスク，パソコンを使
うインターネットコンテンツ，そして携帯電話を用い
て教員の模範演奏を配信し，学習課題曲を提示する授
業実践を行った1）。小倉によると，2006年当時は携帯
電話やパソコンよりもピアノに附属したフロッピーデ
ィスクの利用が多く，支援ツールとしての携帯電話や
パソコンが積極的に活用されなかったことを指摘して
いる。筆者もパソコン画面から教員の模範演奏の配信
を行ったが，ピアノの傍にパソコンがないという先例
と同じ理由も見られ，結果として学生の利用は活発で
なかった2）。
　支援ツールとしての携帯電話の活用は2008年あたり
から活発になった。本学の自学自習環境はピアノ個室
のため，携帯電話の使用に向いていることから，携帯

電話で模範演奏を聴く学生の様子が頻繁に見られた。
筆者が実施した学生アンケートの集計結果によると，
教員の模範演奏を携帯で聴くか或いはパソコンで聴く
かの設問に対して，「聴こう」とした学生の72％が携
帯を使ったことが示された3）。筆者らはこのような携
帯電話を利用した自学自習の支援において一定の成果
を確認した。
　その後，2010年頃からスマートフォンの普及が進み，
動画の配信が可能となったため，筆者らの模範演奏の
提示方法は，携帯電話によるMIDI配信からスマート
フォンによるYouTubeを利用した動画配信に移行し
た。
　さらに，2012年度末には20歳代以下の利用者数は，
スマートフォンが従来型携帯電話を逆転した4）。スマ
ートフォンの普及により双方向通信によるSNSⅰを利
用した学習支援も見られるようになった。筆者らもユ
ビキタスⅱな学習環境に対応したSNSを用いたピアノ
学習の実践を行った5）。
　2013年は学習者とその指導教員の演奏波形を可視化
するツールを開発し，学習者と指導教員の演奏波形の
関連性を分析した，そこに一定の関連性を指摘し，可
視化フィードバックによる学習支援の実現可能性を示
した6）。さらに2014年は2013年の研究を発展させたピ
アノ演奏の自動フィードバックシステムの実現へ向け
た研究を進めてきた。

（ 2）問題の所在とその展開
　以上のような学習支援における問題の所在は，未経

　ピアノ実技を支援するeラーニングについて，2004～2014年の本学における筆者の取り組みを振り返り，その方
法がパソコン，携帯電話，YouTube動画，SNS，演奏波形分析と変化してアクティブラーニングに向かった流れ
を検証した。この11年間の推移が，高度情報化による媒体の進化に追随した結果でなく，真にアクティブラーニ
ングを目指した結果であることを，三つの学習理論の発展の視点から整理して検証した。今後のeラーニングの方
向付けを明確に示した。

原著論文

ピアノ学習を支援する能動的自己学習の試み
Study of Active Learning to Support Piano Practice

田　中　功　一

キーワード：ピアノ，音楽教育，アクティブラーニング
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験者及び初心者レベルの学生が全体の約半数を占める
ことである。問題の内容は，読譜力の問題，練習が持
続できない問題，指が正確に動かない問題というよう
に大きく 3つ提示できる。これらをブルームの教育目
標の 3つの分類7）から筆者の視点で整理するならば，
読譜の問題は認知的領域となり，練習を持続する意思
の問題は感情的領域となり，指の動きの問題は精神運
動的領域となる。これらの問題が技術的な領域を大き
く超えて存在していることが理解できる。
　前節でeラーニングによる学習支援の背景を示して
きた。そこにおいてeラーニングが一部の研究者の中
で実践されてきたが，養成校全体としての広がりまで
には至らなかったことが分かる。その理由の一つとし
て，教員の模範演奏映像の内容において，演奏技術の
捉え方や指導法が教員間で微妙に異なることが考えら
れる。教員の考えには，全体は良いがそこは違うと指
摘することはあると考えられる。また，SNSによる励
ましと振り返りの支援方法において，それが情意に依
存しており，演奏上の技術的な問題点をフィードバッ
クするまでに至っていない点も学習支援の方法として
課題である8）。
　このように問題の領域が広範囲に及び，フィードバ
ックの質も十分でない状況では，eラーニングの質は
十分に担保できない。初心者に向けた今後のeラーニ
ングの在り方を展望するならば，汎用的なeラーニン
グの方向性から脱して，自学自習支援を受ける個々の
学生とその教員という二者の間で進める方向への転換
が求められる。すなわち，教員の模範演奏に学生が近
づくことを求める教授法となる。この方法は実はピア
ノ教育ではピアノレッスンという一対一の教授方法に
より伝統的に行われてきた。したがって，個別eラー
ニングの方向性は養成校の教員から許容される可能性
が期待できる。
　そこで，2013年より個別eラーニングを試験的に開
始した。これは学生が指導教員の演奏に近づくことを
目指すため，学習者と指導教員の演奏をグラフ波形で
可視化し，演奏の特徴をフィードバックするものであ
る。

（ 3）本論の目的
　ここまで，2004年から2014年までの本学における学
習支援の取り組みの背景と問題点について述べてき
た。その取り組み方法はこの11年間で大きく変化し，
模範演奏を提示する教示型から協調学習や個別eラー
ニングへ進んだように見えるが，これは情報化に伴う

媒体の進化による結果という見方も考えられる。そう
であれば，今日求められているようなアクティブラー
ニングⅲの視点から検証する必要がある。本研究では，
本学の11年間のeラーニングについて，学習理論の立
場，及びアクティブラーニングの視点で振り返ること
により，能動的な自己学習としての在り方を検証し，
今後のシステム開発の方向性を明確に示すことを目的
とする。

　Ⅱ．本学におけるeラーニングの取り組み

　本学におけるeラーニングの取り組みについて，本
章では年代順に次の 1）から 5）の概要と運用結果を
簡潔に述べ，次章においてこれらを総括して考察及び
結論としたい。
　 1）2004～2008年　パソコンによるeラーニング
　 2）2008～2010年　携帯電話で聴く模範演奏
　 3）  2010年～現在　スマートフォンで観て聴く模範

演奏
　 4）2010～2012年　SNSによる演奏の振り返り
　 5）  2013年～現在　教員の模範演奏と学生の演奏の

可視化とフィードバック

1．パソコンによるeラーニング（2004～2008年）
　筆者は本学に着任した2004年から図 1のようなホー
ムページにパソコンを使用するeラーニングコンテン
ツ「自学自習型デイリートレーニング」を掲載し，学
生に対して試験的に運用した。教材の構成は，入学時
から 1年 6ヶ月で終了を目指す自学自習プログラムと
し，コードの平易なものから組み立て，徐々にコード
奏の能力を高める設定とした。
　運用結果は，授業の課題を掲載したため，学生全員
がその部分についてはパソコン室で学習したが，授業
課題以外の自学自習コンテンツの活用状況は低いもの
であった。その原因は，学習コンテンツの開始ページ
にカリキュラム全体を俯瞰的に提示したことにより，
目先の学習へ関心を示す学生のモチベーションが低下
したと捉えた9）。しかし，学生が学習を進める際はカ
テゴリーに沿っていないことが多く，むしろ学習する
小項目に関心が集まる。したがって，学習プログラム
にアクセスして今日の学習を進める際の最初の入り口
が見えず，学生の期待に応えられなかったと考える。
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2．携帯電話で聴く模範演奏（2008～2010年）
　携帯サイトへ対応した背景には，学生のニーズがパ
ソコンより携帯の方が高いことが学生の意識調査で示
されたことがある3）。
　そこで2008年度から学生のニーズに対応するため，
パソコンと並行して携帯サイトへも掲載した。図 2は
掲載した携帯サイトのトップ頁とau社用のバイエル
の頁である。このように携帯各社のキャリア毎にファ
イルを掲載した。
　結果は，パソコンの自主的な活用が低調だったのに
比べて，携帯電話は学生のニーズに対応したため，ほ
ぼ全員が利用しようとした。音質はMIDIデータとい
う携帯の機種側に依存する音源を使用するため，機種
により音質が歪むことが多く起こった。また，再生に
関してすべての機種に対応できるまでには至らなかっ
た。特にau社では機種により再生できないケースがあ
り，その場合は教員または学生が添付ファイルで個々
の学生に送信した。

3．  スマートフォンで観て聴く模範演奏（2010年～現
在）

　スマートフォンでは動画による模範演奏の提示が可
能になった。収録した動画ファイルを映像編集ソフト

で通奏したファイルを数小節単位に分けて，YouTube

に登録した。公開設定は限定公開設定とし，リンクア
ドレスを筆者のホームページへ書き込み，図 3のよう
に公開した。
　結果は，改訂版を2013年 6 月に掲載したところ，ア
クセス数は 7月末までの 2ヶ月間に150回を超えた。
学生のほぼ全員がスマートフォンで聴いた様子が報告
された。接続トラブルの問い合わせも殆んど無く，ア
クセス環境は良好であったといえる。

4．SNSによる演奏の振り返り（2010～2012年）
　モバイルSNSには，学生がスマートフォンで録音し
た自身の実演をアップロードして演奏内容を振り返る
機能や，他者の実演を聴いて他者へアドバイスや励ま
し等のコメントを付与する機能がある。図 4は録音を
終えて提出する時の画面を示す。このように学習者が
互いに学習意欲を高めることを目指している10）。
　2011年の実施結果は，ピアノ試験結果において参加
者の中に不合格者は皆無であり，平均で非参加者より
2点以上高く，成績分布も良好であり，一定の成果が
確認できた。参加者の平均点は，非参加者よりも有意
に高い傾向がみられた（t（95）=1.82，p<.05）。

図 1　音の出る楽譜によるWeb画面

図 2　携帯サイト画面（左）と
au，Softbankの模範演奏データ（右）

図 3　スマートフォンに対応した模範演奏サイトの画面

図 4　モバイルSNSより



24

P24

国際学院埼玉短期大学研究紀要 Vol.36,2015

5．  教員の模範演奏と学生の演奏の可視化とフィード
バック（2013年～現在）

　これは学生と教員の演奏波形を目視して演奏の特徴
を分析し，結果をフィードバックするものである．開
発した演奏比較プログラムは，対象曲の楽譜情報，指
導教員の演奏データ，学生の演奏データの 3つについ
て，演奏と楽譜情報とのマッチング，演奏誤りの検出
と誤り種別の推定，及び演奏表情値の計算を行う。プ
ログラムはJavaで実装し，分析結果はCSVファイルと
して出力した。比較項目として，テンポ，リズム，左
手音量，右手音量，両手音量，左手発音長，右手発音
長，以上 7つについて学生と教員の演奏波形を表示す
る。
　図 5は音量（ベロシティー）の左手と右手を示す。
学生の左手音量が教員よりも強すぎて，右手は音量の
変化に乏しい様子がわかる。このような可視化は担当
教員との比較だけでなく，学生間や前回の演奏との比
較も可能となる。
　結果は，2013年度 1年生の後期において一定の成果
を確認した6）。

　Ⅲ．結論

　 1）パソコンによるeラーニング（2004～2008年）
は教材を蓄積することに向いていて，ネットワークを
利用した教材の共有も可能になる。しかし簡単に移動
して利用できないため，パソコンやピアノがある自学
自習環境を設定しなければならない。学習コンテンツ
の問題では，初めにカリキュラムの全体を提示したこ
とであった。アフォーダンス理論によると，学習プロ
グラムに認知的に向き合う以前に，学習プログラムの
側には学生を行動に導く性質が備わっていなければな
らないとしている。したがって，学習成果の価値と学
習方法は，学習プログラムの環境として埋め込まれね
ばならなかった。
　 2）携帯電話で聴く模範演奏（2008～2010年）は，
移動先で聞くことができるため，この方法は自学自習

環境には向いている。問題点は音質の歪みであった。
しかし，ピアノ初心者には模範演奏を聴く回数が経験
者より必要となる。聴く回数が多ければ，正しいリズ
ムやテンポを維持できる期待が高まる。従来のコンピ
ュータによるeラーニングが苦手とした学習の時間と
場の確保が可能になったといえる。
　 3）スマートフォンで観て聴く模範演奏（2010年～
現在）は，動画による学習支援はとても分かりやすく，
模範演奏の動画の提示方法も，最後まで弾く通奏の他
に， 2～ 4小節を分ける分奏を入れたことにより，部
分学習を反復して進められる。この問題点は，運指も
よく読み取れるため，楽譜を読まずに画面を見て弾い
てきたというケースが一部の学生に見られた。このこ
とは，楽譜を正確に読んで弾くという正しいピアノ学
習の方法としては問題がある。小倉は模範演奏を学生
に提供することによる効果または逆効果について，今
後とも継続的な観察が必要であると指摘している11）。
　 4）SNSによる演奏の振り返り（2010～2012年）で
は，学習の動機づけ効果により一定の成果を確認した。
モバイルSNS上で自身の演奏を振り返る内省的な場面
や他者を励ます様子がSNSログから確認できる。これ
らの声がけは筋書きがなく，文脈は学生の能動的な参
加と発話に依存し，学生間で学習を構成する方向で進
む。問題点はとしては，実演の評価は教員のフィード
バックを待たねばならず，自学自習環境での技術的な
サポートすなわち演奏評価が受けられないのが難点と
なる10）。今後は，声がけや励ましという情意による動
機づけだけでなく，演奏技術を改善するためのフィー
ドバックの付与も期待される。
　最後の 5）教員の模範演奏と学生の演奏の可視化と
フィードバック（2013年～現在）の取り組みでは一定
の成果を確認してきた。現在，電子ピアノとタブレッ
トをケーブルで接続してリアルタイムに分析を行って
いる。学生は師事する教員との演奏比較を可視化によ
り理解し，演奏波形を見ながら教員の模範演奏に近づ
くことを目指す。この方法は個別eラーニングだが，
データを蓄積するならば，演奏の改善点をフィードバ
ックする自動演奏評価システムへの応用可能性が期待
できる。
　これまで本学の11年間のeラーニングの特長を示し，
問題点を分析してきた。特に 2）～ 4）の活用ツール
の変化について，前章で述べたように，携帯やスマー
トフォンへ移行したことが高度情報化による結果であ
る可能性を示した。しかし， 3つの学習理論の発展の
視点から整理すると， 2）の携帯電話の取り組みが模

図 5　演奏波形
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範演奏を聴いてまねるという行動経験の結果として起
こる行動主義論， 3）のYouTubeの取り組みが模範演
奏映像を観て頭の中で整理した結果として起こる認知
主義論，そして 4）のSNSの取り組みが対話等により
学習を主観的に構築する構成主義論と捉えることが可
能と考える。そして行動主義論，認知主義論，構成主
義論への推移には必然性があることから， 2）～ 4）
で示したeラーニング学習の方法の推移には，学習理
論上からの必然性が存在すると考える。すなわち，2）
～ 4）が従来の教示型からアクティブラーニングへ推
移したことは偶然ではないといえる。
　本学のピアノ学習を支援する取り組みがアクティブ
ラーニングへ推移したことを述べてきた。 4）モバイ
ルSNSの手法が学生間で協調的に進める能動的学習で
あると述べたが， 4）において問題点も示した。それ
は迅速なフィードバックと演奏評価のフィードバック
であった。この問題点の解決のため，筆者は 5）で示
した，教員の模範演奏と学生の演奏を可視化して演奏
評価するシステムを位置づけた。この可視化の比較軸
は，学習者とその教員，学習者間，学習者の履歴とな
る。また，電子ピアノとタブレットを接続して演奏評
価のフィードバックをほぼリアルタイムで行うことが
可能である。 4）において指摘した問題は 5）によっ
て解決されると考える。
　2014年現在，本学でのピアノ学習を支援するeラー
ニングは過去11年間の蓄積を経て，従来の教示型eラ
ーニングや脱却して，アクティブラーニングの方向へ
確実に進んでいることが示された。

　Ⅳ．注釈

ⅰ　Social Networking Service 個人間のコミュニケー
ションを促進し，社会的なネットワークの構築を支援
するインターネットを利用したサービス
ⅱ　Ubiquitous 遍在する，至る所にある，いつでもど
こでも，同時遍在性と訳される
ⅲ　教員による一方向的な講義形式の教育とは異な
り，学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・
学習法の総称。学修者が能動的に学修することによっ
て，認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験
を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習，問題解
決学習，体験学習，調査学習等が含まれるが，教室内
でのグループ・ディスカッション，ディベート，グル
ープ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方
法である。（文部科学省）

　Ⅴ．利益相反

　開示すべき利益相反（COI）はない。
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　Ⅰ．はじめに

　「保育指導案」，「保育計画」等に称される保育の年
間計画，月案，週日案，部分案といった保育計画（以
下，本論文では指導案と表記を統一する）の起源は，
未だ明らかになっていない。保育者養成校において実
習担当をしていると毎年「指導案」の添削指導にたず
さわる。今日の保育の現場では，PDCAサイクルに沿
って計画・実行・評価・省察，改善という構造概念が
定着している。その書式は，ほぼ全国的に同様式が採
用され，時系列に環境構成，予想される子どもの様子，
実習生の配慮事項など，項目に分けて現在形の箇条書
きに表記する形式が主流となっている。特にその書き
方においては，子どもの実態に即し，子どもが主体と
なるねらいを設定した活動を立案し，援助に対する配
慮や意図，環境構成に対する工夫を記述するよう指導
事項も共通認識が図られている。しかし，幼児教育の
草創期に活躍した保育者らは，日々の保育をどのよう
に計画していたのだろうか。
　本研究では，当時の指導案および実践に関する記述
箇所を調査し，指導案に対する概念の形成を検証する
と共に，その実践から草創期における幼稚園教育の特
性を考察する。

　Ⅱ．草創（明治）期における幼稚園教育

1．保育時間表
　東京女子師範学校附属幼稚園開設当初の保育は，明
治10（1877）年 7月に制定された幼稚園規則に基づき，
保育課目の他に時間表が定められている1）。指導案の
原型を感じることは難しいが，下記表 1のように保育
時間表には，曜日ごとに恩物を中心とした保育項目を
どのくらいの所要時間にて取り組むか明記されてお
り，幼児の興味関心とは無関係に一斉的に保育をして
いることがわかった2）。

2．保育草按
　開設当初の東京女子師範学校附属幼稚園では，正式
な指導案は存在せず，いわゆる時間表が指導の目安と
なっていた。大阪にある愛珠幼稚園では，明治21（1888）
年には「保育は，保育案を具え，主席保姆が，之を検
閲した」とあり，明治41年（1898）年には「保育予定
按」などを作成していた記録があることが明らかにな
っている3）。「保育案」という言葉は保育実践史上，
この愛珠幼稚園の記録が最も古い。
　西小路（2009）2）によると，明治28年の保育草案
には，日ごとの予定として恩物を中心に保育課目が列
挙されていることが分かっている。すなわち，当時の
保育案とは，時間配分こそ明記されていないが，保育
課目の割当を示す内容を記したものが指導案として存

　今日の幼稚園教育における保育実践は，教育課程に基づき，長期計画，短期計画等が立てられ，幼児の日常の
姿を手掛かりに子どもを主体として行われている。これにPDCAサイクルによる省察も加わり，計画の見直しや
修正，評価も適宜取り組まれている。これら一連の取り組みは今や研究によって構造的に認知されているが，就
学前教育に関する研究が後発的であった草創期においても，当時の指導案，保育実践から今日の保育に似た取り
組みを見てとることができる。本研究では草創期の幼稚園教育に焦点を当て，実践史の変遷を検証した。

原著論文

幼稚園教育における指導案とその実践（1）
－草創期を中心に－

Teaching Plan and the Practice in the Beginning of Japanese Kindergarten

野　尻　美　枝

キーワード：草創期，幼稚園教育，指導案，保育実践，保育者
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在していたと考えられる。これは前述の東京女子師範
学校附属幼稚園で用いられていた保育時間表と同様の
目的，活用方法であったと考えられる。また，同保育
案の保育課目の並び方に着目すると，特に通年の主題
（テーマ）や季節，伝統行事などを子どもの生活を反
映した立案の意図を感じることは難しく，恩物中心主
義の配当カリキュラムを特性にもつ。

3．東基吉によるフレーベルの恩物批判
　明治33（1900）年に東京女子高等師範学校助教授及
び同校附属幼稚園批評係に就任したのが，東基吉であ
る。当時の日本は，新教育運動が盛んになっていたも
のの幼児教育に関する研究が遅れており，内外から批
判が高まっていた。東は明治35（1902）年に月刊誌「婦
人と子ども」にフレーベルの恩物は，元来，日本で用
いられているような方法で遊ばれていなかったと批判
し，保育界に訴えている記録が残っている4）。東は得
意の語学を活かして外国語の原著にあたり，フレーベ
ルについても熱心に研究した。フレーベルがどのよう
に恩物を実際に用いていたかを説き，元来，雨の日や
室内遊びをしようとする時に好んで用いた玩具であっ
たことを強調しながら，それを日本では毎日の時間割
にはめ込んで天候の良い日にも用いられていることを
批判的に指摘した。さらに東は，理論的に日本の恩物

批判をするだけではなく，実際の保育現場での子ども
の自発的な活動に着目して，恩物で遊ぶ幼児が実際に
は恩物をどのように用いているか，その自然な姿に学
ぶべきではないかと提言，具体的にその事例を用いて
説いている。さらには保育課目，談話が子どもの興味
関心に寄り添うものであるべきと，それまで保育で好
まれていた説教話や道徳話，知識を啓発することを期
待した教材への抵抗を示すことにも意欲的に取り組ん
だ。この東の提言は，のちに系統的保育を提唱した倉
橋惣三より保育実践史上15年以上も前であることは特
筆すべきである。恩物中心主義から子ども中心主義の
保育観は，新教育運動の潮流と共に，東のフレーベル
の原著研究から幼児教育本来の意義，原点へと生まれ
変わったと換言できる。こうして東の恩物批判後，次
第に日本の幼稚園は，恩物中心の保育から保育者の手
によって模索しながら新しい視点，すなわち子どもの
遊びを目にして保育を変化させたいと工夫する視点を
保育案の中に投影しようとする時代を迎えることにな
る。

4．京都市立城巽幼稚園保育案
　京都市学校歴史博物館に所蔵されている保育案を研
究した清水（2006）5）によると，クラス別に時間割（時
間配当）のように恩物を中心とした保育活動の内容が

表 1 - 1  保育時間表（小児満五年以上満六年以下）（表 1は全て文部科学省HP 1 ）を基に筆者改編）

表 1 - 2  保育時間表（小児満四年以上満五年以下）

表 1 - 3  保育時間表（小児満三年以上満四年以下）
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列挙されていたことが分かる。しかし，明治30（1897）
年に入ってからは，「自由」「随意」の割合が多くなり，
子どもたちの遊びの様子をみて，随意活動の時間を多
く取り入れるようになった変化を感じとることができ
る。これは，東京だけではなく，全国的に恩物中心に
保育を進めてきた草創期に活躍した保育者が，その実
践と子どもの実態の間で経験した葛藤から改良された
保育内容の変化に見てとることができる。この変化か
ら，現代のPDCAと同様のサイクルが実践を通して存
在していたと考えられる。恩物中心の室内机上保育に
課題を感じ，実践を評価，省察しなければ，変容して
いった事由を説明することが難しいことと，次に述べ
るキリスト教保育の影響が根拠としてあげられる。

5．キリスト教保育にみる指導案
　（ 1）Programs：指導案の概念
　J.K.U.（Japan Kindergarten Union又はKindergarten 

Union of Japan）の初代会長A.L.ハウは，J.K.U.発足に
あたり，その挨拶にて同団体が取り組むべき調査課題
を明治41（1908）年に 9項目掲げている6）。その 5番
目に「Programs」すなわち指導案についての言及箇
所を見つけることができる。ハウは，その議論の中心
に「Programs」について何を選んで教えるか問いた
だそうとしている。ハウ曰く，「指導案は，幼稚園活
動の中心部を形成するもので，どのようなものを選ん
で教えるかそれが重要であり，保育者は，子どもが将
来の準備をするのに一番ふさわしいものだ

・ ・
けを全宇宙

から選び出す存在でなければならない」7）と述べて
おり，保育者がまずは知識，知恵，経験を備え持つ必
要性を説くと共に，保育にあたっては，それをなぜ選
んだか，その動機をしっかりもつこと（今でいう「保
育のねらい」）を強調している。それらが具体に説明
されているのが，物語の選び方ついて言及された同挨
拶のスピーチにある。第一に子どもの発達段階との関
係を重視しており，手近にあれば何でもよいというも
のではない等，それまでの保育が（おそらくスピーチ
の流れから読み取るに，ここでは「恩物中心保育」が）
子どもの発達に寄り添った遊びとして課題を感じてい
たのではないだろうか。倉橋惣三が提唱した「系統的
保育案」が子どもの生活を重視しているとすれば，明
治41年頃のキリスト教保育は，子どもの将来の準備の
ために困らない経験の用意という発達段階に見通しを
もった保育者の人生経験をよりどころとした立案の特
性をもつ。
　すなわち，日本の草創期における幼稚園教育は，前

項 3の「恩物批判」，前項 4の「子どもの実態に即し
た実践省察」，そして本項のように「発達段階に対す
る見通し」という視点が実践家（保育者）によってそ
の保育が変容を遂げ，保育者の意図や配慮や行為に対
する理由づけが重要視される指導案，保育実践へと導
かれた。
　
（ 2）保育主題
　明治43-44（1910-1911）年のJ.K.U.資料 8 ）によると，
当時の保育案には，月や週ごとの主題（テーマ）が立
案されていたことが分かる。

　主題一覧は， 9月に始まり 7月に終わっており，そ
の 1年間の月・週ごとに子どもたちをとりまく自然や
宗教行事などを取り上げている。また明治42（1909）
年のJ.K.U.年報9）には，赤十字の看護師をまねた病院
ごっこを楽しむ子どもたちの写真や野菜の栽培をして
いる写真，さらにはアーサー王物語の一部と思われる
物語（英語表記 PLAY OF “THE KNIGHTS”－KNIGHTING 

SIR GAUVAIN THE GOOD）を演劇にしたものを子ど
もたちが自ら演じている写真などが掲載されており，
指導案は，机上の限られた遊びから大きく様変わりを
し，子どもたちの経験は，この頃になると長期的な計
画に基づいて支えられていたのではないだろうか。

（ 3）立案の手順
　H.L.ディスリッジは，東京小石川，月島などでキリ
スト教主義の幼稚園に勤務した保育者である。彼女は

表 2  ある幼稚園の明治43年度保育主題
（J.K.U.資料8）を基に筆者が表へ改編）
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明治44（1911）年のJ.K.U.年報10）のなかで，「フレー
ベルに還れ！」と主張している。
　フレーベルの時代には，きちんとした保育計画がな
かったことをあげ，保育者を縛るような詳細な保育計
画が遺されていないことにフレーベル思想の意義があ
るとフレーベル思想に対する理解の誤認を解こうとデ
ィスリッジは尽力した。まず，幼稚園における指導案
を「幼稚園そのものの役割を表現したものにすぎない」
と説明し，自分たちの指導案を考えるためには，まず
幼稚園の役割が何かということを決定しなければなら
ないと，立案の手順を説いている。この立案にあたっ
て保育者が決定しなければならない幼稚園の役割をデ
ィスリッジは 2つ示している。子どもの生活にすでに
取り込まれている経験の組織化と子どもの生活への新
しい経験の導入である。
　彼女はフレーベルの言葉「すべてのものに関する知
識，その目的と特性は，位置的な条件と周囲のものと
の関係を通して，最も明確に理解できる。」，「知識は，
生徒自身の生活に端を発し，そこから，つぼみや芽の
ように出てくるものでなければならないことを忘れて
はならない。」11）と引用して，“子どもの生活”に着目
している。さらにディスリッジは，「経験」に対して
保育者が留意するよう促し，子どもたちが目にするも
ののうち，どれだけが本当に子どもの生活と関わって
いるのか，子どもの周囲のどれだけのものがその子ど
もの環境となっているのか，保育の専門性としての環
境に言及している。幼稚園とは，家庭とは異なる経験
が得られる場所であること，つまり，周囲にただ存在
している無意識な環境から子どもが生き生きと関わり
たいと目を輝かせるような環境へと変えられるような
経験を得られる場所が幼稚園であると説いた。他方，
子どもの生活に新しい経験を導入する難しさとジレン
マもあるとも率直に述べている。いつ，どのように，
どれくらいの新しい経験を導入するか決定するのは，
保育者として一生かかる研究課題としている。
　ここで着目したいのが，ディスリッジが示唆する研
究課題である。いつ，どのように，どれくらいの経験，
これは今日の保育者と何一つ変わらぬ課題であり，葛
藤ではないだろうか。幼稚園を専門職による特別な場
所と意義付け，その専門性の向上と自らの力量形成課
題を草創期にすでに見出して明文化していた事実は，
保育実践史において注視すべきである。
　ディスリッジは，立案において基礎を主に季節に置
くのではなく，季節の変化は自然の主題の選択を用意
にするが，季節の変化は，子どもたちの経験に変化を

与えるものであることを忘れないでおきたいと徹底し
た子どもの生活，経験重視を保育観に反映させている。
　さらに，保育における子どもの技能習得の訓練につ
いて，手技工作，遊戯，リズムのある動きなど，そこ
に表現したいという子どもの気持ちと感動がなけれ
ば，保育計画ではなく作業計画であろうと指導案と実
践の連携について警鐘をならした。
　興味深いのは，指導案はそれぞれの幼稚園が各々立
てることが望ましいと提言していることである。モデ
ル園に倣って同じことをするのではなく，子どもの経
験に従って，様々な特色を備えた指導案があって然る
べきであるというのである。指導案が脇道にそれるよ
うになったらば，それ（計画）を捨て，子どもに従う，
それを恐れるとしたら，もはや子どもの保育者ではな
く，計画の単なる奴隷に過ぎないと語るディスリッジ
の言葉に学ぶ者は，現役の保育者，保育学生と数知れ
ぬことであろう。
　
　Ⅲ．考察

　明治10（1877）年の東京女子師範学校附属幼稚園で
用いられていた保育時間表から明治44（1911）年J.

K.U.年報にて報告されたディスリッジのレポートを通
して，日本の幼稚園教育の草創期は次の図 1のような
特性をもちながら変遷を辿ったと考察する。

①恩物中心主義→②曜日・保育課目時間配分を重
視した時間表→③幼児教育研究者の活躍（東基吉）
→④子どもの実態（脱恩物中心主義）と保育者の
省察（「自由」「随意」の積極的導入）→⑤キリス
ト教保育の保育観の影響及び子どもの発達に対す
る見通しに対する概念→⑥四季と子どもの生活→
⑦適切な経験と環境（幼稚園の意義と保育者の専
門性の可視化）→⑧指導案と保育実践の葛藤に伴
う保育者の自己研鑽

図 1  キーワードにみる草創期の
幼稚園教育における変遷（筆者作成）

　およそ三十数年で実践内容が大きな変化を遂げた草
創期の幼稚園教育は，当時の保育者にとり大変な苦悩
や葛藤，保育観の変化に満ちた時代であったと想像す
るに容易い。しかし，保育を構造的に理解する時代に
至っていない草創期に，実践を通じてこれだけの省察
や気づきから新しい保育に尽力したその力強さは想像
を遥かに超えた労苦を伴ったことだろう。児童中心主
義の保育実践提唱として，大正時代に倉橋惣三が活躍
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したが，それよりも以前の草創（明治）期には，先人
によるPDCAサイクルがすでに原型として成立されつ
つあったことがわかった。さらに，草創期の終わりに
は，今日の保育と変わらぬ指導案立案や実践に対する
見解，保育の意義や保育者の専門性がすでに明文化さ
れており，その普遍性も明らかになった。

　Ⅳ．まとめ

　草創期から百年以上経過した今日の保育，保育者養
成においても指導案の立案と実践に対する省察，葛藤
は悩ましい課題である。これは保育者が怠惰であった
り，保育が後発的学問領域であったりすることを意味
しているのでは決してない。むしろ，それだけ保育が
高等かつ複雑な領域であることを示唆していることに
ほかならない。保育者は，時代時代で様々な社会背景
をもつ子どもたちの生活と向き合い，その営みに対し
て専門的知識，技術そして己の資質を研鑽しつつ惜し
みなく注いで最善の環境を担保してきた。
　本研究を通して，倉橋惣三による系統的保育の提言
以前にあたる草創期に，子どもを中心とした保育のあ
り方を考案かつ提唱し，かつ今日の保育に通じる指導
案や実践の土台がすでに形成されていたことが明らか
になった。明治後期の保育実践がすでに日本の幼稚園
教育として形作られていたのである。また，当時の保
育者にみる保育観は，研究者による研究が未分化であ
った時代にも関わらず，すでに社会性を帯び，哲学的
でもあることがわかった。ディスリッジの力強さから
窺えるように，当時の保育者らは，子どもと相互に心
身を培い，育ち合うその喜びを保育者の使命感として
支えにして，長きにわたる課題と対峙してくることが
できたのかもしれない。今後は，大正期，昭和戦前，
戦後，平成と草創期同様の検証を続けていく必要があ
る。
　どのような時代にあっても保育が抱える課題は，山
積している。しかし草創期の先人は，いくつもの困難
を実践に学び，子どもたちの姿から気づきを得て変容
を重ねてきた。それも数十年で目覚ましい発展を成し
遂げている。この実践史から現場で活躍をする保育者
は，知識以上に明日の保育の大きな動機づけと励まし
を得られるに違いない。

　Ⅴ．利益相反

　開示すべき利益相反（COI）はない。
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　Ⅰ．緒　　言

1．問題の提起
　近年，保育，幼児教育等の現場において，発達障害
を有する，あるいは，発達障害の障害特性に準ずる子
ども達の増加および対応が問題視されている。最新の
調査では，公立小学校・中学校1200校の通常学級に在
籍する子ども，約 5万4000人を対象に行われ，発達障
害の可能性のある子どもが6.5％いることが明らかに
なっている（文部科学省，2012）。
　我が国の動向としては，2005年 4 月 1 日に発達障害
者支援法が施行され，早期における発見，早期におけ
る発達の支援，保育，教育，就労における支援，地域
における生活支援，家族に対する支援，全国47都道府
県および政令指定都市における発達障害者支援センタ
ーの設置，専門的医療機関の確保等に関して，国およ
び地方公共団体がこれらの支援サービスに係る供給を
責務として規定された。その中で，子ども達に対して
は，2005年以降，大阪府において，委託により，複数
の社会福祉法人が「大阪府発達障害療育等支援事業」
として，府内 6か所の療育センターにおいて，主に知
的障害を伴う発達障害児に対する療育プログラム等が
展開されている。
　このような状況の中で，筆者は，前勤務先である「独
立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　大阪障
害者職業センター」において，新規事業として立ち上
げられた「知的障害を伴わない発達障害者に対する専

門的支援」において，職業準備支援に関する現場を担
当していた。対象者の大多数は，大学等を卒業後，就
労場面において対人関係等に不適応を起こし，その後，
精神科等を受診し，医師に発達障害の診断を受けた人
達である。
　対象者の多くは「なぜ，私だけがこれほど苦しまな
ければならないのか…」，「これまで，真面目に生きて
きたのに…」，「普通に生きたいのに，生きることがで
きない…」といった負の思いを抱いており，職業準備
支援において，障害特性の自己理解および受容の促進
等に関して，対象者自身，家族，支援者等の多大なる
マンパワーを要しているのが実情である。
　そこで，現存の「知的障害を伴う発達障害児に対す
る早期発見および早期療育」に加えて，「知的障害を
伴わない発達障害児に対する早期発見および早期療
育」に関する研究は，対象となる子ども達の心身にお
ける適切な発達の促進，そして，青年期以降における，
より望ましい人生の構築を図る上において重要である
と考える。しかしながら，知的障害を伴わない発達障
害を有する子ども達，あるいは，発達障害の障害特性
に準ずる子ども達の早期発見に関しては，現在の我が
国の療育システムでは，十分に対応できないことが指
摘されている（高橋，2005）。
　次に，本研究における原理となる開発的アプローチ
について述べる。上述の療育は，対象児の心身に困難
な状態，異常が発生した時に「治す」行為を主たるも
のとする。症状が出てから療育を行い，対象児の回復
を目指す。したがって，療育の対象は，何らかの困難

　本研究では，幼児期において物・人を大切にする心を育む実践の効果について，事前テスト－事後テスト－再
テスト・デザインによる実験的な手法によって検討を行った。その結果，幼児期の健常児に加え，発達障害に準
ずる特性を有する子ども達に対しても「物を大切にする心」から「人を大切にする心」へと発展することが明ら
かになった。

原著論文

幼児期において物・人を大切にする心を育む実験的研究
Experimental Study to Bring up a Heart to Take Good Care of a Thing, 

a Person in the Infancy

大　川　明　宏

キーワード：幼児期，物・人を大切にする心，開発的アプローチ
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な状態が生じている子ども達である。これに対して，
療育的から開発的へという方向性は，すべての子ども
達に適用されるという意義をもつ。それは，予防的な
実践ということである。問題への対処という事後のア
プローチではなく，日常的に実践を行うことで，子ど
も達が問題や課題を抱える状態に陥ることを予防する
効果が期待できる。加えて，問題を抱えた子どもへの
援助や支援ではなく，すべての子ども達を対象とし，
学級集団全体も対象とすることである。
　このように，開発的アプローチには，すべての子ど
も達に普遍的に活用されるという意義をもつ。療育的
から開発的なアプローチへという流れには，子ども達
すべてに普遍的に発達を促すという効果が期待され，
かつ問題の発生を予防する力を持つという意味がある
（村上，2010）。
　したがって，本研究においては，発達障害の有無に
かかわらず，幼児期において，子ども達の中期的・長
期的発達を視座に置き，療育的から開発的へという方
向性をもつ開発的アプローチを提起することとした。

2．目的と仮説
（ 1）目　的
　本研究における開発的アプローチは，物・人を大切
にする心を育む実践を重要な点とする。なぜ，物・人
を大切にする心を育むことが重要であるかについては
「物を大切にすることができれば，他者を大切にでき
る傾向が高まる」と考えているからである。
　上述における根拠は，次の 2点である。
　その 1つは「物を大切にすること」は，幼児期の子
ども達の発達において，必要であると考える。それは，
筆者自身が国際協力NGOに勤務していた時，「物を大
切にすること」の素晴らしさをフィリピンやバングラ
デシュ等の，いわゆる，発展途上国の青年達を支援し
た経験から学ばせてもらった。彼らは物を大切にする，
そして，親，兄弟，姉妹を大切にする，さらに，他者
を大切にするのである。
　その 2つは「物を大切にする心は，自他を尊重し，
愛する心にほかならない。そのような心は，人間の価
値と尊厳を重視する精神の基盤である（小林，1987）」
とみなされているからである。
　したがって，幼児期の子ども達に独自のプログラム
を提供し，「物を大切にする心」が「人を大切にする心」
へと発展することを明らかにすることを目的とする。

（ 2）仮　説
　標題の通り，幼児期において物・人を大切にする心
を育む実践的研究を実施するにあたり，以下の仮説を
立てた。
仮説 1
　健常児（以下，定型発達児とする）は，発達障害に
準ずる子ども達（以下，非定型発達児とする）に比し，
発達上の遅れが少なく，物・人を大切にする心をより
強くもっていると考えられるため，独自のプログラム
の事前に実施する物・人を大切にする心を評定する尺
度である「なぞなぞげーむ〔幼児期版情動知能尺度（以
下，テストとする）〕」の得点は高くなる。
仮説 2
　独自のプログラムの事前に実施するテスト（以下，
事前テストとする）と独自のプログラムの事後に実施
するテスト（以下，事後テストとする）において，独
自のプログラムを実践する実験群の子ども達は「物を
大切にする心が人を大切にする心へと発展するストー
リーを有する創作紙芝居」の読み聞かせを行うため，
市販の紙芝居の読み聞かせを行う統制群の子ども達に
比し，物・人を大切にする心がより高まり，テストの
得点の平均値の差は大きくなる。
仮説 3
　事後テストと独自のプログラムの実践の 1週間後に
実施するテスト（以下，再テストとする）において，
実験群の子ども達は「物を大切にする心から人を大切
にする心へと発展するストーリーを有する創作紙芝
居」の読み聞かせを行うため，市販の紙芝居の読み聞
かせを行う統制群の子ども達に比し，テストの得点の
差は小さくなる。

　Ⅱ．方　　法

1．実験対象
　大阪府下のA幼稚園に通園する年中児66名を対象と
した。これらの対象児を，定型発達の傾向を示す幼児
（以下，定型発達児とする），発達障害の障害特性に準
ずる幼児（以下，非定型発達児とする）の 2グループ
に分類した。なお，定型発達児，非定型発達児の分類
は「広汎性発達障害評定尺度（PARS：Pervasive De-

velopmental Disorders Autism Society Japan Rating 

Scale）」に基づき行った。

2．実験時期と場所
　事前テストと事後テストは2012年の10月の同日に，
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再テストは 1週間後に実施した。実験場所は被験児の
通園するA幼稚園の保育室とした。

3．実験材料
（ 1）「広汎性発達障害評定尺度（PARS）」の幼児期に
おける評定項目 1～34の内容を活用することとした
（資料 1）。
（ 2）本研究に活用するテストは「情動知能尺度（EQS）」
に基づき，その幼児期版として「EQSI（Emotional 

Intelligence Scale for Infants）」を作成した（資料 2）。
その内容については，幼児の日常生活において，物を
大切にする場面を 2場面，加えて，対人場面として 2
場面の合計 4場面を設定した。なお，これら 4場面は，
イラストと文章で示した。その際，大学教員 1名と大
学院生 5名とで内容的妥当性の検討を行った。回答は
4件法で，「とてもうれしい＝ 4点」，「うれしい＝ 3
点」，「うれしくない＝ 2点」，「ぜんぜん，うれしくな
い＝ 1点）」等の 4段階とした。したがって，テスト
の満点は， 4設問の 4点で16点となる。また，設定場
面に対する回答方法は，被験児が該当すると思う項目
の所定欄に，鉛筆で○を記入することとした。
（ 3）「EQSI」に関する記録用紙は「情動知能尺度
（EQS）」の記録用紙に基づき作成した（資料 3）。
（ 4）創作紙芝居については，絵本，日本昔話，日本
民話等を参考にして，子ども達の身近にあるテーマに
着目し，物を大切にする心が人を大切にする心へと発
展するストーリーを有する紙芝居『「たいせつ」って
なあに？』を作成した（資料 4）。なお，創作紙芝居
の内容的妥当性の検討に関しては，大学教員 1名と大
学院生 5名とで行った。

4．実験手続き
（ 1）本研究において，創作紙芝居の読み聞かせによ
る「物・人を大切にする心」を育む独自のプログラム
の効果については，事前テスト－事後テスト－再テス
ト・デザインにより，実験的に検討を行った。なお，「幼
児期版情動知能尺度（EQSI）」による事前テスト，事
後テスト，再テストの内容は，すべて同様のものであ
る。
（ 2）対象園の幼稚園教諭に，担任をする幼児 1人ひ
とりについて「広汎性発達障害評定尺度（PARS）」の
幼児期版への評定を実験の事前に求めた。なお，評定
は，各項目とも「そのようなことはない（ 0点）」，「多
少（時々）そのようなことがある（ 1点）」，「よく，
そのようなことがある（ 2点）」の 3段階で回答を求

めた。
（ 3）定型発達児と非定型発達児の分類については「広
汎性発達障害評定尺度（PARS）」における対象児の平
均点と標準偏差を算出し，「広汎性発達障害評定尺度
（PARS）」で示されている合計得点が 9点以上は広汎
性発達障害の確率が90％以上，合計得点が 8点以下で
は広汎性発達障害ではない確率が80％以上を基準と
し，第 1に，定型発達児と非定型発達児をそれぞれ20
名ずつ抽出した。第 2に，定型発達児20名は最低得点
から，非定型発達児20名は最高得点から，実験群と統
制群の両群が同質のグループで構成されるように10名
ずつ交互に抜き出した。第 3に，統計的検討を加えた
結果，実験群の定型発達児と統制群の定型発達児，実
験群の非定型発達児と統制群の非定型発達児の間に有
意な差はなかった。
（ 4）実験群は「事前テスト－創作紙芝居の読み聞か
せ－事後テスト－再テスト」で，統制群は「事前テス
ト－市販の紙芝居の読み聞かせ－事後テスト－再テス
ト」であった。市販の紙芝居については，実験群と統
制群，両群の日々の保育において，読み聞かせを実施
しているものから， 4作品を選び，内容的妥当性の検
討に関しては，大学教員 1名と大学院生 5名で行い，
1作品を選定した。なお，市販の紙芝居の詳細に関し
ては，①作：小春久一郎，画：清水耕蔵，製作：株式
会社教育画劇（1997），②タイトル：『トンボになった
ヤン』，③内容：自然と生き物を題材に，ヤゴがトン
ボへと成長する過程を描いたもの，であった。
（ 5）実験者は，大学院において児童保育を専攻する者，
保育士有資格者とし，実験実施前に，筆者が実験者に
対し，実験の目的および方法等に関する説明を行った。
加えて，実験の実施に関しては，あらかじめ，教示の
マニュアルを作成し，被験児に対する実験者の教示を
統一した。

　Ⅲ．結　　果

1．  実験園の年中児における広汎性発達障害度得点の
分布

　定型発達児と非定型発達児の実験群と統制群を構成
するために用いた対象児の広汎性発達障害評定尺度に
よる得点の分布の特徴としては，「広汎性発達障害評
定尺度（PARS）」で示されている合計得点 9点以上は
広汎性発達障害の確率が90％以上，合計得点が 8点以
下では広汎性発達障害ではない確率が80％以上を基準
とした結果， 9点以上は25名， 8点以下では41名とな
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り，広汎性発達障害ではない確率が80％以上を示す対
象児が多かった（表 1）。

2．定型発達児と非定型発達児の「情動知能」
　仮説 1は，事前テストの得点の平均値において，定
型発達児は，非定型発達児に比し，発達上の遅れが少
なく，物・人を大切にする心をより強くもっていると
考えられるため高くなる，であった。
　結果，満点が16点である中で，事前テストにおける
得点の平均値（実験群，統制群）は，定型発達児（15.00，
14.63），非定型発達児（10.47，9.63）となった。定型
発達児の実験群は，非定型発達児の実験群との差が
4.53（p<.01），非定型発達児の統制群との差が5.37

（p<.01）で，定型発達児の統制群は，非定型発達児の
実験群との差が4.16（p<.05），非定型発達児の統制群
との差が5.00（p<.05）となり，定型発達児は，非定
型発達児に比し，得点の平均値が高く，有意であった
（表 2）。

3．創作紙芝居が「情動知能」に及ぼす効果
　仮説 2は，事前テストと事後テストにおいて，実験
群の定型発達児と非定型発達児は「物を大切にする心
が人を大切にする心へと発展するストーリーを有する
創作紙芝居」の読み聞かせを行うため，市販の紙芝居
の読み聞かせを行う統制群の定型発達児と非定型発達
児に比し，物・人を大切にする心がより高まり，テス
トの得点の平均値の差は大きくなる，であった。
　結果，定型発達児の実験群〔得点の平均値，（得点率）〕
では，15.00（94％）から15.25（95％）に増加し，得
点の平均値の差は0.25であった。次に，定型発達児の
統制群〔得点の平均値，（得点率）〕では，14.63（91％）
から15.00（94％）に増加し，得点の平均値の差は0.37
であった。さらに，非定型発達児の実験群〔得点の平
均値，（得点率）〕では，10.47（65％）から13.75（86％）
に増加し，得点の平均値の差は3.28であった（p<.05）。
最後に，非定型発達児の統制群〔得点の平均値，（得
点率）〕では，9.63（60％）から12.75（80％）に増加し，
得点の平均値の差は3.12であった（p<.05）（表 3，図
1）。

4．創作紙芝居が「情動知能」に及ぼす効果の持続性
　仮説 3は，事後テストと 1週間後に実施した再テス
トにおいて，実験群の定型発達児と非定型発達児は「物
を大切にする心から人を大切にする心へと発展するス
トーリーを有する創作紙芝居」の読み聞かせを行うた

表 1　実験園の年中児における
広汎性発達障害度の得点の分布

得点（点） 人数（名）

32 1

28 1

24 1

22 1

18 1

17 3

16 1

14 1

13 1

12 4

11 2

10 5

9 3

8 2

7 2

6 2

5 6

4 6

3 4

2 5

1 10

0 4
※満点は68点で実験児は66名であった。

表 2　定型発達児と非定型発達児の
「情動知能」得点における差

非定型発達児

定型発達児

実験群（n= 6 ）
平均得点=10.47，
SD=2.65

統制群（n= 7 ）
平均得点=9.63，
SD=1.89

実験群（n= 8 ）
平均得点=15.00，
SD=1.41

4.53＊＊ 5.37＊＊

統制群（n= 8 ）
平均得点=14.63，
SD=3.11

4.16＊ 5.00＊

＊＊p<.01，＊p<.05



37

P37

幼児期において物・人を大切にする心を育む実験的研究

め，市販の紙芝居の読み聞かせを行う統制群の定型発
達児と非定型発達児に比し，テストの得点の平均値の
差は小さくなる，であった。
　結果，定型発達児の実験群〔得点の平均値，（得点率）〕
では，15.25（95％）から15.00（94％）に減少し，得
点の平均値の差は－0.25であった。次に，定型発達児
の統制群〔得点の平均値，（得点率）〕では，15.00（94
％）から14.38（90％）に減少し，得点の平均値の差
は－0.62であった。さらに，非定型発達児の実験群〔得
点の平均値，（得点率）〕では，13.75（86％）から
12.08（76％）に減少し，得点の平均値の差は－1.67で
あった。最後に，非定型発達児の統制群〔得点の平均
値，（得点率）〕では，12.75（80％）から11.52（72％）
に減少し，得点の平均値の差は－1.23であった（表 4，
図 1）。

表３　事前テスト・事後テストにおける「情動知能」得点と得点率等の推移

10月19日（金）

事前テスト 事後テスト

平均得点差
（対事前テスト）

平均
得点

標準
偏差 得点率 平均

得点 標準偏差 得点率

定型発達児
の実験群
（n= 8 ）

15.00 1.41 94% 15.25 1.04 95% 0.25　　

定型発達児
の統制群
（n= 8 ）

14.63 3.11 91% 15.00 2.14 94% 0.37　　

非定型発達児
の実験群
（n= 6 ）

10.47 2.65 65% 13.75 1.17 86% 3.28　＊

非定型発達児
の統制群
（n= 7 ）

9.63 1.89 60% 12.75 2.22 80% 3.12　＊

＊ｐ<.05

図 1　事前テスト・事後テスト・再テストにおける
「情動知能」得点の平均値の推移

9

10

11

12

13

14

15

16



38

P38

国際学院埼玉短期大学研究紀要 Vol.36,2015

　Ⅳ．考　　察

　本研究で明らかにされた被験児の事前テスト，事後
テスト，再テストの得点における実態につき，以下に
考察を加える。

1．  定型発達児と非定型発達児の事前テストにおける
「情動知能」

　事前テストの得点の平均値において，実験群と統制
群の定型発達児は，実験群と統制群の非定型発達児に
比し，有意な差があった（p<.05）。
　したがって，事前テストの得点の平均値において，
定型発達児は，非定型発達児に比し，発達上の遅れが
少なく，物・人を大切にする心をより強くもっている
と考えられるため高くなるという仮説の通り，定型発
達児は非定型発達児に比し，物・人を大切にする心が
より発達しているといえよう。

2．  創作紙芝居の定型発達児と非定型発達児の「情動
知能」に対する効果

（ 1）定型発達児における創作紙芝居の効果について
　事前テストと事後テストの結果は，定型発達児の実
験群〔得点の平均値，（得点率）〕では，テストの満点

が16点である中で，15.00（94％）から15.25（95％）
に増加し，得点の平均値の差は0.25であった。
　一方，定型発達児の統制群〔得点の平均値，（得点率）〕
では，14.63（91％）から15.00（94％）に増加し，得
点の平均値の差は0.37であった。結果は，定型発達児
の実験群が統制群より，事前テストと事後テストにお
ける得点の平均値の差は0.12小さくなった。
　したがって，「物を大切にする心が人を大切にする
心へと発展するストーリーを有する創作紙芝居」の読
み聞かせを行った実験群の子ども達は，市販の紙芝居
の読み聞かせを行った統制群の子ども達に比し，物・
人を大切にする心がより高まり，テストの得点の平均
値の差は大きくなるという仮説が棄却された要因を考
える。
　要因の 1つは，定型発達児の実験群と統制群の得点
率は，事前テストにおいて90％以上，事後テストにお
いて95％前後であったことにあると考える。つまり，
定型発達児は，既に物・人を大切にする心がある程度
備わっていることがわかり，学習や実験等で試行を重
ねても，遂行がそれ以上伸びない頭打ちの状態を示す
天井効果が影響したと考えられる。
　 2つは，上述の通り，定型発達児は，既に物・人を
大切にする心がある程度備わっていることがわかり，
今回実施したテストは定型発達児にとって易し過ぎた

表 4　事後テスト・再テストにおける「情動知能」得点と得点率等の推移

　 10月19日（金） 10月26日（金） 　

事後テスト 再テスト

平均
得点

標準
偏差 得点率 平均

得点
標準
偏差 得点率 平均得点差

（対事後テスト）
　 　 　 　 　 　

定型発達児
の実験群
（n= 8 ）

15.25 1.04 95% 15.00 1.41 94% 0.25

定型発達児
の統制群
（n= 8 ）

15.00 2.14 94% 14.38 3.85 90% 0.62

非定型発達児
の実験群
（n= 6 ）

13.75 1.17 86% 12.08 3.29 76% 1.67

非定型発達児
の統制群
（n= 7 ）

12.75 2.22 80% 11.52 2.51 72% 1.23
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と考える。
（ 2）  非定型発達児の「情動知能」に対する創作紙芝

居の効果について
　非定型発達児の実験群〔得点の平均値，（得点率）〕
では，10.47（65％）から13.75（86％）に増加し，得
点の平均値の差は3.28であった（p<.05）。一方，非定
型発達児の統制群〔得点の平均値，（得点率）〕では，
9.63（60％）から12.75（80％）に増加し，得点の平均
値の差は3.12であった（p<.05）。
　したがって，非定型発達児の実験群は非定型発達児
の統制群より，事前テストと事後テストにおける得点
の平均値の差が0.16大きかったため，「物を大切にす
る心が人を大切にする心へと発展するストーリーを有
する創作紙芝居」の読み聞かせを行った実験群の非定
型発達児は，市販の紙芝居の読み聞かせを行う統制群
の非定型発達児に比し，物・人を大切にする心がより
高まり，テストの得点の平均値の差は大きくなるとい
う仮説が実証されたといえよう。
（ 3）  非定型発達児の統制群の事前テストと事後テス

トにおける「情動知能」得点について
　非定型発達児の統制群は，市販の紙芝居の読み聞か
せを実施したにもかかわらず，非定型発達児の統制群
〔得点の平均値，（得点率）〕では，9.63（60％）から
12.75（80％）に有意に増加し，得点の平均値の差は
3.12であった（p<.05）。したがって，仮説通りにいか
なかったため，その要因を考える。
　要因の 1つは，事前テストと事後テストにおいて，
合計 4つの設問が同様の「なぞなぞゲーム（幼児期版
情動知能尺度）」を実施したため，ある組織だった分
類の状態が現在加えられている力だけでなく，過去に
加わった力に依存して変化することを示す履歴効果が
影響したと考えられる。
　 2つは，一般的に乳幼児期は，物とのかかわりから
人とのかかわりへ発達する中で，非定型発達児は定型
発達児に比し，発達上の遅れがより多くあると考えら
れるため，「なぞなぞゲーム（幼児期版情動知能尺度）」
という物に強く反応した結果，得点の平均値の差が有
意であったと考える。
　
3．  創作紙芝居の定型発達児と非定型発達児の「情動
知能」に対する持続効果

　仮説 3は，事後テストと 1週間後に実施した再テス
トにおいて，実験群の定型発達児と非定型発達児は「物
を大切にする心から人を大切にする心へと発展するス
トーリーを有する創作紙芝居」の読み聞かせを行うた

め，市販の紙芝居の読み聞かせを行う統制群の定型発
達児と非定型発達児に比し，事後テストと再テストの
得点の平均値の差は小さくなる，であった。
　結果，定型発達児の実験群〔得点の平均値，（得点率）〕
では，15.25（95％）から15.00（94％）に減少し，得
点の平均値の差は－0.25であった。次に，定型発達児
の統制群〔得点の平均値，（得点率）〕では，15.00（94
％）から14.38（90％）に減少し，得点の平均値の差
は－0.62であった。さらに，非定型発達児の実験群〔得
点の平均値，（得点率）〕では，13.75（86％）から
12.08（76％）に減少し，得点の平均値の差は－1.67で
あった。最後に，非定型発達児の統制群〔得点の平均
値，（得点率）〕では，12.75（80％）から11.52（72％）
に減少し，得点の平均値の差は－1.23であった。
　したがって，定型発達児の結果により仮説が実証さ
れ，非定型発達児の結果により仮説が棄却された。
　次に，実験の効果の持続の度合いを示す得点の平均
値の差は，定型発達児は非定型発達児に比し，小さか
った。
　その要因として，定型発達児は，事前テストで得点
率が91％を超え，既に物・人を大切にする心がある程
度備わっていることがあげられ，一方，非定型発達児
は，事前テストで得点率が60％以上であり，物・人を
大切にする心が十分に備わっていないことが考えられ
るため，得点の平均値は，事後テストにおいて，双方
とも上昇するが，その後，再テストで，非定型発達児
は定型発達児より下降したと考える。このことは，本
研究における実験を繰り返し実施する必要性が示され
たと考える。
　しかしながら，すべての群において，事後テストと
再テストの得点の平均値に有意な差はなかったため，
本研究の実験による，物・人を大切にする心を育む効
果は持続されたといえよう。

4．総合的考察
（ 1）被検児全体では，得点の平均値の推移は，実験
開始時の事前テストから事後テストにかけて上昇し，
事後テストから再テストにかけて下降する傾向がみら
れた。
　その中で，定型発達児の特徴としては，事前テスト
の得点率は91％を超え，事後テストの得点率は95％前
後で，再テストの得点率は90％以上となり，すべての
テストにおいて90％以上の得点率が示された。
　一方，非定型発達児の特徴としては，事前テストの
得点率は60％以上で，事後テストの得点率は80％以上



40

P40

国際学院埼玉短期大学研究紀要 Vol.36,2015

であり，再テストの得点率は72％を超えているが，定
型発達児に比し，全般的に物・人を大切にする心の発
達は弱い傾向がみられた。
（ 2）本研究では，発達障害の有無にかかわらず，幼
児期の子ども達に「物を大切にする心」が「人を大切
にする心」へと発展する独自のプログラムを提供し，
「物を大切にする心」が「人を大切にする心」へと発
展することを明らかにすることを目的とした。
　その中で，広汎性発達障害評定尺度（PARS）にお
いて発達障害に準じた特性を有する子ども達に対し
「物を大切にする心」が「人を大切にする心」へと発
展する独自のプログラムを提供し，物・人を大切にす
る心に関する評定尺度である「なぞなぞゲーム（幼児
期版情動知能尺度）」を実施した結果，事前テストに
おいて得点率は60％以上を示し，事後テストでは80％
以上になり，再テストにおいて72％を超えることが明
らかになった。
　このことから，非定型発達児に「物を大切にする心
が人を大切にする心へと発展するストーリーを有する
創作紙芝居」の読み聞かせは効果があったといえる。
つまり，発達障害に準じた特性を有する子ども達に対
し，「物を大切にする心」が「人を大切にする心」へ
と発展させることは可能であると考えられる。そして，
それは，すべての子ども達に適用されるという意味を
もち，予防的な実践である開発的アプローチの 1つで
あるといえる。
　したがって，保育所や幼稚園における日々の保育の
中で，物・人を大切にする心を育む取り組みが数多く
実践されることを期待したい。

5．今後の課題
（ 1）小集団の実験から，実験者と被験児を 1対 1 に
した個別による実験を行い，本研究で明らかになった
ことをより詳細に検討すること。
（ 2）実験を 1度ではなく繰り返し行うことに加えて，
実験終了後，保育者に対して「物・人を大切にする心」
に関連する子ども達の実態についてのアンケート調査
を行い，実験の効果が子ども達の日々の生活にどの程
度結びついているかを確認すること。
（ 3）対象児を年少級に引き下げ，本研究の方法を「創
作紙芝居」から「直接的な経験」に変えて実施し，年
少級に対する効果を検討すること。
（ 4）同一の被験児を縦断的に追跡し，中期的・長期
的な被検児の発達の変化を明らかにし，実験の効果を
検討すること。

（ 5）今回の実践的研究で明らかになったことを対象
園の関係者に報告をする，希望する保育所や幼稚園に
創作紙芝居を贈る等，保育の現場に還元し，子ども達
のより望ましい発達に寄与すること。
　以上が，本研究における今後の課題にあげられる。

　Ⅴ．利益相反

　開示すべき利益相反（COI）はない。
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資料 1　広汎性発達障害評定尺度（PARS：幼児期版）
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資料 2　幼児期版情動知能尺度（なぞなぞげーむ）
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資料 3　幼児期版情動知能尺度に関する記録用紙
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資料 4　創作紙芝居『「たいせつ」ってなあに？』
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　Ⅰ．はじめに

　逆相クロマトグラフィー（reverse phase liquid 

chromatography, RPLC）におけるペプチドの保持は，
ペプチドの疎水度と強く相関している。ペプチドの疎
水度を構成アミノ酸残基の疎水度から計算し，保持時
間を予測することがある程度可能になっている1 - 5 ）。
35万ものペプチドの分離データを用いて，ペプチドの
アミノ酸組成だけでなくアミノ酸配列も考慮し，機械
学習の手法のひとつであるニューラルネットワーク
で，予測モデルを構築した例では，予測と実測との相
関がR=0.983で予測の誤差が1.5%以内との報告があ
る4）。しかしながら，ペプチドの逆相カラムへの保持
は，単にペプチドの疎水度だけではなく，カラムの性
状や溶離に用いる溶媒，イオン対試薬などにも影響さ
れ，特定の分離系での予測法が他の系においてよい結
果をもたらすとは限らない。個々の分離系それぞれで，
30万ものペプチド分離データを用いて，予測系をトレ
ーニングすることは，現実的ではない。プロテオミク

スにおけるタンパク質，ペプチドの同定には，質量分
析（mass spectrometry, MS）によって得られたMSMS

スペクトルを解析する方法が広く用いられているが，
より正確に多くのタンパク質，ペプチドを同定するた
めにペプチドの保持時間を参考にすることが提案され
ている6，7）。プロテオミクスデータが取得される様々
な分離系に対応するために，より汎用性が高く，より
正確なペプチドの保持時間予測あるいは標準系への変
換の方法が必要となっている。
　本研究では，ペプチドのアミノ酸組成を考慮しペプ
チドの溶出挙動を予測するシステムを構築するための
予備的な検討を行った。これによって，質量分析を基
盤とするプロテオミクスにおいても，現在は補助的な
役割しかない逆相クロマトグラフィーによるペプチド
の分離を標準化し，保持時間を質量値と同様にペプチ
ドの同定の共通の基盤とすることができる。ショット
ガンプロテオミクスで得られるデータをより詳細に解
釈できるので，タンパク質，ペプチドの同定数の増加
や同定精度の向上に寄与できる。

　ペプチドのアミノ酸組成を用いて，逆相クロマトグラフィーの様々な分離系でのペプチドの挙動を補正し，ペ
プチドの溶出時間の標準化を行うシステムを構築した。プロテオミクスへの応用を視野に入れ，LC-MSによるシ
ョットガンプロテオミクスデータで簡単に得られる1000個程度のペプチドの保持時間データをペプチドの予測保
持時間との相関から標準化することができた。また，ODS導入量，ポアサイズや粒径などが異なる様々な逆相担
体や移動相に使用するトリフルオロ酢酸やギ酸などのイオン対試薬の違いなどによるペプチドの保持時間の変動
が，重回帰分析によってアミノ酸組成と関連していることを示し，様々な分離系での保持時間の変動を修正する
システムを構築するための基盤を確立した。

研究ノート

ペプチドのアミノ酸組成を考慮した逆相クロマトグラフィー
の保持時間の標準化とデータベース作成に向けて

Normalization of Peptide Retention Times in Reverse Phase 
Chromatography by Using Amino Acid Composition Toward 

Construction of Retention Time Database
黒　須　泰　行 1）・川　崎　博　史 2）

キーワード：プロテオミクス，ペプチド，保持時間予測

1）国際学院埼玉短期大学　健康栄養学科　2）横浜市立大学大学院　生命医科学研究科
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　Ⅱ．方法

　公共のプロテオームデータベースから得られる
LC-MSデータをもとに，ペプチドの保持時間とカラム，
溶媒などのデータを収集し，これらのペプチドの分離
挙動を比較した。
　今回の報告では，PeptideAtlas 8 ）に登録されている
酵母のショットガンプロテオミクスのデータ
（PAe001277）を用い9），実験日時の異なるクロマト
グラムから得られたペプチドの保持時間を解析した。
LC-MSデータ（mzXML fi le）からピークの抽出には，
LC-MSデータの解析ソフトウエアであるmsIn-

spect10，11）を用いた。MSMSデータによるペプチドの
同定は，mzXML fi leをTrans-Proteome pipeline12）を用
いてX!Tandem13）によって解析しpepXML fi leへ出力す
るか，プロテオームデータベースに登録されている同
定結果（pepXML fi le）を用いた。これらのペプチド
同定結果から，MSMSデータに対応するペプチドを
msInspectで抽出した。perl言語によって，LC-MSのピ
ークとそれに由来するMSMSデータを関連させるプロ
グラム作成し，ペプチド同定結果をピークの保持時間
とを統合した。それぞれの分析系でのペプチドの保持
時間をまとめた。図 1に本研究の流れを示した。

　ペプチドの保持時間を標準化するにあたって，標準
となる分析系の設定が必要である。標準となる系は，
再現的に誰でも利用できる分離系である必要があるの
で，ペプチドの保持時間の予測システムを標準として

採用することにした。具体的には，Normalized Elu-

tion Time（NET）Prediction Utility 5 ）を使用して，改
良されたKrokhinの方法3），あるいはPetritisらの方法5）

によってペプチドの保持時間を予測し，この系へ変換
することで標準化された保持時間を求めた。
　実際に分析されたペプチドの保持時間とアミノ酸組
成や標準系での保持時間とのペプチドのアミノ酸組成
の関連を重回帰分析で解析した。データ処理，統計解
析には，Microsoft Excel，WEKA（http：//www.cs.waikato.

ac.nz/ml/weka/）あるいはR（http：//www.r-project.org/）を
用いた。

　Ⅲ．結果および考察

1．解析に用いたペプチドの保持時間のデータセット
　de Godoyらの解析によって得られたデータ9）は，
PeptideAtlas（http://www.peptideatlas.org/repository/）
に 2 つのAccession Number，PAe000793とPAe001277
として登録されている。PAe000793は，LysC消化物の
分析結果であり，PAe001277はトリプシン消化物の分
析結果である。PAe001277のトリプシン消化物は，酵
母細胞からタンパク質を凍結融解で抽出し，溶解度に
よって 5つの画分にわけ，それぞれの画分のタンパク
質を電気泳動によって15分画した後に，ゲル内消化で
得たものである。溶解度による 5つの画分は，1000 x g

の遠心で沈殿したものを 2 %ドデシル硫酸ナトリウム
（sodium dodecyl sulfate, SDS）に溶解したもの（画分
1），20000 x gの遠心で沈殿したものを 2 % SDSに溶
解したもの（画分 2），上清に60%硫安を加えて生じ
た沈殿を 2 % SDSに溶解したもの（画分 3），さらに
硫安を80%まで加え生じた沈殿を 2 % SDSに溶解した
もの（画分 4），残りの上清を 2 % SDSに対して透析
したもの（画分 5）である。それぞれの画分のタンパ
ク質は，SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動でさ
らに15の画分に分離されている。合計で75（ 5 x15）
の画分すべてのLC-MSMSデータが登録されている。
ペプチドの分離に用いられているカラムは，完全にエ
ンドキャップされたC18シリカビーズ（Reprosil-AQ）
を内径75μm，長さ15cmのカラムに充填したしたも
のである。溶離液には，A溶媒として99.5% Milli-Q 

water/0.5% 酢酸，B溶媒として，19.5% Milli-Q wa-

ter/80% アセトニトリル/0.5% 酢酸を用いている。ペ
プチド試料をカラムに負荷し，20分間， 2%のB溶媒
を流した後， 5 %から40%へアセトニトリルを90分か
けて直線的に上昇させることで，ペプチドの溶出を行

図 1　公共データベースを用いた保持時間の
標準化解析の概略

mzXML file

X!Tandem
pepXML

msInspect
tsv

Peak detection
Retention Time

Peptide sequence

Perl script
Peptide sequence & Retention time



57

P57

ペプチドのアミノ酸組成を考慮した逆相クロマトグラフィーの保持時間の標準化とデータベース作成に向けて

っている。流量は500nL/minである。LC-MSMSの分析
は，画分ごとに行われているので，各画分の15の画分
のLC-MSMSデータから抽出した，すべてのペプチド
の保持時間を一次回帰によって保持時間を修正してま
とめて，一つのデータとした。これによって， 5つの
画分に対するペプチドの保持時間データを得た。この
データの内，ペプチドの同定数が多い画分 1， 2およ
び 3を用いて，分析ごとの保持時間の差異を解析し，
保持時間の補正法を検討した。
　また，PeptideAtlasに登録されているJeff Ranishら
のデータも用いた（PAe000773, PAe000774, PAe000735）。
これも酵母のタンパク質の定量差異解析であり，ペプ
チドの分析は，分離カラムに，Magic C18AQ resin 

（Michrom Bio-Resources，内径0.075mm x 長さ 5 mm）
を用いて，98%溶媒A（0.1%ギ酸）- 2 %溶媒B（99.9% 

アセトニトリル-0.1% ギ酸）から30%溶媒Bへ流量
200nL/minで60分の濃度勾配溶出を行っている。 3つ
のデータセット（PAe000773, PAe000774, PAe000735）
には，それぞれ，複数のLC-MSMSのデータがあった
ので，ペプチドの保持時間を一次回帰によって保持時
間を修正し，それぞれのデータセットごとにまとめた。
Jeff Ranishらのデータとde Godoyらのデータを用い
て，ペプチドの重なりが少ない時の保持時間の標準化
法を検討した。

2．  同定されたペプチドの重なりが大きいデータセッ
ト間の保持時間の補正法の検討

　最初の解析には，de Godoyらのデータを用い，ペ
プチド同定数が多い画分 1， 2， 3に由来するペプチ
ドの保持時間を比較，解析した。ペプチド同定数が少
ない画分 4と 5は使用しないことにした。同定された
ペプチドの総数は，メチオニンの酸化，システインの
修飾，リジン，アルギニンの同位体標識などを区別し
て，画分 1が24252，画分 2 が35798，画分 3 が26535
であった。画分 1と 2で共通して観測されたペプチド
は15201，画分 1と 3 で共通に観測されたペプチドは
8755であった。これらのペプチドの保持時間から一次
回帰式を求め，相対誤差が 2%以内のペプチドの保持
時間によって最終的な一次回帰式を求めた。保持時間
の単位を秒で表したとき，画分 1（y）と 2（x）の一
次回帰式は，y=0.980x+179.53（R=0.9991），画分 1（y）
と 3（x）の一次回帰式は，y=0.988x+464.68（R=0.9989）
であった。傾きはほとんど 1であるが，切片が大きい。
これは，カラム外のデッドボリュームがそれぞれの画
分の分析で異なるためであると考えられる。この一次

回帰式を用いて，画分 2， 3の保持時間を画分 1の保
持時間へ，変換した。修飾ペプチドの保持時間データ
を除き，変換後の画分 1と 2，画分 1と 3の保持時間
の相対的な残差を，箱ひげ図を用いて図 2に示す。画
分 1と 2の変換では大きな外れ値があるが，それ以外
は-30%から30%の間に分布する。画分 1と 2の第 1四
分位点，中央値，第 3四分位点は，-1.40%，-0.002%，
1.73%であった。また，画分 1と 3 の第 1 四分位点，
中央値，第 3四分位点は，-1.01%，-0.066%，0.95%で
あった。第 1および第 3四分位点の値から，ほとんど
の保持時間が- 2 %から 2 %程度の間へうまく変換され
ていることがわかる。- 2 %から 2 %程度の残差は，ク
ロマトグラフィーでの保持時間の測定においてランダ
ムな揺らぎによる残差と考えられる。そこで，- 2 %

から 2%の残差を持つペプチドは除いて，残差の絶対
値が 2%以上のペプチドの保持時間の残差が，アミノ
酸組成によって説明できるかを重回帰分析で検討し
た。データを平均が 0，分散が 1となるように標準化
したのち，Rのlm関数を用いて重回帰分析を行った。
step関数を用いて変数の選択を行った。画分 1と 2の
比較では，14種のアミノ酸残基が選択された。画分 1
と 3では，15種であった。共通するアミノ酸残基は12

図 2　保持時間における相対残差の箱ひげ図
修飾ペプチドの保持時間データを除き，スケーリング後の
画分 1と 2，画分 1と 3の保持時間の相対的な残差を，箱
ひげ図を用いて示した。画分 1と 2のスケーリングでは大
きな外れ値がある。相対残差は，ほとんどが-30%から30%
の間に分布している。画分 1と 2の第 1四分位点，中央値，
第 3四分位点は，-1.40%，-0.002%，1.73%である。画分 1
と 3の第 1四分位点，中央値，第 3四分位点は，-1.01%，
-0.066%，0.95%である。
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種であった。結果を表 1にまとめた。ペプチドの保持
時間の残差は，アミノ酸組成によって有意に表すこと
ができ，塩基性のアミノ酸の標準化した偏回帰係数が
大きいことが明らかとなった。塩基性アミノ酸を含む
ペプチドの保持時間が，カラム内のシラノール基の存
在量によって変動することが知られており14），また，
イオン対試薬によっても影響を受けるので15），保持時
間の残差は塩基性アミノ酸の組成に関係する可能性が
ある。また，酸性アミノ酸残基は，クロマトグラフィ
ー溶媒のイオン抑制効果によって保持時間が左右され
るので15），酸性のアミノ酸残基であるアスパラギン酸
の組成も，保持時間の残差に影響を与える可能性があ
る。保持時間の残差への影響として，重回帰分析では
Ala，Asp，His，Lys，Arg，Thrの回帰係数が大きく，
有意であることが明らかになった。このうち，両方の
変換で有意となったのは，His，Lys，Argの塩基性の
アミノ酸のみであった。この実験系では，カラムの差
が保持時間の残差に大きな影響を与えていると考えら
れる。塩基性アミノ酸，酸性アミノ酸の偏回帰係数は，
クロマトグラフィーのカラムや溶媒の状態を反映して
いると考えられ，重回帰分析によって得たこれらの値
によって，ペプチドの保持時間をより正確に変換でき
ると考えられる。

3．  ペプチドの重なりが少ないデータセット間の保持
時間標準化の試み

　同定されているペプチドの重なりが大きい二つの画

分で保持時間を補正する大まかな方法は確立できた
が，実際の変換において問題となるのは，共通するペ
プチドのデータが少ない場合である。特にタンパク質
やペプチドの分画を行ったLC-MSMSのデータでは，
共通するペプチドの数が少なく，一次回帰での変換の
信頼性を損ねることがある。例えば，de Godoyらの
データの画分 1とJeff Ranishらのデータ（PAe000775）
とでは，修飾アミノ酸を含まないペプチドは，30ほど
しか一致するものがない。そこで，ペプチドの配列か
ら保持時間を予測する方法を利用し，標準となる予測
系の保持時間へ変換することで，比較的ペプチド同定
数が少ないLC-MSMSデータでも，保持時間の標準化
が行えるかを検討した。標準となる予測系として，
Petritisらの方法5）を用いた。予測された保持時間と
実際の保持時間の関係を図 3に示した。保持時間が極
端に早いペプチドと遅いペプチドは，直線に乗ってい
ないので，de Godoyらのデータの画分 1では，保持
時間が2500-7500秒のペプチドを，Jeff Ranishらのデ
ータでは，保持時間が1000秒以上のペプチドを用いて
変換を行った。予測保持時間をy，実際の保持時間を
xとして，一次回帰式はde Godoyらのデータの画分 1
ではy=0.7261x-252.66（R=0.94），Jeff Ranishらのデー
タではy=0.7298x+1684.3（R=0.78）であった。これら
の回帰式を用いて，de Godoyらのデータの画分 1に
含まれる10162個の修飾アミノ酸を含まないペプチド
とJeff Ranishらのデータに含まれる243個の修飾アミ
ノ酸を含まないペプチドの保持時間を標準系へ変換し

表 1　ペプチドの保持時間の相対残差とアミノ酸組成の関係についての重回帰分析

＊有意なアミノ酸のうち，1 E-14以下のものを示す。
－有意差なし
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た。2つのデータで共通するペプチドは28個あったが，
これらのペプチドの変換された保持時間を比較する
と，相対残差の絶対値の平均値は7.5%程度であった。
このことから，保持時間予測法を標準的な系として用
いて，それに実測された保持時間を変換することで保
持時間の標準化が達成できることがわかる。しかしな
がら，標準化した保持時間の単位で，異なった分析で
の同じペプチドの保持時間の相対残差が，まだ大きい。
そこで，予測保持時間と標準系への変換後の保持時間
の相対残差とアミノ酸組成の関係を重回帰分析で解析
した。相対残差はアミノ酸組成に影響を受けているこ
とは明らかになったが，特に電荷を持つ基を含むアミ
ノ酸による影響が強いわけではなかった。おそらく，
保持時間予測の誤差の方が大きく，分離系の違いを抽
出できないものと思われる。標準系としては，クロマ
トグラフィーの揺らぎよりも正確な保持時間予測系が
必要であると考えられる。今後は，ペプチドのアミノ
酸配列や構造を考慮した，より正確な保持時間予測系
を開発し，分離系の違いを補正できる標準的な保持時
間測定単位を作成する必要がある。
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　Ⅰ．はじめに

　臭素酸カリウム（KBr03）は，かって小麦粉および
魚肉練り製品に品質改良剤として使用が認められた食
品添加物である。しかし，動物実験で臭素酸カリウム
の突然変異原性1）および発がん性2）が認められヒト
への可能性が危惧されたことから多量に使用すること
ができず，昭和57年 8 月厚生省告示第136号により使
用基準の改正が行われた。その後，昭和58年 2 月 1 日
より従来使用が許可されていた魚肉練り製品に対して
使用が禁止され，パン以外の食品に使用してはならな
いこととなった。また，その使用はパン原料の小麦粉
のみが対象であり，使用量は小麦粉 1 kgにつき臭素酸
として0.03g以下と定められた。さらに，最終食品の
完成前に分解または除去しなければならないという制
限が食品衛生法で設けられた。その後，臭素酸カリウ
ムはWHO 3 ）により遺伝性発がん性物質と結論されて
おり，さらにIARC 4 ）の評価では「グループ 2 B（ヒ
トに対して発がん性があるかもしれない）」分類され
ている。
　従来から公定法として用いられている食品中の臭素
酸カリウムの測定法に関しては二通りの方法があり，

一つはヨウ素滴定法3），もう一つは食品中の総臭素を
測定し，これにより臭素酸に換算して定量する間接的
な方法3）である。前者は食品中の妨害物を，後者は
原料および試薬由来の臭素を臭素酸として定量する可
能性があり，正の誤差を招きやすい欠点が指摘されて
いる。一方，そのほかの臭素酸の測定法としては，ガ
スクロマトグラフィー法6， 7， 8），薄層クロマトグラ
フィー・デンシトメトリー法9）イオンクロマトグラ
フィー法10），比色法11），高速クロマトグラフィー
法12，13），ポーラログラフィー法14），液体クロマトグ
ラフィー法15），IC/ICP-MS法16）などが報告されている。
しかし，これらの方法では高価な機械の使用，あるい
は煩雑な操作などの問題点があり，一般的な臭素酸カ
リウムの測定法として普及するに至っていない。その
ため，小麦粉から臭素酸カリウムを日常業務に対応可
能な簡易測定法が望まれている。これらのように，測
定法の開発を余儀なく求められている背景には，小麦
粉およびパンから臭素酸カリウムを抽出する際の試験
溶液の濁りがひどいことに根本的な問題がある。
　そこで著者らは，小麦粉およびパンから臭素酸カリ
ウムを抽出する方法として透析膜を使用し，測定法と
しては滴定法による簡易法を検討したところ，良好な
結果を得ることができたので報告する。

　小麦粉中の臭素酸カリウムに関して，日常業務に対応可能な簡易測定法が望まれている。そこで，小麦粉から
臭素酸カリウムを抽出する操作として，透析による方法を考案した。その結果，ほぼ中性液で 7～ 8時間で透析
することにより小麦粉中の臭素酸カリウムは90％以上抽出することができた。さらに，得られた抽出液は混濁し
ていないため，従来からルーチンワークに繁用されていたヨウ素滴定法で測定が可能となった。本方法による小
麦粉に添加した臭素酸カリウムの回収実験では平均回収率89.8～90.0％であった。したがって，本測定法は小麦
粉およびパン中の試験法として十分適用できることが認められた。この方法により，市販の小麦粉10試料および
パン10試料について市場調査したところ，すべての試料で臭素酸カリウム検出はされず，小麦粉原料による最終
製品には検出してはならいという食品衛生法の基準をほとんどの市販製品で満たしていることが裏付けられた。

研究ノート

小麦粉およびパン中の臭素酸カリウムの簡易測定法の検討
Studies on a Simple Analytical Method for Potassium Bromate in Wheat 

Flour and Bread

武　藤　　　隆・秋　山　佳　代・野　原　健　吾・福　田　　　馨・田　中　章　男

キーワード：臭素酸カリウム，品質改良剤，小麦粉，パン，透析
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　Ⅱ．実験方法

1．試料
　さいたま市内で市販されている小麦粉10社製品（強
力粉 5個および中力粉 5個）および食パン10社製品に
ついて検査を行った。

2．試薬および透析膜
　臭素酸カリウム標準溶液：和光純薬製（特級）の
100mgを100mℓのメスフラスコに精秤し，蒸留水を
加えて溶解し100mℓにメスアップした。この標準液
の 1 mℓは臭素酸カリウム 1 mgを含む。
　0.01mol/ℓチオ硫酸ナトリウム溶液：和光純薬製の
容量分析用（F＝1.0）をそのまま使用した。
　10％ヨウ化カリウム溶液：ヨウ化カリウム10gを蒸
留水100mℓに溶解した。
　10％硫酸溶液：濃硫酸（95％）5.7mℓを蒸留水
100mℓに撹拌しながら加える。
　 3％モリブデン酸アンモニウム溶液：モリブデン酸
アンモニウム（和光純薬製；特級） 3 gを蒸留水100m
ℓに溶解した。
　デンプン試薬：デンプン（和光純薬製；特級） 1 g

を冷水10mℓとよくすり混ぜ，これに熱湯200mℓ中
にかき混ぜながら徐々に加え，液が半透明になるまで
煮沸する。放冷し静置した後，上澄み液を用いる（用
時調製）。
　透析膜：Visking社製の直径 3～ 4 cmのものを，長
さ約30cmに切断して両端を細ひもでしばって袋状と
する。

3．試験溶液の調製
　小麦粉40gを精秤し，これを先述の透析膜に入れ，
これに蒸留水50mℓを加えてよく混和し，膜の上端を
しばって密封し，これをあらかじめ蒸留水200mℓを
入れた内容500mℓのメスシリンダー中に入れ，膜内
の液面と外液の液面が同じ高さになるようにする。そ
の後，この透析膜はときどき揺り動かしながら室温で
7～ 8時間放置して透析を行う。その後，外液の一定
量をとり測定試料液とする。

4．定量法
　試験溶液50mℓ，蒸留水50mℓを200mℓの共栓付三
角フラスコA，Bにそれぞれとり，各フラスコに10％
硫酸溶液10mℓおよび10％ヨウ化カリウム溶液10mℓ

を加え，ただちに 3％モリブデン酸アンモニウム溶液
2～ 3滴を加えて振り混ぜ，密栓して暗所に10分間放
置した後，デンプン試薬を指示薬として0.01mol/ℓチ
オ硫酸ナトリウム溶液で滴定する。このとき，フラス
コAについての滴定値をVmℓ，フラスコBについての
滴定値をV 0mℓとして次式より試料中の臭素酸濃度
を求める。

臭素酸濃度（ppm）＝{0.2149×（V－V 0）×F×1000
× 4 }÷試料採取量（g）
Fはファクター

　Ⅲ．実験結果および考察

1．透析時間の検討
　透析膜に50mℓの蒸留水を入れ，これに臭素酸カリ
ウム標準溶液 2 mℓを入れて， 3の方法に準じて装置
し透析時間として30分間から12時間までを検討した。
　その結果，図 1にみられるように， 5時間以上でほ
ぼ小麦粉からの臭素酸カリウムの透析は一定となっ
た。一方，小麦粉量40gについて同様な時間にわたっ
て検討したところ，12時間以上透析を行った場合には
透析液が濁ったため，その後の滴定にかなり支障を与
え測定値に影響した。したがって，実際の試料を測定
する際の透析時間は 7時間から 8時間とした。
　

2．透析における試料量の検討
　透析する際の小麦粉量により臭素酸カリウムの透析
率に影響があると考えられるので，試料量として 5 g，
10g，20g，40gおよび50gについて， 3の方法に準じて
透析し，臭素酸カリウム標準溶液 2 mℓを加えてそれ
ぞれの回収率を検討した。その結果，表 1にみられる

図 1　臭素酸カリウムの透析時間の検討
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ように， 8時間透析した場合で40gまでは臭素酸カリ
ウムの回収率，すなわち透析率はほぼ良好であったが，
50gでは低下した。したがって，実際の透析に使用す
る小麦粉量としては40gが適当量とした。

3．透析補助液のpHの検討
　臭素酸カリウム標準溶液 2 mℓと10％の塩酸水溶液
あるいは水酸化ナトリウム水溶液でpHを1.0から12.0
までを調整した透析補助液50mℓを混合し，さらに正
確に再調整したそれぞれの液について 8時間透析し
た。その結果，図 2にみられるように，ほぼ中性域で
の透析率がよいように考えられた。

4．検量線の検討
　臭素酸カリウム標準溶液0.1から 5 mℓをとり，こ
れについて，直接に測定した場合，また試料を使用せ
ず蒸留水50mℓに各量の標準溶液を加えて透析した液
について測定した場合，さらに小麦粉量40gを蒸留水
に混合し，各量の標準溶液を加えて測定した場合につ
いてそれぞれの検量線を求めた。その結果，図 3にみ
られるように，いずれの場合でも直線性があることが
認められた。

5．添加回収実験
　小麦粉40gに臭素酸カリウムを 1 mgと 3 mgを添加

して， 3の方法に準じて回収率を求めた。添加回収実
験は 4回繰り返して行った．その結果，表 2にみられ
るように，1 mg添加では89.6から91.1％の範囲であり，
平均回収率は90.0％， 2 mg添加では88.6から90.9％の
範囲であり，平均回収率は89.8％であった。

6．市販品調査
　今回の報告により検討された方法で，さいたま市内
で市販されている小麦粉10社製品（強力粉 5個および
中力粉 5個）および食パン10社製品について臭素酸カ
リウムを測定したところ，すべての試料で検出されな
かった。最終製品には検出してはならいという食品衛
生法の基準を満たしていることが確認された。

　Ⅳ．まとめ

　 1．  小麦中の臭素酸カリウムの抽出法として，透析

表 1　小麦粉中の臭素酸カリウム透析に
おける試料量の検討

小麦粉の量（g） 5 10 20 30 40 50

回収率（％） 90.1 89.8 91.1 90.4 90.0 81.0

図 2　小麦粉中臭素酸カリウムの透析における
pHの影響

図 3　小麦粉中の臭素酸カリウム透析における検討
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表 2　小麦粉中における臭素酸カリウムの回収率

添加量（mg） 回収率（％） 平均回収率（％）

1

90.2

90.0
89.2

91.1

89.6

3

88.6

89.8
90.4

89.2

90.9
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を利用することにより，従来の方法より透明な
抽出液が得られた。

　 2．  透析時間は 7～ 8時間で良好な結果が得られた
が，小麦粉に入れて透析すると12時間以上にな
ると濁るため，透析後は直ちに測定することが
望ましいことが分かった。

　 3．  検量線は直線的であることから，臭素酸カリウ
ムは定量的に透析され，透析補助液の液性はほ
ぼ中性でもよいことから蒸留水を使用した。

　 4．  添加回収実験では 1 mg添加で平均90％， 3 mg

添加で平均89.8％であり，回収率はいずれもほ
ぼ一定であったが，かならずしも良好な結果と
いえなかった。しかし，小麦由来の濁りのない
抽出液を得るという目的は達成することができ
た。

　 5．  本報告の測定法を用いて，市販の小麦粉とパン
製品のそれぞれ10社製造の試料について分析し
た結果，いずれも臭素酸カリウムは検出されな
かった。日高ら17）は，臭素酸カリウムを小麦
粉に65ppm以下の添加では製品であるパンには
わずか 1 ppmの残存量しか認めておらず，また
100ppm以上の添加ではかなりの量の残存が認
められることを報告している。パンの製造過程
では加熱するため，この際にはかなりの臭素酸
カリウムが分解することが原因であると考えら
れている。そのため，原料である小麦粉に臭素
酸カリウムが添加されているにもかかわらず，
市販のパンに臭素酸カリウムが検出されなかっ
たのではないかと推察された。

　以上のことから，本測定法は小麦粉およびパン中の
臭素酸カリウム試験法として日常試験に十分適用でき
るものと考えられる。
　なお，本研究において開示すべきCOIはない。

　Ⅴ．参考文献

1 ）  河内　卓：臭素酸カリウムの変異原性，昭和51年
度厚生省がん研究助成金による研究報告書1976；
744－755．

2 ）  Kurokawa,Y., Hayashi,Y., Maekawa,A.,Takahashi,M., 

Kokubo,T.：Intro-ductuion of renal cell tumors in 

F-344 rats by oral administration of potassium bro-

mate, a food additive.Gann 1982；73：,335－338．
3 ）  WHO：Evaluation of certain food additives and 

naturally occurring toxicants（Thirty-ninth report 

of the Joint FAO/WHO Expert Committee on Food 

Addi t ives） 1992；WHO Technica l  Report 

Series,No.828．
4 ）  IARC：Some Chemicals that Cause Tumourts of 

the Kidney or Urinary Bladder in Rodents and 

some Other Substances Monographs on the Evalu-

ation of Carcinogenic Risks to Humans 1999；Vol-

ume 73．
5 ）  厚生省食品化学課：臭素酸カリウム，食品中添加
物分析法（第 4集）1982；14－20．

6 ）  厚生省食品化学課：ガスクロマトグラフィーによ
る食品中の臭素酸塩定量法，食品衛生研究1978；
28：1071－1074．

7 ）  小山田則孝，久保田かおる，上野清一，石崎睦雄：
ガスクロマトグラフィーによる食品中の臭素酸カ
リウムの定量法．食品衛生学雑誌1983；24：563
－568．

8 ）  三橋孝夫，足立一彦，金田吉男：ガスクロマトグ
ラフィーによる食品中の臭素酸塩定量法．食品衛
生学雑誌1988；29：301－305．

9 ）  永山敏廣，西島基弘，上村尚，安田和男，斉藤和
夫，井部明弘，牛山博文，直井家尋太：薄層クロ
マトグラフィー・デンシトメトリーによる食品中
の臭素酸カリウムの分析法．食品衛生学雑誌
1982；23：253－258．

10）  渡辺　功，田中涼一，樫本　隆：イオンクロマト
グラフィーによる臭素酸カリウムの分析法．食品
衛生学雑誌1982；23：135－141．

11）  日高利夫，桐ケ谷忠司，上条昌弥，鈴木幸夫，河
村太郎：陰イオン交換樹脂カラムー比色法による
臭素酸カリウムの分析法．食品衛生学雑誌1983；
24：376－382．

12）  毛利孝明，西岡千鶴，石川英樹，黒田弘之：高速
液体クロマトグラフィーによる食品中臭素酸カリ
ウムの分析法．食品衛生学雑誌1985；26：260－
265．

13）  厚生労働省食品保健部基準課：食品中の臭素酸カ
リウム分析法について．食基発第0304001号，
2003.3.15．

14）  尾崎成子：ポーラログラフィーによる食品中の臭
素酸塩の定量のための予備的研究．一橋論叢
1994；111：603－616．

15）  厚生省食品化学課：パン中の臭素酸カリウムの添
加物分析法について　衛化発第119号，1997.9.12．



65

P65

小麦粉およびパン中の臭素酸カリウムの簡易測定法の検討

16）  秋山卓美，山中理子，伊達由紀子，久保田浩樹，
長岡　恵，川崎洋子，山崎　杜，四万田千佳子米
谷民雄：IC/ICP-MSによるパン中臭素酸カリウム
の特異的分析法．食品衛生学雑誌2002；43：348
－351．

17）  日高利夫，桐ケ谷忠司，上条昌弥，鈴木幸夫，河
村太郎：パン及び魚肉ねり製品中の臭素酸カリウ
ムの残存と挙動について．食品衛生学雑誌1983；
24：383－389．



P66



67

P67

　Ⅰ．はじめに

　これまでの英語指導を振り返ると，語彙と文法指導
を基にした言語活動による英語力向上といった積み上
げ方式が主流であった。そのため，必要な言語活動が
不足しがちで，目標とする英語力が身につていない現
状があった。そこで，まず達成すべき英語力（英検）
を明確に設定し，その目標を分析した下位目標（Can-

do）を具体的にした年間計画を作成した。そして，
その達成目標を踏まえた魅力ある授業を展開しつつ，
達成度（英検の結果）を定期的に確認しながら指導法
の改善に取り組んでいこうと考えた。

　Ⅱ．研究の方法

1．研究対象
　国際学院中学校 1年生15名（男子 8名，女子 7名）

2．研究推進の環境
　本研究は，15名の生徒に 3人の教師（ 1人はALT）

で週 7時間の授業，加えて英語を実際に使用できる場
面が多いユネスコスクールなど，理想的な環境の下で
推進した。

3．研究の仮説
　以下のようなPDCA Cycle 2 ）に沿って行動すれば，
目標は達成できるであろう。

（１）Plan
達成目標を踏まえた指導計画を作成
し、かつ指導方針を樹立する。

（２）Do
達成目標を踏まえた魅力ある学習指導
を展開し、かつ指導戦略を研究する。

（３）Check
学力の達成度や関心態度を評価し、学
力と共に主体的な態度を向上させる。

（４）Action
具体的な改善策を立て、次の行動に移
す。

　本校英語科では，平成25年度国際学院中学校教育活動方針1）を踏まえ，難関大学に合格できる英語力に加え，
国際社会に通用するコミュニケーション能力の育成を目標と位置付けた。具体的には，中高一貫校終了時にリス
ニングや筆記試験に加え面接試験が含まれる実用英語技能検定試験（以下英検と略記）準 1級に全員合格させる
ことを当面の目標とした。特に，本年度は研究初年度のため，本校独自の指導法（国際メソッド）を確立しつつ，
1年生全員に基礎学力の完全習得（英検 4級合格）を実現させたいと考えた。

中学校英語科における達成目標を明確にした指導法の研究
（1年次）

Research on the teaching method that clarifi es the achievement goal of 
English competence in Junior high school（1st year）

江　川　澄　男・塚　原　昌　子1）

キーワード：目標設定，Can-do list，PDCA，国際メソッド，評価と対策

研究ノート

1）国際学院中学校高等学校　教諭
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　Ⅲ．具体的な研究の推進

1． 達成度を踏まえた指導計画の作成及び指導方針の
作成（Plan）

　標記の目標を実現するため，教科経営に関する指導
方針の樹立の下，達成度を踏まえた指導計画や指導戦
略を作成するとともに，生徒の知的成長を踏まえた支
援策を立てた。
（ 1）達成目標（Can-doリスト）の設定
　中学校学習指導要領3），文科省「外国語教育におけ
るCan-doリストの手引き」4），英検Can-doリスト5）

を踏まえ，本校独自の達成目標を設定した。

（ 2）指導戦略（Strategy）の具体化
　達成目標を実現するためには，具体的な指導戦略が
必要である。特に，指導内容・生徒の知的成長・多彩
なアプローチ・全体的なバランス等を踏まえ，指導戦
略を立案した。

（ 3）英語関連行事の具体化
　指導計画にメリハリを付けるため，英語関連行事を
具体化した。特に，定期考査や英検に向けての準備に
加え，ユネスコ活動との関連を踏まえて立案した。

（ 4）生徒の知的成長への支援策
　生徒の自ら学ぶ力を育成するため，模倣期・訓練期・
自覚期・自立期を設定した。

（ 5）教科経営に関する指導方針の樹立
　本校の特色や生徒の実態を踏まえ，常に“組織的な
教科経営”を推進する。

4．全体構想“国際メソッド”
　本校のグローバルリーダーの育成と本研究との関係は図 1のとおりである。

!"#Do!"#$%&'()*+,-./012 

!$#Plan!3456*()789():;*<42 

!%#=>?@A!&#-BCDEF*GH2I

!JKLM()NO2I

PQRSTUI

&'() 

!*#Action!VNWXYZ[2I

図 1　本研究の全体構想図
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（６）一貫部６年間の全体指導計画
目標／行事 指導戦略（Strategy） 達成目標（Can-do）

1 st

模倣期
＜目標＞
＊英検４級
＊GTEC（260）

＜週７時間の授業＞
＊リスニングや高速カードによる直解力の育成
＊母国語の言語習得に即した基本的表現力の育成
＊映像教材や電子黒板を利用した文法力の育成
＜ALTのプライベート・レッスンによる英会話教室＞
＊フォニックスや外国教材による文字言語の習得
＊オーラル・プラクティスによる即応力の育成

＜英検／GTEC対策の英語力＞
＊語彙600と基本的文法力
＊英語を直接理解する音感や態度
＊自主的学習の習慣形成
＜Communicationの基礎力＞
＊正確な発音やイントネーション
＊自然な言語に伴う感情表現

2 nd

訓練期
（ 1）

＜目標＞
＊英検３級
＊GTEC（360）

＜週６時間の授業＞
＊理論的メソッドによる文法指導
＊インプット・ドリルによる英語脳の育成
＊ 辞書／発音記号の指導による自主的学習態度の育成
＜ALTのプライベート・レッスンによる英会話教室＞
＊チャット活動による基本的会話法の習得
＊ インタラクティブな会話による基礎的会話力の育成

＜英検／GTEC対策の英語力＞
＊語彙1500と中学レベルの文法力
＊５W 1 Hを瞬時に把握する読解力
＊話の流れを把握するリスニング力
＜Communicationの基本力＞
＊多様な質疑への適切な即答力
＊身近な話題での自己表現力

3 rd

訓練期
（ 2）

＜目標＞
＊英検準２級 
＊GTEC（410）

＜週６時間の授業＞
＊単語ターゲットによる計画的語彙力の育成
＊黙読／音読／速読による読解力の育成
＊スパイラル・ラーニングによる基礎力の向上
＜ALTのプライベート・レッスンによる英会話教室＞
＊Why…･?　Because…の質疑応答の訓練
＊話題を広め／深めるディスカッション活動

＜英検／GTEC対策の英語力＞
＊語彙2500と高 1レベルの文法力
＊言葉の適切さを判断する語感
＊要点や概要を把握する読解力
＜Communicationの応用力＞
＊自分の意思を端的に表現する力
＊話の内容に即した会話力

4 th

自覚期
＜目標＞
＊英検２級
＊GTEC（510）

＜週８時間の授業＞
＊英検CATによる自主的学習態度の育成
＊外国教材の多読による読解力の育成
＊暗記／暗写／自己採点による総合力の育成
＜ALTのプライベート・レッスンによる英会話教室＞
＊定型会話による応答訓練
＊Speech／質疑応答／意見交換の会話訓練

＜英検／GTEC対策の英語力＞
＊語彙3500と高２レベルの文法力
＊適切な文の構成を実現する作文力
＊文の論理的展開を把握する読解力
＜Communicationの表現力＞
＊話の流れに即した会話力
＊話し手中心の会話での表現力

5 th

自立期
（ 1）

＜目標＞
＊英検２級
＊GTEC（550）

＜週10時間の授業＞
＊プレ・イン・ポストリーディングの継続実施
＊英文日記や創作エッセイによる表現力の育成
＊楽しさを味わいつつ30万語を突破の多読
＜ALTのプライベート・レッスンによる英会話教室＞
＊Out Put Drill（瞬間英作文）による表現訓練
＊Listening／質疑応答／意見交換の会話訓練

＜英検／GTEC対策の英語力＞
＊語彙5000と高３レベルの文法力
＊要点を把握し端的に表現する作文力
＊類推力や推察力を生かした読解力
＜Communicationの即戦力＞
＊ALTや外国の友人との日常的会話力 
＊聞き手中心の会話での即応力

6 th

自立期
（ 2）

＊英検準１級
＊GTEC（590）
＊大学入試

＜週10時間の授業＞
＊ベネッセ模試や河合塾サテライトによる課題把握
＊選択制コース別学習による総合力の育成
＊精読／音読／シャドウイングによる英語脳の育成
＜ALTとJTEによる放課後講習＞
＊個人カルテと課題に即した個別指導
＊長時間リスニングや長文精読の実施

＜難関大学突破の英語力育成＞
＊内容把握や表現の即応力
＊センター試験の完全制覇
＊難関大学突破の要約力
＜Communicationの日常化＞
＊社会問題や環境問題の簡単な討議
＊校内「英語村」での日常生活

<行事＞
＊ユネスコ体験
＊スキットコンテスト
＊「英語村」体験

<行事＞
＊マレーシアキャンプ
＊進研模試
＊音読コンテスト

<行事＞
＊「英語村」体験
＊音読マラソン
＊スピーチコンテスト

<行事＞
＊リスニングマラソン
＊カナダ語学研修
＊夏季講習

<行事＞
＊センター模試
＊夏季講習
＊TOEFL指導

<行事＞
＊入試合宿
＊各種模試
＊直前指導
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（ 7）H25 年度中学校「第 1学年指導計画」
教科行事 英語Ⅰ（理解・定着・表現） 指導戦略／言語活動 達成目標（Can-Do）

４
月

実態調査 New Treasure　Stage 1
＊アルファベット
＊英語の挨拶、単語の読み
＊英文を書くときのルール
＊Classroom English

＊フォニックスによる音と文字の一体化
＊英語の歌／ゲームによる意欲の高揚
＊高速絵カードによる語彙力の強化
＊英会話のし方／応答の基本練習
＊宿題の徹底による家庭学習の日常化

L：Classroom Englishに反応できる。
S：日常の挨拶や自己紹介ができる。
R：Alphabetが読め・書ける。
W：50個の単語が読めて書ける。
関心：英語に関心を持ち、宿題が完遂できる。

５
月

JICK見学
中間考査

Lesson１（be 動詞）
＊be 動詞の疑問文と応答
＊単数主語のbe動詞
＊anの使い方／This・That
＊He（She）is～の否定文

＊Listeningによる絵探しゲーム
＊Role Playによる仮想体験
＊音声と文字によるPattern Practice
＊My familyの内容理解と音読
＊Communication Gap Gameの活用

L：100個の単語が聞き取れる。
S：基本的な電話の会話ができる。
R：本文が読めて暗唱できる。
W：Beの英文で家族の紹介が書ける。
態度：ALTと積極的に会話しよとする。

６
月

Spelling 
Contest
英検

（ 5級）

Lesson２（単数と複数）
＊What is～?／形容詞
＊名詞の複数形／代名詞
＊複数主語の疑問文・否定文
＊Who is～?／A or B

＊Picture Cardの表現力育成　
＊謎々ゲームの作成と実施
＊Sentence Orderゲームの活用
＊グループ活動によるゲームの作成
＊英語と日本語の発想や表現の相違

L：200単語が聞き取れる。
S：Who am I?のGameが楽しめる。
R：READが読めて暗唱できる。
W：Who am I?の英文が 5個書ける。
態度：Gameを協力して表現しようとする。

７
月

期末考査
英語合宿
夏季講習
（Ⅰ）

Lesson３（一般動詞）
＊一般動詞
＊一般動詞の疑問文と否定文
＊Someとanyの区別
＊ What do you…･?

＊帰納的導入による疑問文の理解
＊音声ドリルと場面使用による定着
＊黙読／Close Test／音読による定着
＊ALTの日常生活に関する時刻調べ　
＊関心態度の評価/積極的表現の推奨

L：疑問文の要点が聞き取れる。
S：Wh-?文を用いて質問できる。
R：本文が読めて暗唱できる。
W：私の 1日を英文で書ける。
態度：自分の感想を適切に伝えようとする。

８
月

夏季講習
（Ⅱ）

Lesson４（命令文／can）
＊命令文／Let’s 
＊一般動詞の否定命令文
＊canを用いた文
＊１学期の内容の復習

＊命令文を用いてのロボットゲーム
＊命令文の多様な言語機能の理解
＊Oral Introductionによる概要把握
＊暗記/暗写/自己採点による総合力育成
＊身近で簡単な表現の提示

L：命令文を聞き即ジェスチャーができる。
S：命令文を用いて指示・激励ができる。
R：READの概要を把握できる。
W：場面に即した命令文が書ける。
態度：英語だけで 1日を過ごそうとする。

９
月

校内実力
コンテスト

Lesson５（３人称単数）
＊一般動詞（三単現のｓ）
＊第４文型SVOO）
＊Wh疑問文
＊頻度を表す副詞

＊Wh疑問文の十分な理解と定着
＊アニメに関するWh疑問文の作成
＊Chat練習による言語機能の確認
＊内容把握のためのQ&A Practice
＊Who is this person?の活用

L：Wh疑問文の要点が聞き取れる。
S：１つの話題に４のWh疑問文が言える。
R：READの本文を速読できる。
W：アニメへの質問状が書ける。
態度：授業に課題意識を持って臨もうとする。

10
月

スタディー
サポート

Spelling Contest
英検Ⅱ

（ 5 / 4 級）

Lesson６（疑問詞２）
＊Whose…･？
＊ 所有代名詞／～’s（～のもの）
＊How many..?／How much
＊疑問形容詞whatとwhich

＊Situation 設定での目標文理解
＊TRによるShadowing
＊Story Tellingによる理解確認
＊READによる速読訓練
＊Whose is..?のQuizゲーム

L：本文の概要が聞き取れる。
S：スポーツに関しWhoseで質問できる。
R：READを速読し暗唱できる。
W：場面に即した命令文が書ける。
関心：外国文化を積極的に学ぼうとする。

11
月

中間考査
Ⅰ
 

Lesson７（現在進行形）
＊現在進行形
＊現在分詞
＊現在進行形の疑問文と否定文
＊現在形と進行形の違い

＊日本語と英語の比較による時制の理解
＊Situationによる電話応答の基本理解
＊Situation Drillによる言語機能の理解
＊READの黙読・音読・暗唱 
＊映像での米の学校生活の紹介

L：READの概要が聞き取れる。
S：簡単な電話応答ができる。
R：本文の内容を理解し要約できる。
W：場面に即した現在進行形が書ける。
関心：英語独特の表現を積極的に学ぼうとする。

12
月

GTEC
中間考査
Ⅱ

Lesson８（一般動詞の過去形）
＊ 一般動詞の過去形（規則動詞）
＊ 不規則動詞
＊過去形の疑問文／Wh-疑問文
＊不規則動詞の疑問文

＊Be動詞と一般動詞の違いと類似点
＊基本的不規則動詞の導入
＊宝探しゲームによる基本文の定着
＊VTRによる概要把握
＊映像と音声によるユネスコ紹介

L：本文の内容を聞取り要点が指摘できる。
S：Chatを通し過去形で会話できる。
R：READの概要を要約できる。
W：ユネスコ体験の感想が書ける。
態度：ユネスコ活動に積極的に参加しようとする。

１
月

Spelling 
Contest 
英検Ⅲ
（ 4級）

Lesson９（be動詞の過去形）
＊be動詞の過去形
＊be動詞の否定文／疑問文
＊特別用法のit（時間・天候）
＊過去進行形

＊日本語と英語の時制表現の相違
＊Role Playによる基本文の理解
＊READのClose Testによる内容把握
＊英文日記を通しての基本文の定着
＊映像でのアジア諸国のお正月紹介

L：Role Playの概要が聞き取れる。
S：Role Playを延長して会話できる。
R：READの概要を瞬時に把握できる。
W： 5文以上の英文日記が書ける。
態度：日本文化を積極的に伝えようとする。

２
月

統一模試
Speech 
Contest 

Lesson10（未来形）
＊be going toを用いた文
＊be going toの疑問文
＊How..?　／How long..

＊Q&A Practice による応答練習
＊Dramatizationによる感情表現練習
＊Skitによる相づちの打ち方練習
＊Oral Introductionによる導入
＊READの精読／音読／暗唱／暗写

L：Wh疑問文を即座に聞き分けられる。
S：今後の予定を５つの英文で伝えられる。
R：READの概要を 5分で把握できる。
W：READの感想を 5つの英文で書ける。
態度：自分の感想を積極的に伝えようとする。

３
月

GTEC
（260）  
期末考査

Lesson１１（助動詞）
＊willを用いた文／疑問文
＊canを用いた文／疑問文
＊mustを用いた文／疑問文
＊疑問詞を用いた疑問文

＊Speechの書き方・発表の仕方練習
＊依頼／許可／義務の表現と応答練習
＊本文の精読／音読／暗唱／暗写
＊Oral Introductionによる導入
＊READの精読／音読／暗唱／暗写

L：相手のSpeechの概要が理解できる。
S：相手のSpeechに質問できる。
R：READの概要と要点が把握できる。
W：私の夢をテーマにSpeechを書ける。
態度：自分の意見を進んで表現しようとする。
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2． 達成目標を実現する魅力ある学習指導の展開

　 　各生徒に達成目標を完全に習得させるため，各授
業を実施する場合にもPDCAサイクルの手法を取り
入れた。

　（ 1）一貫した指導法方針と指導体制の下，
　（ 2）授業準備を万端に行い（Plan）
　（ 3）魅力ある授業を展開（Do）し，
　（ 4）生徒の達成度を把握（Check）しつつ
　（ 5）次への課題を具体化（Action）した。

（ 1）指導方針の樹立

〇 “ユネスコ活動に積極的に参加”させ，生徒の国
際性や学習意欲を向上させる。
〇 Speech Contestに参加させ， 1年生も“質の高い
課題（Speech）”に挑戦させる。

〇 “表現活動（Speech, Cont. Presentation, Conver-

sation）”を機会あるごとに行う。
〇 極力“授業は英語で指導”するとともに，“文法指
導も系統的”に行う。
〇 “新たな指導法を積極的に”取り入れ，生徒の実
態に即して“授業形態を変更”する。
〇 生徒の自主的・主体的な態度を支援し，達成感
のある授業展開を心掛ける。

（ 2）準備万端の授業準備（Plan）
　生徒の実態・教材・達成目標を踏まえ学習過程を
Work Sheetとして作成した。また，補助教材として
Power Pointを作成し，Communication活動や文法理
解に役立てた。

（ 3）魅力ある授業の展開（Do）
　まず，生徒の実態を踏まえて“望ましい雰囲気作り”
を心掛けつつ，全生徒が“分かり楽しめる授業”の工夫
を心掛けた。特に，学習活動への生徒の積極的参加を
促すため，生徒の特性を生かした教材作り，サブ・テ
ィーチャーとしての生徒の活躍，グループリーダーと
しての役割など，生徒が自主的に取り組める学習活動
を工夫した。

（ 4）生徒の理解度の把握（Check）

　 　学習過程に必ず理解度の点検を加え，必要に応じ
て補足説明や個別指導を行った。特に，生徒の表情，
進度・挙手・質問の状況，確認テストの結果等から
生徒の理解度を把握し，必要に応じて補足説明を行
った。また，机間指導を 3教師により細やかに行い，
適宜個別指導やヒントカードを手渡した。

（ 5）課題の明確化（Action）
　授業後，担当教師から意見を聞き生徒の理解度や今
後の課題を明確化するとともに，次の授業の役割を分
担した。
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図 2　魅力ある学習指導を実現する全体構想図

図 3　学習過程における理解度の確認
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3．達成目標を完全取得させる指導戦略の研究

　　目標達成を実現するために，
　（ 1）Quick Responseする態度
　（ 2）基礎学力の定着
　（ 3）生きた言葉としての理解定着
　（ 4）Communication能力の育成
　（ 5） 4技能力の育成
　（ 6）基本的な学習習慣を形成
　などの指導戦略を研究し，実践を重ねた。

（ 1）Quick Response する態度を育成する指導戦略
　Communication活動は素早い聞取りと素早い応答が
基本であり，常にQuick Response（即応）する態度や
能力が求められる。しかし，従来の指導には様々な課
題があり，音声言語能力に俊敏に反応できない態度で
あった。そこで，通訳訓練法の 1つであるQuick Re-

sponseを様々な学習活動に取り入れ，生徒の音感や即
応する態度を育成してきた。具体的には，Quick Re-

sponse Gameの計画的実施，高速Flash Cardの活用　
高速音読の日常化，高速Q&A Practiceの活用などを行
ってきた。

（ 2）基礎学力を定着させる指導戦略
　全生徒が英語を「分かる」「読める」「書ける」よう
にするため，毎時間ごとの復習（スパイラル学習）を
継続した。特に，記憶の特性や授業の雰囲気作りを踏
まえ，音読指導を継続した。また，達成度を明確にし
た指導カルテを活用し，一人一人の生徒の達成度や課
題を明確にしながら学習活動を進めた。更に，定期考
査への準備学習（リターン学習）を万端に行い，“や
ればできる”といった達成感を味わわせた。
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図 4　指導戦略研究の構想図

＜音読の評価＞

（達成度）◎：Very good、〇；Good、△：OK、×：Bad  月／日 月／日 月／日

Level １ She/he can barely read it.
（何とか読める）

Level ２ She/he can read it clearly.
（はっきり読める）

Level ３ She/he can read it fl uently.
（スラスラと読める）

Level ４ She/he can read it while understanding the meaning.
（意味を理解しながら読める）

Level ５ She/he can read it with the correct intonation and pronunciation.
（正しい発音やイントネーションで読める）

Level ６ She/he can read it emotionally.
（感情豊かに読むことができる）
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（ 3）“生きた言葉”として理解定着を図る指導戦略
　伝統的指導法の長所と短所を踏まえ，言語の使用場
面や言語機能を踏まえた目標言語の導入，対比や系統
性を踏まえた言語理解，Pattern Practice，感情表現
練習を行った。
　特に，Power PointをBIG PADで投影し，目標文の
導入・紙芝居・類推音読・英訳ドリル・語彙指導を行
った。

（ 4）Communication能力を育成する指導戦略
　Communication能力を育成するため，対話形式のAll 

Englishの授業の下，日常会話を毎時間実施するとと
もに，表現活動を定期的に行ってきた。具体的には，
暗唱，自由英会話，ショート・コント，スピーチを生
徒に選択させ，機会（Open School，保護者会，文化
祭等）あるごとに発表させたり，校内スピーチコンテ
ストを実施したりした。

（ 5） 4技能力を育成する指導戦略
1）基本的な授業スタイル

学習過程 生徒の学習活動

導
入

1．Warming-up Quick Response Game／Daily Conversation

2 ．帯学習 T-F Quiz,／Dictation／Short Test／Daily Composition

＜展開＞ （文法中心の展開）
〇 既習事項の確認
〇 新出事項との関連
〇 プリント学習による定着
〇 Key Sentenceの表現練習

（本文の内容理解の展開）
〇 本文のListening＋Check
〇 Oral Introduction + T-F Test
〇 Q&Aによる内容確認＋和訳
〇 感想発表、音読、Shadowing

2 ） 4 技能育成の重点施策
Listening Speaking Reading Writing

活
動
内
容

〇Listening Test（毎週）
〇Listeningによる導入
〇Listeningの日常化

〇英会話教室（週 3回）
〇ALTとの日常会話
〇Flash Cardによる発話練習

〇音読マラソン
〇音読の評価
〇音読Contest

〇自由英作文
〇英作のShort Test
〇日常英作文

（ 6） 基本的な学習意欲・学習態度・学習習慣の形成
を図る指導戦略

　外国の人々と進んでCommunicateしようとする態度
を育成するため，ユネスコ活動への積極参加を勧めた。
また，望ましい学習態度を育成するため，授業におけ
る生徒指導を組織的に推進した。特に，家庭学習は英
語学習に不可欠なため，計画的に実施した。
　

4． 学力と関心態度に関する評価及び改善策の実施
（Check ＆ Action）

　学力に加えて関心態度を評価し，生徒の達成度や指
導法上の課題を多面的に把握した。また，同時に具体
的な改善策を立てて指導に当った。
（ 1）年間評価計画
　年間評価計画を作成し，定期的に指導法の改善や個
別指導を行った。

≪年間評価計画≫

４月 ５月 ６月 ７月 ９ 10 11 12 １ ２ ３

学力
考査 考査 考査 考査 考査

英検 GTEC 英検 英検 GTEC

態度 目標設定 自己評価 自己評価 自己評価 自己評価 自己評価
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（ 2）入学時の実態把握
　入学時にアンケート調査を行い，生徒の実態を把握
した。

＊本校のユネスコ活動に興味がある。　　　　　
＊英語の授業に高い関心を持っている。
＊学力は英検 5級が 1名で，個人差はない。　　
＊アルファベットは読めるが書けない。
＊英文はほとんど読めない。　　　　　　　　　
＊英会話教室への経験者は少ない。

　＜考察＞ この結果により，事前の英語習得能力に特
に配慮する生徒はいないと判断した。

（ 3） 定期考査（基礎学力）の達成状況からの課題把
握

1）定期考査作成の基本方針

＊ 定期考査を学力測定だけではなく，既習事項の
完全習得を図る機会と位置付ける。
＊ 問題作成は，理論的な観点（妥当性・信頼性・
経済性）や観点別評価を踏まえる。
＊ Listening Testを35％程度，文章問題を65％程度
とする。
＊ 復習を万全に行い平均80点を目標とし，生徒の
学習意欲の向上の機会とする。

2）定期考査からの達成状況と課題の分析
前期定期考査 観点別評価

課題の分析
中間 期末 表現力 理解力 知識 態度 評定
99 99 A A A A ５ 語感・理解力・表現力に優れた才能がある。
97 92 A A A A ５ 表現力・積極的な態度に優れている。
64 73 B A B B ４ 表現力に課題はあるが、国際交流に積極的。
83 89 A A A B ５ 語学力は抜群、積極的な態度に課題がある。
90 90 A A A B ５ 語学的な感性や読解力に優れている。
83 80 B A A A ５ 語学的な感性やListeningに優れている。
87 92 A A A A ５ 表現力や理解力に優れた才能がある。
81 79 B A A A ５ 知識・理解・態度はほぼ完璧である。
80 77 B B A A ４ 知識や理解は優秀。Listeningに課題がある。
98 98 A A A A ５ 表現力・理解力・感性に抜群の才能がある。
98 94 A A A A ５ 語学力・表現力・態度等完璧である。
56 42 B B B B ３ 着実な努力と取組が抜群。問題解決の速度に課題。
91 90 A A A A ５ 語学的な感覚や表現力に定評がある。
82 80 B A A A ５ 音感・発音・理解力に才能がある。
95 57 B B A B ５ 発音や理解力が抜群。即応力に課題がある。

（平均） 85.7 82.1

3 ）定期考査の結果を踏まえての具体的な改善策
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4 ）定期考査の結果を踏まえての考察
　定期考査（基礎学力）の平均点は83.9であり，観点
別の達成状況は表現力（81.3%），理解力（92.0％），
知識（92.0%），態度（86.7％）であった。この数値か
ら，生徒への指導法が適切であったことが判断できる。
特に，スパイラル・ラーニングやリターン学習など復
習を重点的に行ったため，知識の習得率が92.0%とほ
ぼ完璧であった。また，どの定期考査もListening部門

の正解率が90%以上を示していることから，Quick 

Responseを基本とする音声重視の指導が功を奏して
いることが分った。ただし，Communication活動を常
時行っている割には，表現力が81.3%と定着率が悪か
った。その原因は，音声では解答できるが文字では十
分に表現できなかったかったことであり，今後文字を
通しての表現力（Writing）の指導を改善する必要が
ある。

（ 4）英検の合格状況と課題把握
1）英検の合格状況　 　　　　　　　　　　　（  小学時代，  ： 1回目，  ： 2回目，  ： 3回目）

準 2

3 級

4 級

5 級

（生徒名）

2）英検の結果と 4技能の達成状況

Ｈ25年度 級 受験者 合格者 聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと

第1回（ 6 / 9 ） ５級 ５ ５ ◎　良好 ◎　良好 ◎　良好 〇　良

第 2回
（10 / 13）

５級 ９ ８ ◎　良好 ◎　良好 ◎　良好 〇　良

４級 10 10 ◎　良好 ◎　良好 〇　良 △　課題あり

第 3回
（ 1 / 26）

５級 １ 1 ◎　良好 〇　良 △　課題あり △　課題あり

４級 ５ ３ ◎　良好 ◎　良好 〇　良 △　課題あり

３級 ８ ６ ◎　良好 ◎　良好 〇　良 〇　良

3）英検の結果を踏まえての具体的な改善策

第１回英検（ 6 / 9 ） 第２回英検（10/13） 第３回英検（ 1 /26）

合格状況 ☆ 5級 5名 ☆ 4級10名、 5級８名 ☆ 5級 1名、4級3名、3級6名

達成と
課題

◎Listeningが良い。
●Readingに課題がある。

◎Listeningが良い。
●語彙力やReadingに課題がある。

◎Listeningが良い。
●語彙力やReadingに課題がある。

改善策
◎ 4級語彙指導の開始
◎音読の強化
◎Listeningの集中訓練

◎ 3級受験対策の開始
◎早朝講習の計画的実施
◎Reading指導法の見直し

◎ 弱点補強（Reading，Writing）
講座の開始
◎習熟度別指導の充実
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4 ）英検の結果を踏まえての考察
　聞くことや話すことは 5級から 3級まで好成績を収
めており，音声重視の指導が英検（外部評価）でも定
期考査（内部評価）と同様に反映されていることが分
かった。
　特に，Listeningはどの級も90%以上の得点率であり，
音感や理解力が確実に向上している。また， 1年生で
は未習の語彙や文法が出題される 3級の文章問題でも
80%程度の正解率を得ており，これまでの指導により
類推力が育成されていると判断する。ただし，書くこ
とは上級になるほど得点率が悪くなり，指導が不十分
なことが分かった。今後は，準 2級の内容を踏まえた
文法指導や作文指導が必要である。

（ 5） GTEC（Global Test of English Communication）
の結果と課題把握

　生徒の達成状況を客観的に把握するため，英検以外
にGTECを採用して検証している。
1）学力の達成状況

回 ３回目（ 2 / 8 ） ２回目（10/26）

受験者数 15名 15名

平均点 52.2 40.1

標準偏差 14.8 12.2

平均点偏差値 51.1 49.0

≪英語学習への意識≫

回 1年３回
（ 2 / 8 ） 

1 年２回
（10/26）

得　意 15.4% 20.0%

苦　手 15.4% 13.3%

2 ）学力偏差値の分布（表13）
１年３回（ 2 / 8 ） １年２回（10/26）

偏差値 単純 累積 単純 累積

64 1 1

62 1

60 1

58 2 3 1 1

56 1 4 3 4

54 2 6

52 3 9 2 6

50 1 10

48 10 1 7

46 1 11 2 9

44 1 12 2 11

42 1 13 2 13

40 2 15

38 2 15

3 ） 4 技能の達成状況
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4 ）英語に関する印象

回答内容 今回 前回

① 授業は分かり不安はない。 15.4% 33.3%

② 授業は分かるが、少し不安。 30.8% 20.0%

③ 不明点はあるがついていける。 38.5% 33.3%

④ 分からないことがあり、不安。 7.7% 13.3%

⑤ 授業についていけず、不安。 0.00% 0.00%

⑥ 授業に、あきらめかけている。 7.7% 0.00%

5 ）学習時間

今回 前回

授業日 休日 授業日 休日

39分 43分 44分 52分

6 ）GTECの結果分析と今後の対策
Total（全体） Reading（読むこと） Listening（聞くこと） Writing（書くこと）

（取得率） 275（62.5%） 92（54,1%） 116（68.2%） 66（66.05）

全国平均 254 79 106 68

分析

＊全国平均に比べ、
21点上回っている
が、学習量から見る
と不十分である。

＊学習量からみると
十分ではないが、全
国平均と比較する
と、まあまあの成果
である。

＊全国平均より10点
上回っており、得点
率が68.2%とまあま
あな状況にある。

＊取得率はまあまあ
であるが、全国平均
から見ると、満足な
結果とは言えない。

課題

＊まだ、 1年足らず
なのに大きな学力差
が生じている。

＊着実に読解力は付
いているが、難度の
高い読物に課題があ
る。

＊高得点者が多い
が、会話文に多少の
課題が残る。

＊得点を見ると、大
きな学力差が生じて
いることが分かる。

対策

＊個人差に応じた個
別学習や課題学習を
充実する。

＊難易度の高い読物
で日頃からReading
の授業を展開する。

＊今後も音声を重視
しつつも、言葉のつ
ながりに配慮させ
る。

＊条件英作文・自由
英作文・日記指導等
を充実させる。

7）GTECの結果を踏まえての考察
　学力面から見ると，クラスの平均点が全国平均に比
べ21点も上回っており，全体的な英語力が着実に身に
付いていることが分かる。この結果は，定期考査や英
検の結果と同様であり，指導法の効果や生徒の実態が
正確に把握できていると判断する。観点別に見ると
Listening（68.2%）は良いが，読むこと（54.1%）に
課題がある。また，Readingに関しては，問題の難易
度が生徒の実態に則していなかった。事実，出題に未
習事項が多く，多くの生徒が解答できていなかった。
　英語に対する印象では，望ましい態度を示す①②③

の項目の合計はほぼ横ばい（85%）であるが，授業を
諦めかけてきていると答えた生徒が7.7%（ 1名）おり，
十分に配慮する必要がある。家庭学習時間も 5分程度
減少傾向にあり，再度確認する必要がある。

（ 6）関心態度に関する自己評価
　教師が，日頃の学習活動で生徒に望む態度を全て伝
えることは難しい。そこで，教師の願いを一覧表にし
て，定期的に生徒に自己評価させることにより自主的・
主体的態度の育成に努めてきた。
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1 ）自己評価の観点
　評価項目として英語学習への積極的な参加や定期考
査への取組に加え，最終ゴールとなる自主的な家庭学
習や習慣形成も加えた。
2）自己評価の実施
　　評価計画に基づいて自己評価を行うと同時に，担

当教師によるカウンセリング的個別指導を行い，学習
意欲の向上に努めた。
3）自己評価の結果
　生徒の心境の変化を教師ばかりでなく生徒自身も理
解するとともに，「GTECの英語に関する印象」で指
摘された原因を具体的に把握することができた。

4）「関心や態度に関する自己評価」の実践例
１．英語学習への意欲・関心・態度
（ 1） 英語学習への意欲や関心はありますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） 英語力を日頃から向上させようとしていますか。
（ 3） 英語力は着実に向上していますか。
（ 4） 外国の人々との交流を積極的に図ろうとしていますか。
（ 5） 外国の文化や伝統に興味を持っていますか。
（ 6） 世界の平和と繁栄に貢献しようとする意識はありますか。
２．授業へ取組や意欲・態度
（ 1） 授業に真剣に取り組んでいますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） きちんと先生の話や他の生徒の意見を聞いていますか。
（ 3） Pair学習やGroup学習にきちんと取り組んでいますか。
（ 4） Print学習にきちんと取り組んでいますか。
（ 5） 学習したPrintをきちんと整理していますか。
（ 6） 授業運営に積極的に協力していますか。
（ 7） 授業中、先生に注意されるとことありませんか。
（ 8） ALTに英語で積極的に話しかけようとしていますか。
３．早朝講習や英会話講座へ参加
（ 1） 早朝講習に積極的に参加していますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） 英会話講座に積極的に参加していますか。
４．定期考査への準備と取組
（ 1） 定期テストで満点を取ろうとしていますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） 定期考査の準備をきちんと行っていますか。
（ 3） 出題範囲をきちんと復習していますか。
（ 4） 定期考査の結果に満足していますか。
５．英検・GTEC・Benesseへの取組
（ 1） 英検に合格しようとする強い意識はありますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） 英検合格に向けて日頃から準備を進めていますか。
（ 3） 英検に着実に合格していますか。
（ 4） GTECを受けて自分の実力をきちんと把握していますか。
（ 5） Benesseで自分の学力の状況を理解していますか。
６．家庭学習の取組や習慣形成
（ 1） 授業の予習や復習をしていますか。 5 4 3 2 1
（ 2 ） 宿題をきちんと取り組み、提出していますか。
（ 3） NHK基礎英語は聞いていますか。
（ 4） 日頃から英語学習を習慣づけていますか。

5）期間ごとの生徒の特徴

≪入学時≫
　積極的な発言，大
きな音読，授業への
協力，明るくて元気
な態度など，好スタ
ートを切ることがで
きた。

≪前期≫
　積極的な授業への
参加や学力向上など
申し分なかった。し
かし，夏休み前を境
に，学習意欲や学習
習慣の乱れた生徒が
出てしまい，個別指
導が必要になった。

≪後期≫
　早朝学習や英語関
連行事に意欲的に参
加するなど，積極的
な態度が見られた。
また，学力的に課題
のある生徒でも，英
語学習には熱心に取
り組んでいた。しか
し， 1部の生徒は学
力があるにもかかわ
らず，英語学習への
積極的な態度が薄れ
てしまい，個別指導
してもなかなか改善
が図れなかった。



79

P79

中学校英語科における達成目標を明確にした指導法の研究（1年次）

5 ）関心態度の評価に関する考察
　この評価を実施することにより，以下のことに取り
組めた。

〇 グローバル社会に求められるCommunicationの
手段としての英語を確認できた。
〇 英語の習得には，自立や学習習慣が必要という
ことを定期的に確認できた。
〇 生徒の態度を日頃から観察しているが，生徒の
自己申告からも確認できた。
〇 生徒の心境の変化を文書上で確認し，他の教師
と協議することができた。

　私達教師は，一人一人の生徒に達成目標を習得させ
るため，総力を挙げて取り組んできた。しかし，この
評価を通して学力の向上は望ましい態度がなければ決
して望めないこと，特に“生徒の知的成長を踏まえた
支持・支援の必要性”を改めて実感した。

　Ⅳ．研究の成果と今後の課題

1．研究の成果
　◎ 今年度の達成目標（英検 4 級合格）は86.7％
（13/15）であったが，英検 3 級合格者が 6 名
（40.0%）と予想以上の成果を上げることができ
た。

　◎ 学力差は次第に拡大しているが，全生徒が熱心に
学習に取り組んでいる。

　◎ 英語科における『国際メソッド』をほぼ確立する
ことができた。

2．今後の課題
　本研究を推進した結果以下の課題が明確になり，今
後も継続して取り組む必要がある。

〇 生徒の知的成長を踏まえた“自主的・主体的態
度を生かす授業”への転換
〇 個人（学習速度，特性，習慣）差の拡大を踏ま
えた“習熟度別学習指導”の充実
〇 質の高い授業を目指した“予習を中心にした授
業”への転換
〇 Communication能力を育成する“Interactive ex-

pression（相互交流表現）”の工夫

3．研究全体の考察
　 1人 1 人の生徒に達成目標を完全に習得させるに
は，本研究テーマ「達成目標を明確にした指導法」の
重要性を改めて実感した。具体的には，常に達成度を
意識して毎時間の授業を実施しつつ，達成目標を分析
した言語活動を 1つずつ出来るように指導してきた。
しかし，定期考査や英検等の結果を見ると指導の至ら
ない部分（ReadingやWriting）が必ず発見され，その
都度指導内容を改善することになり，PDCA Cycleの
必要性を実感した。
　また，当初の予想では英検 3級に必要な文法や語彙
が未習な段階では，合格は絶対にありえないと考えて
いた。しかし，生徒の音声言語に対する能力は予想以
上に優れており，Quick Responseを基本とした音声重
視の指導により基礎的な英語が言葉として定着し，類
推して問題を解答することができたと考える。
　なお，現在（H27.3.11）の英検取得状況は以下の通
りであり，国際メソッドが次年度も効果的であること
が分かった。
2級 準 2級 3級 4級 5級

1名
（7.1％）

8名
（57.1%）

13名
（92.8%）

14名
（100.0%）

14名
（100.0%）

　Ⅴ．おわりに

　この研究を振り返ってみると，正に“想定外のこと”
が多かったように思う。中学校創設に当たり，私たち
は準備万端で新入生を迎えた。そして，生徒にとって
魅力ある授業を展開すれば，全生徒の学力は同様（英
検 4級）に達成するであろうと想定（仮説を立てて）
していた。ところが，想像以上に生徒の学力が向上し，
授業を初めて 7か月後の10月には，15名中10名が英検
4級に合格である。急きょ英検 3級対策のテキストを
購入し，授業や放課後講習で英検 3級対策のドリルを
始め， 1月には 6名の生徒が 3級に合格した次第であ
る。今後も，生徒の特性や達成状況を踏まえて，指導
を工夫していきたい。

　Ⅵ．利益相反

　開示すべき利益相反（COI）はない。
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　Ⅰ．はじめに

　わが国における慢性腎臓病（CKD）による人工透析
患者数は年々増加傾向にあり，それに係る医療費の増
加は国民の負担増の一因となっている1）。糖尿病をは
じめとする生活習慣病の終末像としての慢性腎臓病に
は，たんぱく質制限をはじめとする食事療法が必要不
可欠である2 - 5 ）。しかしながら，その厳しい制限を満
たすためのエネルギーを摂取するには通常の食品のみ
では困難なことが多く，容易にエネルギー摂取不足と
なりうる。その予防には一般の食材のみでは不十分で
あり，医療用の特殊食品を導入せざるを得ない6）。こ
れを補うべく治療用特殊食品としてたんぱく質調整食
品，低甘味ブドウ糖食品，でんぷん製品，中鎖脂肪酸
製品が市販されている7）。
　慢性腎臓病に用いられる治療用特殊食品であるでん
ぷん製品は，味が絡みにくく，食品の保水を可能にす
るたんぱく質の含量が制限されていることから，保湿
性が低く食味が良くない事が問題点である。
　治療用の特殊食品は開発以来30年余を経て，改良が
加えられてきた8）。しかしながら，その成分の特殊性
から，一般食材による調理と異なり，食味が落ちる点
が普及を阻み，食事療法のコンプライアンス低下に繋
がっているものと考えられる。これらを解決し，食味
の良いでんぷん製品を治療食として手軽に取り入れる

スキルは，これからの栄養士・調理師養成には必要欠
くべからざるものである。にもかかわらず，これまで
治療用特殊食品への応用に関する報告の事例は少な
く，今後の課題である。
　真空調理法は9），1970年頃より欧州・米国で始まっ
た調理法である。フランス料理では，フォアグラのテ
リーヌの調理法として，また，Joel Robuchonが仏国
有鉄道の列車食堂に採用したことで知られている。新
鮮な食材を一時加熱した後，調味料，調味液と共に真
空包装し，低温（58～95℃）で加熱する調理法であり，
食材をフィルムの中に密封して加熱するため，旨味や
風味・栄養素・ビタミンなどを食材の中に閉じこめた
状態で調理ができるのが特徴である。密封調理による
メリットは，おいしく食べやすいことに加えて，食品
の酸化抑制効果も併せ持ち，栄養価の高い食事が望ま
れる病院や高齢者介護施設で真空調理の導入が進む大
きな要因となっている。また近年，家庭でも簡易な真
空調理法が普及しつつある。
　このような現状を踏まえ，治療用特殊食品の調理に
真空調理法を導入し，これまで難しかった特殊食品へ
の調味料の浸み込みを容易にし，誰もが毎日安全に治
療用でんぷん食品を摂取し続けることは，十分な治療
効果を導き出し，患者のQOL向上に寄与するものと考
え，今回はでんぷん米調理への真空調理法の活用を検
討することとした。

　治療用特殊食品の調理に真空調理法を導入し，これまで難しかった特殊食品への調味料の浸み込みを容易にす
る事を目的として，女子短期大学生パネリスト79名に対し，2識別法により嗜好型官能評価を実施した。その結果，
全体の評価平均には有意な違いが見られなかった。「真空調理嗜好群」と「炊飯嗜好群」では，「炊飯嗜好群」が
多くを占める結果となった。炊飯器の方が真空調理よりも「硬くない」という食感が決定の要因になったと考え
られた。全体の評価平均には有意な違いが見られなかったことから，真空調理法はでんぷん食品の調理法として
検討する余地があると考えられた。

特別治療食への真空調理の導入
Studies on the usefulness of vacuous cooking　for chronic renal disease.

塩　原　明　世・藤　井　　　茂・古　俣　智　江・野　原　健　吾・
福　田　　　馨・田　中　辰　也・本　澤　伸　浩

キーワード：真空調理，でんぷん食品，腎疾患

調査・資料
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　Ⅱ．研究方法

　「でんぷん米」の官能評価方法
　女子短期大学生パネリスト79名（平均年齢20.1歳）
に対し， 2識別法により嗜好型官能評価を実施した。
1）試料調製
　試料は，（有）オトコーポレーション社製「ジンゾ
ウ先生のでんぷん米0.1（表 1）10）」を採用し，表 2
に示す炊きこみご飯として提供した。
　〔A〕  真空調理は，㈱TOSEI社製　自動真空包装機ト

スパックV-380G型を使用し，30秒，真空率85
％で調理し，㈱コメットカトウ社製ガススチ
ームコンベクションオーブンCSV-G 6 を使用
し，85℃，20分間再加熱して提供した。

　〔B〕  炊飯調理は同様に計量したものを窯にセット
して炊飯し，炊きあがりと同時に全体を混ぜ，
二度炊きとした。

　試料〔A〕と〔B〕は仕上がり時間を揃えて炊き上
げた。

2）官能評価
　試料はそれぞれ人数分の皿に配布し，炊飯器の炊き
あがりに左右されぬよう，38名は試料Aから，41名は
試料Bから試食を行った。
　AおよびBの試料について，“見た目”，“硬さ”，“味
の均一さ”，“味の濃さ”，について，①そうでない，
②どちらかと言えばそうでない，③どちらかと言えば
そう思う，④そう思う，の 1～ 4点で点数を問い，そ
の平均値を評価した。また，それぞれの特徴を元に，
どちらを好むかを調査した。
　 2群間の比較はstudent testを用い，有意水準は 5
％とした。

　Ⅲ．結果

1．でんぷん食品の調理に関する現状
　国内文献検索エンジンCiNiiを利用して，「低たんぱ
く食」，「でんぷん食品」，「でんぷん米」，「でんぷんパ
ン」，「でんぷん麺」，「真空調理」に関する論文につい
て検索をしてみたところ，あまりに件数が限られてい
たため，Google Scholarを利用して，同様の検索を行
った。その結果，「低たんぱく質食ででんぷん食品」
を使用した文献は，重複を避けると11件しか得られず，
学術雑誌への論文掲載は 6件であった（表 3）。
　これらより，でんぷんを利用した特殊食品は，臨床
現場では利用されているものの，報文として取り扱わ
れている件数が極めて少なく，とくに調理に関する文
献が少ないことが分かった。

2．「でんぷん米」の官能評価
　女子短期大学生パネリスト79名に対し， 2識別法に
より嗜好型官能評価を実施した結果，見た目の美味し
さについては，真空調理（79.7％）も炊飯器（89.9％）
もいずれも美味しそう，どちらかといえば美味しそう
と回答された。硬さについては，真空調理（70.9％）

表 1　ジンゾウ先生のでんぷん米0.1の成分組成（でんぷん米100g中）

エネルギー（kcal） 水分（g） たんぱく質（g） 脂質（g） 糖質（g） 食物繊維（g）

360 11 0.1 4.8 74.5 4.5

ナトリウム（mg） カリウム（mg） カルシウム（mg） リン（mg） 食塩相当量（g）

14 6 ー 17 0

表 2　試料の調整法
［材料（ 1人分）］

でんぷん米　95g
水　　　　  143g
にんじん　　 3 g
ごぼう　　　10g
しめじ　　　30g 
油揚げ　　　 5 g
濃口醤油　　 4 g（小さじ2 / 3）
酒　　　　　 4 g（小さじ 1弱）

〔作り方〕
① 人参はいちょう切り、ごぼうはささがき、しめじ
は小房に分ける。
② あブラ上げは油抜きして、0.5cm程度の短冊に切る。
③ でんぷん米は洗わずに、①、②と共に水、調味料
を加え、直ちに加熱調理する。

 （食塩相当量　0.6g）

エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g)

脂　質
(g)

カリウム
(mg)

ナトリウム
(mg)

382 2.4 6.4 179 245
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に対して炊飯器（79.7％）の方が硬いと感じる者が多
かった。味の均一さについては，真空調理（55.7％）
の方が炊飯器（48.1％）よりも均一であると答えたも
のが多く，どちらかといえば均一を併せても，それぞ
れ94.9％，88.6％と真空調理が炊飯器に比べ，味が均
一に仕上がったことを示した。味の濃さは，真空調理
では60.8％が薄いと答えたのに対し，炊飯器の結果は
46.8％に留まった。いずれの試料も概ね美味しそうに
見られ，味は均一であり，有意な差が見られなかった。
　そこで，最終的にどちらを好んだかによって 2群に
分け，それぞれ「真空調理嗜好群」（26名），「炊飯嗜
好群」（53名）とした。 4段階の評価を点数として平
均値を算出し，両群の平均値を比較した（表 4〔A〕，
〔B〕）。評価を 4段階より 2段階（硬い，硬くない）
にまとめて，各々の群による試料の硬さの評価を比較
したところ，試料Bについて，両群の評価に有意な差
がみられた（p=0.002，図 1）。試料Aについては，両
群間に違いは見られなかった。

表 3　でんぷん食品、低たんぱく質食等に関する文献検索結果　
Key words 年 著者 誌名 内容

1

でんぷん食品，
低たんぱく質食

2008 古家大祐，荒木信 糖尿病診療マスター 低蛋白食は糖尿病腎症の進展抑制に効
果はない

2 2008 島居美幸，出浦照國 糖尿病診療マスター
糖尿病腎症の進行抑制，透析療法導入
遅延に対して効果的な蛋白質制限量
は？

3 2006 安孫子亜津子，羽田勝計 medicina 糖尿病腎症の食事・薬物療法の実際

4 1999 出浦照國，島居美幸 昭和医学会雑誌，59 慢性腎不全の低たんぱく食

5 1991 出浦照國，吉村吾志夫，越川昭三
日本透析療法学会雑
誌

糖尿病性腎症による血液透析患者に対
する食事療法

6

でんぷん米，
低たんぱく質食

2010 田山宏典 昭和医学会雑誌，70 保存期慢性腎不全における食事療法

7 1992 飯田喜俊，二瓶宏 日本透析療法学会雑
誌，25 透析と食事療法

8 1991 出浦照國，佐久間昭子，越川昭三 日本腎臓学会誌，33
きわめて厳しい低たんぱく食を長期間
にわたって実施し得た慢性腎不全の 1
例

9
でんぷんパン，
低たんぱく質食

2011
伊藤由美，安松萌，
矢部紗和子，藤井恵
子

応用糖質科学 澱粉の粉体特性が低たんぱく質パンの
製パン性に与える影響

10 2011
太田亜美，勝野圭史，
西岡昭博，宮田剣，
香田智則

応用糖質科学 米粉パンの製パン性に及ぼす結晶化度
と脂肪酸の影響

11 でんぷん麺，
低たんぱく質食 1986 平田清文 日本内科学会雑誌，

75 保存的対策-食事療法を中心に

表 4　好みによる試料の評価の違い

〔A〕試料Aについての評価

点数平均 真空調理
嗜好群 炊飯嗜好群 ｐ

見た目 3.31 3.08 0.234

硬さ 2.69 2.93 0.207

味の均一さ 3.54 3.49 0.736

味の濃さ 1.58 1.38 0.184

〔B〕試料Bについての評価

点数平均 真空調理
嗜好群 炊飯嗜好群 ｐ

見た目 3.08 3.43 0.087

硬さ 3.42 2.87 0.002*

味の均一さ 3.19 3.43 0.191

味の濃さ 1.65 1.77 0.515

Student Ttest , *; p<0.05
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　Ⅳ．考察

　保存期慢性腎不全の患者におけるたんぱく質制限
は，①腎機能障害伸展の抑制，②尿毒症毒素の蓄積抑
制，③電解質異常の抑制・改善，④アシドーシスの抑
制などを介し，自覚症状を改善し，合併症抑制，栄養
状態の改善，ひいては透析導入の遅延に繋がってい
る6）。しかしながら，その効果を期待するには，0.5g/

kg/day以下の制限が必要であり，必須アミノ酸の絶対
的不足を招く0.3g/kg/dayまでが適当とされている11）。
加えて，この厳しい制限を遵守する時に，これがエネ
ルギー源として利用されることがないよう，十分量の
エネルギー（35kcal/kg標準体重/day程度）が不可欠で
ある7）。これを通常食品のみで補おうとすると，糖質
ならびに脂質による甘く，脂濃い食事内容にならざる
を得ない。これを解決するためには，表 5に示すよう
な低たんぱく質治療用特殊食品が活用され，特に近年，
たんぱく質調整食品10，12）の目覚ましい進歩には驚き
を禁じ得ない。
　これに対し，オリジナルともいえるでんぷん製品は，
ご飯，パン，麺，餅など，広く主食に，また，主菜や
副菜などへの展開が期待されている。でんぷん食品の
使用により，アミノ酸価の高い動物性のたんぱく質を
より多く摂取することが出来，食事全体の質の向上が
期待できる6）。
　一方，これらの厳格なたんぱく質制限食が現時点で
は特殊な治療方法として捉えられ，特殊食品の使用経
験が豊富な腎臓専門医と管理栄養士による継続的な患
者指導のための整備された診療システムが不可欠であ
ると考えられている13）。このような結果は，でんぷん
食品等の治療用特殊食品の取り扱いに特徴があり，だ

れもが手軽に取り入れられる食材として認められてこ
なかったことがその要因として挙げられる。しかしな
がら，実際に購入使用する際には，食味の良いたんぱ
く質調整食品の価格は高めであり，この点でもでんぷ
ん食品の上手な活用が有用である（表 5）。
　近年，集団調理現場での新しい調理法として，普及
している真空調理法は，新鮮な食材を一時加熱した後，
調味料，調味液と共に真空包装し，低温（58～95℃）
で加熱する調理法である。食材をフィルムの中に密封
し，低温で加熱するため，旨味や風味・栄養素などを
食材の中に閉じこめた状態で調理ができ，ビタミンの
破壊が抑えられる事が特徴である。煮崩れが少なく，
乾燥による目減りもなく，歩留まりが良い。また，調
味料・香辛料が浸透しやすく，使用する量が少量でも
味が均一になることも密封調理によるメリットであ
る14）。おいしく・食べやすいことに加えて，食品の酸
化抑制効果も併せ持ち，栄養価の高い食事が望まれる
病院や高齢者介護施設で真空調理の導入が進む大きな
要因となっている。同時に，食材データがデジタル化
でき，出盛り期に計画生産が可能になると同時に最近
の二次汚染も防止でき，ケータリングの利便性が高い
調理法である14）。
　治療用特殊食品の調理に真空調理法を導入し，これ
まで難しかった特殊食品への調味料の浸み込みを容易
にし，誰もが毎日安全に治療用でんぷん食品を摂取し
続けながら十分な治療効果を導き出す事を目的とし
て，でんぷん米の調理への真空調理法の導入を試みた。
　今回は，多種あるでんぷん食品の中から，日本の食
卓には欠かせない米をテーマとして選択し，従来の炊
飯器を用いた調理法と，セントラルキッチンでの調味，
配食を視野に入れ，嗜好型官能評価を実施することに
より今後の展開を模索することとした。
　結果として，「真空調理嗜好群」（26名）よりも「炊
飯嗜好群」（53名）が多くを占める結果となった（表 4）。
この要因として，炊飯器の方が真空調理よりも「硬く
ない」という食感が決定の要因になったと考えられた。
また，有意性こそ得られなかったが，見た目にもおい
しいと感じられた物が選ばれたと考えられた。
　丸山ら15）によれば，ジャポニカ米の常法飯では，
食味評価の高いものほど硬さが小さく，付着性が大き
い値を示している。米の食味は米飯の粘り，硬さなど
のテクスチャーや香り，味が総合されたものであり，
一般に日本人は粘りがあり，ふっくらとした米飯を好
むようである16）。これに対し，でんぷん米はでんぷん
を元に粒状に成形された食材であり，表面はなめらか

図 1　炊飯器のご飯の硬さに対する両群の感じ方
**:p<0.01

**

0 10 20 30 40 50 60 ( )
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表 5　治療用特殊食品の例
１．たんぱく質制限治療用特殊食品

食品名 たんぱく質含有量
（ｇ/100ｇ）

エネルギー
（kcal/100g）

一食あたり単価
（円）

でんぷん製品
　　でんぷんスパゲティー 0.3 349 133/100g
　　でんぷんきしめん 0.9 347 110/100ｇ
　　スパゲッティタイプ（イタリア製） 0.2～0.6 344 157/100ｇ
　　でんぷん生パスタ 0.1 293 189/100ｇ
　　でんぷん米 1 /20 0.3 347 114/100ｇ
　　でんぷん細うどん 0.3 310 189/100ｇ
　　でんぷん生ラーメン 0.2 283 189/100ｇ
　　でんぷんもち 0.1 204 190/100ｇ
　　でんぷんお餅 0.1 198 194/100ｇ
　　でんぷん薄力粉 0.3 359 126/100ｇ

たんぱく調整食品
　　キッセイゆめごはん 1 /25（炊飯用） 0.2 313 168/100ｇ
　　ピーエルシー米 1 /20 0.24 342 137/100g
　　 1 /25越後米粒タイプ 0.2 303.2 145/100ｇ
　　ジャネフプロチョイス米 0.38 300 149/100ｇ
　　キッセイゆめごはん 1 /35トレー 0.13 292 210
　　ピーエルシーごはん炊き上げ一番 1 /25 0.18 300 185
　　 1 /25越後ごはん 0.18 306 199
　　レナケアー　サトウの低たんぱくごはん 1 /25 0.18 295 210
　　げんたそば 2.9 354 131/100g
　　げんたうどん 1.9 352 127/100ｇ
　　たんぱく調整食パン 4.0 302 178
　　たんぱく調整ロールパン 4.0 336 256/100ｇ

２．エネルギー補給、補助食品

食品名 たんぱく質含有量
（ｇ/100ｇ）

エネルギー
（kcal/100g）

一食あたり単価
（円）

低甘味ブドウ糖重合体製品
　　粉あめ 0.0 375 13.85/13g
　　カロライナー 0.0 400
　　テトラスター 0.0 378

中鎖脂肪酸製品（MCT）
　　マクトンオイル 0.0 900 61.6/10ｇ
　　マクトンパウダー 0.0 789 119/12.7ｇ
　　ニューマクトンプチゼリー（ 1コ25g） 0.0 200 61/25ｇ
　　ニューマクトンビスキー（紅茶， 1枚9.3g） 2.7 538 115.5/18.6g
　　ＭＣＴ入りビスケット（バター風味） 2.1 494

３．食塩調整調味料

食品名 食塩含有量
（ｇ/100ｇ）

エネルギー
(kcal/100g）

一食あたり単価
(円）

減塩調味料
　　減塩しょうゆ（キッコウマン） 6.0 100 6 / 5 ml
　　減塩味噌（タケヤ） 5.19 211 8.4/10g
　　だしわりぽんず 4.4 50 11.6/ 5 ml
　　だしわりつゆの素 8.1 112 73.5/10ｇ
　　食塩不使用ヘルシーケチャップ 0.0 98 8 /10g
　　50%カットウスター，中濃ソース（ブルドッグ） 通常の50%カット 133,　167 8 /10g

※価格は2013現在10）
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で粘りがなく，咀嚼する際も滑りやすい。加えて真空
調理により形が保持されやすいため，炊飯器の方が食
感がよく感じたのではないかと推察する。今回，でん
ぷん米の食感を改善するための「もち粉」や「トレハ
ロース」を使用せずに調製したが，今後これらを使用
することにより，食感が改善されることが期待される。
　炊飯嗜好群の方が多かったとはいえ，全体の評価に
は大きな違いが見られなかったことから，食感の改善
により，十分に真空調理法はでんぷん食品の調理法と
して検討する余地があると考えられた。
　今回の評価項目に，「香ばしさ」を加えていなかっ
たため，炊飯器でしか得る事の出来ない，「焦げ」に
よる芳香の要因が測ることが出来なかった。この点は
今後の課題としたい。また，食品の性状を確認するた
めにも，今後は機器分析等の使用も考慮し，より客観
的な評価を行いたいと考えている。
　本論文に開示すべきCOIはない。
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・松尾瑞穂：新しい保育サポートマガジン ポット 7
（ 8）　 0・ 1・ 2 歳児 発達を促す運動遊び．チ
ャイルド本社，東京，2014；48-49．

・松尾瑞穂：新しい保育サポートマガジン ポット 7
（ 9）　 0・ 1・ 2 歳児 発達を促す運動遊び．チ
ャイルド本社，東京，2014；52-53．

Ⅲ．講演－学会発表

大野博之
・大野博之：EQGC国際ワークショップ　第三段階教

育における質保証と学位・資格枠組み－ガラパゴ
ス化とグローバリゼーション「短期大学の取組み
事例」．福岡TKP天神シティセンターアネックス，
2014．

・大野博之：産学官コンソーシアム　食関連産業の成
長と健全な食生活の普及を牽引する中核的専門人
材の育成「寿司専攻コースの制度構築及び実践」．
東京TKP大手町カンファレンスセンター，2014．

・大野博之：一般財団法人短期大学基準協会　評価員
研修会「基準別評価票の作成について」．アルカ
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ディア市ヶ谷，2014．
・大野博之：短期大学コンソーシアム九州　大学間連

携共同教育推進事業　短期大学職業・キャリア教
育フォーラム　地域の職業人養成と短期大学－地
域の未来を支える人を育てる教育を目指して－
「短期大学におけるキャリア教育～学生の自己効
力感形成～」．佐賀商工会議所，2014．

宮本智子
・宮本智子他 4名：二期会日本歌曲研究会12月例会　

安田祥子先生公開レッスン　曲目「この道」「夕
方のお母さん」．二期会日本歌曲研究会主催，二
期会第一スタジオ，2014．

田中功一
・田中功一，井上洋一，大串和久：スマホ時代のML

教育－ICTを使った新しい音楽教育－．日本電子
キーボード音楽学会第10回JSEKM全国大会パネ
ルディスカッションML部会（東京），2014．

古俣智江
・秋山佳代，古俣智江，野原健吾，福田馨：食物アレ

ルギーをもつ児童生徒への対応とその課題．第61
回日本栄養改善学会学術総会（横浜），2014．

秋山佳代
・秋山佳代，古俣智江，野原健吾，福田馨：食物アレ

ルギーをもつ児童生徒への対応とその課題．第61
回日本栄養改善学会学術総会（横浜），2014．

野尻美枝
・野尻美枝，大橋伸次，松尾瑞穂，岸美沙，西田咲希，

東由実：飯盒炊爨を通して振り返る保育学生の協
働意識．全国保育士養成協議会第53回研究大会（博
多），2014．

・西田咲希，野尻美枝：教育実習・保育実習における
学生の実習に対する意識変容．全国保育士養成協
議会第53回研究大会（博多），2014．

野原健吾
・秋山佳代，古俣智江，野原健吾，福田馨：食物アレ

ルギーをもつ児童生徒への対応とその課題．（横
浜），2014．

福田馨
・秋山佳代，古俣智江，野原健吾，福田馨：食物アレ

ルギーをもつ児童生徒への対応とその課題．第61
回日本栄養改善学会学術総会（横浜），2014．

西田咲希
・野尻美枝，大橋伸次，松尾瑞穂，岸美沙，西田咲希，

東由実：飯盒炊爨を通して振り返る保育学生の協
働意識．全国保育士養成協議会第53回研究大会（博
多），2014．

・西田咲希，野尻美枝：教育実習・保育実習における
学生の実習に対する意識変容．全国保育士養成協
議会第53回研究大会（博多），2014．

Ⅳ．芸術・体育

宮本智子
・宮本智子，智の会，国際学院埼玉短期大学コーラス

部：さいたま市　苺の会　新春コーラスの集い．
さいたま市母子寡婦福祉会主催，岩槻東口コミュ
ニティセンター 5階ミニホール，さいたま市，
2014．

・宮本智子，智の会：15周年　智の会チャリティーコ
ンサート．智の会主催，大宮ソニックシティ小ホ
ール，さいたま市，2014．

・宮本智子　他 4名：音交会サロンコンサート．音交
会主催，A-note studio，熊本，2014．

田中功一
・田中功一：Roussel Sonatine op16 ピアノ独奏．フレ
ールの会主催22回ピアノ研究発表会，アイリスホ
ール，東京，2014．
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Ⅴ．電子メディア

Ⅵ．その他

大野博之
・大野博之：文部科学省平成25年度先導的大学改革推

進委託事業　一般財団法人短期大学基準協会「米
国における短期高等教育機関の社会（地域）貢献
及びその評価に関する調査研究」．国際交流推進
チームリーダーとして米国訪問調査・報告書執筆，
2014．

・大野博之：「米国における短期高等教育機関の社会
（地域）貢献及びその評価に関する調査研究につ
いて」．一般財団法人短期大学基準協会　NEWS 

LETTER　Vol.66，2014．
・大野博之：中央教育審議会大学分科会大学教育部会

短期大学ワーキンググループ「短期大学の今後の
在り方について（審議まとめ）」（同部会短期大学
ワーキンググループ委員）2014．

・大野博之：「知の継承と活用」．一般社団法人全国栄
養士養成施設協会　全栄施協月報第648号，
2014； 1 - 2 ．

・大野博之：国際学院創立記念行事国際学院埼玉短期
大学FD・SD　「短期大学教育の独自性と機能強
化」，2014．

雨宮一彦
・雨宮一彦：「微生物学」，さいたま看護専門学校，さ

いたま市，2014．

アミール喜代子
・アミール　喜代子：文部科学省受託事業平成25年度
「成長分野等における中核的専門人養成の戦略的
推進事業」職域プロジェクト「豊かな食を支える
システムの提案と構築」検証講座「食生活相談員
（仮称）養成講座」献立作成（世帯別・世代別に
対応した献立作成）．名古屋文理大学短期大学部，
さいたま市，2014．

・アミール　喜代子：国際学院埼玉短期大学SD講座
「健康栄養学科の学びと栄養士の今日的な役割に
ついて」．2014．

・アミール　喜代子：職業体験授業「栄養の仕事」．

埼玉県立北本高等学校，北本市，2014．

塩原明世
・塩原明世：文部科学省受託事業平成25年度「成長分

野等における中核的専門人養成の戦略的推進事
業」職域プロジェクト「豊かな食を支えるシステ
ムの提案と構築」検証講座「食生活相談員（仮称）
養成講座」調理．名古屋文理大学短期大学部，さ
いたま市，2014．

・塩原明世：食生活見直し講座．放送大学埼玉学習セ
ンター，さいたま市，2014．

・塩原明世：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講
座「人づくりを科学する」埼玉県産の旬の野菜を
利用した家庭料理　埼玉県産旬の野菜の話①．国
際学院埼玉短期大学，さいたま市，2014．

・塩原明世：2014ツールドフランスさいたまクリテリ
ウム　応援メニュー考案WG．のびのびシティさ
いたま市フェア，さいたま市，2014．

田中功一
・田中功一：PTNAピアノステップ審査員．全日本ピ

アノ指導者協会，ひたちなか市，2014．
・田中功一：PTNAピアノステップ審査員．全日本ピ

アノ指導者協会，東京都練馬区，2014．

藤井茂
・藤井　茂：公開講座「人づくりを科学する」家庭で

作れる本格料理－プロの裏ワザ拝見 薬膳の話・
季節の薬膳料理．国際学院埼玉短期大学，さいた
ま市，2014．

・藤井　茂：農業体験を通した農商学連携プロジェク
ト．さいたま市農業青年協議会，さいたま市農業
政策課，パレスホテル大宮，さいたま市，2014．

・藤井　茂：中国料理専門調理師受験講習会　食品学．
　公益法人日本中国料理協会，2014．

古俣智江
・古俣智江：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講
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座「人づくりを科学する」食育教室2014　親子で
作る手作りお菓子（食育に関するお話）．国際学
院埼玉短期大学，さいたま市，2014．

・古俣智江：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講
座「人づくりを科学する」埼玉県産の旬の野菜を
利用した家庭料理 埼玉県産旬の野菜を使った家
庭料理①．国際学院埼玉短期大学，さいたま市，
2014．

秋山佳代
・秋山佳代：個別的相談指導の進め方．さいたま市教

育委員会，さいたま市，2014．
　秋山佳代：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講

座「人づくりを科学する」埼玉県産の旬の野菜を
利用した家庭料理 埼玉産旬の野菜の話②．国際
学院埼玉短期大学，さいたま市，2014．

松尾瑞穂
・松尾瑞穂：平成26年度川口市保育所保育士研修「子

どもの心とからだを育む生活リズム－食べて、動
いて、よく寝よう！－」．川口市福祉部保育課，
川口市，2014．

・松尾瑞穂：子育て講座「子どもの心とからだを育む
生活リズム」．目黒区立中目黒駅前保育園，東京，
2014．

田中辰也
・田中辰也：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講

座「人づくりを科学する」埼玉県産野菜を利用し
た家庭料理（鯛を使ったイタリア料理）．国際学
院埼玉短期大学，さいたま市，2014．

野原健吾
・野原健吾：埼玉県私立短期大学協会・独立行政法人

国立女性教育会館共催　短期大学生のためのキャ
リア形成講座　講師「家政系卒業生のキャリア」．
独立行政法人　国立女性教育会館，嵐山，2014．

・野原健吾：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講
座「人づくりを科学する」埼玉県産野菜を利用し
た家庭料理②．国際学院埼玉短期大学，さいたま
市，2014．

・野原健吾：農業体験を通じた農商学連携プロジェク
ト．さいたま市農業青年協議会，さいたま市農業
政策課，パレスホテル大宮，さいたま市，2014．

福田馨
・福田　馨：農業体験を通じた農商学連携プロジェク

ト．さいたま市農業青年協議会，さいたま市農業
政策課，パレスホテル大宮，さいたま市，2014．

武藤隆
・武藤隆：平成26年度国際学院埼玉短期大学公開講座
「人づくりを科学する」家庭で作れる本格料理－
プロの裏ワザ拝見－　季節の果物を使った洋菓子
　紅玉を使ってアップルパイ．国際学院埼玉短期
大学，さいたま市，2014．

・武藤隆：平成26年度国際学院埼玉短期大学生涯学習
講座－プロが教える手作りお菓子－　埼玉県産食
材を使って　スィートポテト・クリスマスケーキ・
クレープ．国際学院埼玉短期大学，さいたま市，
2014．

・武藤隆：食育教室2014　親子で作る手作りお菓子　
お子様向きの手作りお菓子「クッキーいろいろ」
　型抜きクッキー・スノーボール・チョコレート．
国際学院埼玉短期大学，さいたま市，2014．

Ⅶ．賞

表彰
塩原明世
・塩原明世：日本栄養士会会長賞；日本栄養士会．

2014．

大越光雄
・大越光雄：調理師養成功労者厚生労働大臣表彰．

2014.11．

その他
田中功一
・田中功一：科学研究費補助金基盤研究（C）競争的

研究資金受給；日本学術振興会．2014．
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1．投稿者の資格
　投稿者は，本学に所属する教職員に限る。ただし，共著者はこの限りでないが，所属，肩書きを明記する。
　
2．投稿についての注意
（1）  原稿は和文または英文とし，その内容は未発表のものであり，かつ他誌に投稿中でないものとする。なお投

稿原稿にはその旨を表明した誓約書（別添書式）を添付する。
（2）  投稿論文において，ヒトを対象とする研究はヘルシンキ宣言（1964年採択，2000年改訂；日本医師会訳），あ

るいは動物実験に関する研究は実験動物の飼養および保管等に関する基準（昭和55年 3 月総理府告示第 6
号），そのほか各研究施設で決められた研究倫理指針等を遵守したものでなければならない。なお投稿論文が
上記研究に該当する場合は，その旨明記する。

（3）  投稿論文に関するすべての研究については，利益相反（Confl ict of Interest ，COI）状態の有無について記載
しなければならない。無い場合は，「開示すべきCOIはない」という文言を本文最後の「文献」前に記載する。
もし著者（共著者を含めて）にその懸念がある場合は，投稿前に編集委員会に申し出てその指示に従う。な
おCOIに関する学内指針については別に定める。

（4）  他の出版物から図表等を引用する場合には，原典引用の出版社および著者の承諾書を添付する。

3．投稿原稿の種類
　受けつける原稿は下記の通りである。
（1）  原著：独創的研究に基づく新知見を含む論文。原則として「はじめに」「目的」「方法」「結果」「考察」「終わ

りに」などの項目に分けて記載すること。
（2）総説：ある主題についての総括的論述。
（3）研究ノート：原著に比べて簡単で，若干の知見を含むもの。
（4）報告：ケーススタディー，フィールド調査など，学術的に貴重と思われる例についての報告。
（5）調査資料： 調査または統計などをまとめたもの。
（6）その他の資料：上記の分類に該当しない重要な記録。

4．投稿原稿の記載方法
（1）  和文原稿は，常用漢字，現代かなづかいによりA 4 判の用紙（縦長）に40字，35行，12ポイントで横書きに

印字し，上下左右30mmを目安として余白をとる。原則として，原著，総説は20枚以内（図，表を含む）とし，
それ以外のものは原則として10枚以内（図，表を含む）とする。

　　  英文原稿は，A 4 判の用紙（縦長）に 1行70-80字（半角），35行，12ポイントで印字し，上下左右30mmを目
安として余白をとる。原則として，原著，総説は20枚以内（図，表を含む）とし，それ以外のものは原則と
して10枚以内（図，表を含む）とする。 

　　  原稿は，フロッピーディスク，CD，USBメモリーなどの電子媒体で提出する。従ってコンピュータソフト（Word

など）で作成すること。
　　  句読点，括弧は 1字に相当する空間に書く。外国語は鮮明なローマ字で書き，数字はアラビア数字を用いる。

単位符号はSI単位（cm, mm, mg, %, g/dl, 37℃・・・・）を用いる。略語を使用する時には初出時に正式名を
記載する。外国の人名，書名等は原稿のまま，国名，地名，動物名等はカタカナ書きとする。さらに動物の
ラテン語学名，微生物の学名等はアンダーライン（イタリック体指定）をつける。

（2）論文の記載は下記の順序による。
　 1）  表紙に論文の種類（原著，研究ノートなど），和文題名，和文著者名，英文題名，ローマ字著者名（例：国

際太郎Taro KOKUSAI），和文・英文所属機関名，連絡先（研究室名，内線番号，e-mailアドレス）を記入

「国際学院埼玉短期大学研究紀要」投稿規程



93

P93

する。また， 5語以内の Key wordsを付ける。本学に所属していない著者は，著者名の右肩に＊印をつけ，
脚注に所属機関名を記載する。

　 2）  和文原稿は和文要旨，英文原稿は和文要旨と英文要旨を付ける。和文要旨は，400字以内，英文要旨は300
語以内とする。

　 3）  構成区文中の大見出し，中見出し，小見出しは，それぞれⅠ．，Ⅱ．，…， 1．， 2．，…，（ 1），（ 2），…，
1）， 2），…，のように順次区別する。

　 4）本文（文献を含めて）には，通しの頁数を付ける。右欄外に図および表の挿入箇所を指定する。
　 5）  図，表は， 1枚ずつ別紙に書き，大きさを指定する。 1枚ごとに裏面に 図 1などの番号と第 1著者名をエ

ンピツで記入する。図，写真の説明は別紙にまとめて記載する。カラー印刷を希望する場合は，実費を徴
収する。図や写真は印刷に耐えうる高解像度のものをフロッピーディスク，CD，USBメモリーなどメディ
アに保存し併せて提出する。メディアに保存が困難な図や写真はそのままで製版，印刷できるように鮮明
に描いたものを提出する。

（3）文献の記載法
　 1）記載の順序は出所順とし,本文中に右片括弧肩付き番号を付ける。
　 2）  雑誌は，著者名（全員）：題名．雑誌名 発行西暦年号；巻数：初頁－終頁．の順に記載する。なお，著者

が非常に多い場合には，数名の著者名を記した後，「ら」（英語の場合は「et al」を付し，以下の著者名を
省略することができる。

　　　（例 1）  Polonis  VR, Anderson GR, Doyle D： TWo-dimensional polyacrylamide gel electrophoresis analysis of 

phosphorylated, membrane- 1 ocalized rat p21 protein.

　　　　　　  Arch Biochem Biophys 1987；254：541-546．
　　　（例 2）  森下剛：短期大学生の友人関係認知に関する一考察　－ストレスコーピング，就職不安との関連を

中心に－．国際学院埼玉短期大学研究紀要 2009；30：39-44.
　 3）  単行本は，和書，洋書共に著（編）者名：書名（巻数版数）．発行所，発行所の所在地，発行西暦年号；初

頁－終頁．の順に記載する。
　　　（例 3）  Koch FC, Hanke ME： Practical Methods in Biochemistry （2nd）. William Willkins, Baltimore, 1948；

212-215．
　　　（例 4）  細貝祐太郎，松本昌雄：新食品衛生学要接．医歯薬出版，東京，2002；36-98.
　 4）  翻訳書は，訳者名（後に訳を付ける）：訳本名（原著者名を記載）．訳本発行所，発行所の所在地，発行西

暦年号；初頁－終頁．の順に記載する。
　　　（例 5）  越野正義訳：硝酸塩は本当に危険か （J.Lhirondel, J-L.Lhirondel著）．農村漁村文化協会，東京，

2005；65-126.
　 5）学会発表は，発表者名（全員）：演題名．学会名（開催地），開催西暦年号；初頁．の順に記載する。
　　　（例 6）  小林晴美，松本隆二，堀江正一，関和みゆき：LC/MS/MSによるハチミツ中のマクロライド系抗生

物質の分析．第97回日本食品衛生学会（東京）2009；23.
　 6）  電子メディア情報（インターネット）の引用の場合は，著者またはホームページ作成者・運営者名：「記事

のタイトル名」URL（参照日）の順に記載する。
　　　（例 7）  （社）環境情報科学センター：「環境家計簿，CEISホームページ」　http：//www.ceis.or.jp（参照

2010.08.12）
　　　（例 8）  文部科学省：「平成17年度大学図書館実態調査結果報告」http：//www.mext.go.jp./b_menu/

toukei/001/05070501.htm （参照2008.02.12）　　　　

5．原稿の送付先
　原稿はオリジナル 1部とコピー 2部，および図や写真のフロッピーディスク，CDなどのデータを下記宛に提出
する。
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　　　　〒330-8548　埼玉県さいたま市大宮区吉敷町 2 - 5
　　　　国際学院埼玉短期大学　図書館内
　　　　「国際学院埼玉短期大学研究紀要」編集委員会
　　　　TEL 048-641-7468 　 FAX 048-641-7432

6．論文掲載の採否
　投稿された原稿は研究紀要委員会が指名した複数の査読者によって慎重かつ厳正に審査される。査読結果につ
いては同委員会においてさらに審査し，採否が決定される。審査の結果，加筆や訂正等をお願いすることがある。
審査の結果は投稿者に連絡される。

7．校正
　著者による校正は初校のみとする。その際,字句の訂正のみにとどめ，組版に影響するような大幅な加筆や削除
を行うことはできない。なお，表題，表現法，用語等は編集委員会で修正することがある。

8．著作権
　本誌に記載された論文などの著作権は国際学院埼玉短期大学に帰属し，無断掲載してはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年 6 月17日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和62年 7 月15日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 3年 7月17日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 6年 6月15日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 9年 4月 1日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年 5 月17日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年12月11日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年 2 月23日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年 2 月22日改定
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